
大阪市平野区

長原遺跡発掘調査報告

刃Z

平成14・18年度大阪市営長吉六反住宅建設工事にかかる発掘調査報告書

2008.3 

財団法人 大阪市文化財協会





大阪市平野区

長原遺跡発掘調査報告

XVI 

平成14・18年度大阪市営長吉六反住宅建設工事にかかる発掘調査報告書

2008 . 3 

財団法人 大阪市文化財協会







NG02-9次調査地全景(北西から)



大阪市平野区

長原遺跡発掘調査報告

XVI 

平成14・18年度大阪市営長吉六反住宅建設工事にかかる発掘調査報告書

2008.3 

財団法人大阪市文化財協会





序文

本書は、 2002年度と2006年度に行った大阪市営長吉六反住宅建設工事にかかる発掘調査

の成果をまとめたものである。

長原遺跡は東西2km、南北2.5kmに及ぶ広大な遺跡で、あり、地点によ ってさまざまな表情

があるO 西側にある瓜破台地の縁辺には、古墳時代に小規模な古墳が200基以上も造営され、

飛鳥時代以後は現代にいたる水田地帯となった。

これに対し、本書で報告する遺跡の北東部はこの時期はず、っと低湿地のままであった。今

回の調査でも、旧石器をはじめ人間の生活の痕跡は少なからず垣間見ることができるが、絶

えず自然の河川に翻弄され、安定して人が住めるような環境で、はなかったことが明らかとなっ

た。しかし、奈良 ・平安時代になると、人々は定住を試み始めた。この地に建物を建て、畠

を耕し、水田を営んだのである。残念ながら、見つかった建物は短期間のうちに終わってい

るが、隣の調査地では鎌倉時代の耕作地が見つかり、人々の生活がこの地に根付き始めたこ

とを窺わせるO 現在では建物が並び、道路が整備されてその面影はないが、一昔前、このあ

たりに拡がっていた田園風景は、ここにそのルーツを見出すことができるのである。

最後に、発掘調査ならびに報告書刊行に当ってご尽力を賜った、大阪市都市整備局(調査

当時は大阪市住宅局)、および地元住民の皆様をはじめとする関係者各位に心よ り感謝の意

を表したい。

2008年 3月

財団法人大阪市文化財協会

理事長脇田 修





伊リ

一、本書は財団法人大阪市文化財協会が2002年度と2006年度に実施した、大阪市住宅局(調査当時、現・都市整備局)

による平野区長吉六反1丁目(NG02-9・06-2次、 NGは長原遺跡を示す)の大阪市営長吉六反住宅建設工事に

かかる発掘調査の報告書である。

一、発掘調査と報告書作成の費用は、大阪市都市整備局(調査当時は住宅局)が負担した。

一、発掘調査は、 NG02-9次については、 当協会調査研究部調査課長京嶋覚(当時、現・文化財研究部事業企画担当

課長)の指揮のもと、向調査課調査第2係(当時、現・文化財研究部)学芸員杉本厚典が行い、のちに同謀(当時、現 ・

文化財研究部)主任学芸員松本啓子がこれを引き継いだ。またNG06-2次については、 当協会文化財研究部次長

南秀雄の指揮のもと、文化財研究部学芸員小田木富慈美が行った。各調査の面積・期間などは第 I章第2節表2に

示した。

一、本書の編集は、南および文化財研究部長原調査事務所長積山洋の指揮のも と、松本が行った。執筆は松本、小田木、

佐藤隆(文化財研究部事業担当係長)、絹川一徳(文化財研究部長原調査事務所所長代理)、小倉徹也(文化財研究部

学芸員)、張京柱(当協会研修員、韓国釜山大皐校大王手院生)が担当し、文末に名前を明記した。

一、本調査の基準点測量 ・写真測量はNG02-9次調査はアジア航測株式会社に、 NG06-2次調査は株式会社かんこ

うに委託した。

一、本書で使用した遺構写真は調査担当者が撮影した。また、遺物写真は写房楠華堂に撮影を委託した。

一、発掘調査で得られた遺物・図面 ・写真などの資料はすべて大阪市文化財協会が保管している。

一、発掘調査から本書の作成に係わる作業には補助員諸氏の協力を得た。深く感謝の意を表したい。



凡例

l.本喜一で用いた層{立学 ・堆積学的用語については、[越哲j斉1995Jに準じる。また、本書における地層名は、調査現

場における層序を用いている。なお、「長原遺跡東北地区の基本層序J(六反層序と通称する)との対比は[村元健一

2003aJ、「長原遺跡標準層序J(長原層序と通称する)との対比は[趨哲済2001]に基づき行っており (別表 1・2)、

本文中では長原層序の表記にはrNGJを冠している。

2.本書における遺構名の表記には、建物はSB、柱穴および小穴はSP、土墳はSK、溝はSD、堤防および土手や畦畔

はSR、その他のものはSXをそれぞれ冠している。遺構番号は溝群など例外を除いて3桁の数字で表し、最初の数

字は原則として遺構の属する現場層序の地層番号を付している。一例を挙げれば、第7層層準の溝はrSD700Jと

なる。また自然、流路はNRで表記している。

3.遺物には本書での通し番号を付している。ただし、石器遺物については遺物取上げ時の各個体に付された登録番号

(R番号)を使用している。

4.水準点はT.P.値(東京湾平均海面値)を用い、本文中で、はrTP:!:OmJと記した。また、座標値は「世界測地系」に基

づく 。

5 本書で用いた地層の土色は[小山正忠・竹原秀雄1996Jの新版標準土色帖に従った。

6.本書で用いた土器編年と器種名については次の文献に拠った。本文中では煩雑を避けるため、これら引用文献をそ

の都度提示することは割愛している。飛鳥・奈良時代の土器:[古代の土器研究会1992J、平安時代の土器 :[佐藤

隆1992J、[尾上実ほか1995J。
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原色図版目次

NG02-9次調査(1 ) 

上 :NG02-9次調査出土の石器

下 :NG02-9次調査出土の平安時代の土器

2 NG02-9次調査(2) 

NG02-9次調査南壁(第9層以下)

3 NG02-9次調査(3) 

上 7区地震の痕跡(南壁)

中:乾痕(第14層上面)

下 :生痕(南壁第10・11層)

図 版目次

NG02-9次調査 地層断商

上:南壁断面 1(北から、 7区第6層)

中:南壁断面 2(北から、 7区第7層)

下 :南壁断面3(北から、 7区第9層以下)

2 NG02-9次調査 旧石器~縄文|時代の遺構面

上 :第15層検出状況(西から)

中:旧石器の調査(北から)

下 :石器出土状況(北東から)

3 NG02-9次調査平安時代の遺構(1)

上 :第3層上商会景(西から)

下 :第3層上面の遺構(南西から)

4 NG02-9次調査平安時代の遺構(2) 

上 :平安時代の建物SB301(南から)

下 :平安時代の建物SB302・303(南から)

5 NG02-9次調査平安時代の逃構(3) 

上:平安時代の水田SX301・40l(南西から)

下 :平安時代の水田SX302・402(南東から)

6 NG02-9次調査平安時代の遺構(4) 

上建物SB301の柱穴SP313(南から)

中・建物SB301の柱穴SP332(南から)

下:建物SB301の柱穴SP326(西から)

7 NG02-9次調査 平安時代の遺構(5) 

上 :建物SB301の柱穴SP311(南から)

中 :建物SB301の柱穴SP337(南から)

下 ・建物SB301の柱穴SP330(西から)

8 NG02-9次調査平安時代の遺構(6) 

上建物SB301の柱穴SP310(南から)

中.建物SB301の柱穴SP339(南から)

下 :建物SB301の柱穴SP33l(西から)

9 NG02-9次調査平安時代の遺構(7)

上:建物SB301の柱穴SP335(南から)

中・建物SB301の柱穴SP340(南から)

下 :建物SB301の柱穴SP333(西から)

10 NG02-9次調査平安時代の遺構(8) 

上 :建物SB302の柱穴SP353(北から)

中:建物SB302の柱穴SP354(北から)

-w-

下:建物SB302の柱穴SP355(北から)

11 NG02-9次調査平安時代の遺構(9) 

上 :建物SB302の柱穴SP358(北から)

中:建物SB302の柱穴SP360(北から)

下:建物SB302の柱穴SP356(:1じから)

12 NG02-9次調査 平安時代の遺構(10)

上:建物SB302の柱穴SP357(北から)

中:建物SB303の柱穴SP317(北から)

下 :建物SB303の柱穴SP344(北から)

13 NG02-9次調査平安時代の遺構(11)

上:建物SB303の柱穴SP319(南から)

中:建物SB303の柱穴SP343(北から)

下 :講SD307(南から)

14 NG02-9次調査 平安時代の層中造物出土状況

上:第3b層進物出土状況(1)(北から)

中:第3b層進物出土状況(2)(北から)

下:第3b層泣物出土状況(3)(:1ヒから)

15 NG02-9次調査 後期旧石器時代の造物

上 :NG02-9!:l:l土石器遺物(表面)

下 :NG02-9出土石器遺物(裏而)

16 後期旧石器時代の造物(参考資料1) 

17 後期旧石器時代の造物(参考資料2) 

18 NG02-9次調査平安時代の造物(1)

19 NG02-9次調査 平安時代の造物(2) 

20 NG02-9・06-2次調査 平安時代の遺物(3) 

21 NG06-2次調査地層断面

上:調査区東壁地層断面(南西から)

下 :調査区東壁NR401断面(西から)

22 NG06-2次調査飛鳥 鎌倉時代の遺構

上 :中央 トレンチ第6層上面検出状況(北から)

下 :第4bi層上面遺構検出状況(:1ヒ西から)

23 NG06-2次調査鎌倉 ・江戸時代の遺構

上:第4a層上国遺構検出状況(北から)

下:第2b層下面 第3b層上面遺構完掘状況(北か

ら)
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第 I章 長原遺跡東北地区の発掘調査

第 1節 調査の経緯と調査地の位置

1 )長原遺跡の位置

長原遺跡は大阪市平野区長吉長原・長原東・長原西 ・出戸 ・川辺 ・六反に所在する、後期旧石器時

代から近世にかけての複合遺跡である。1974年に行われた地下鉄谷町線延長工事に伴う試掘調査を

鳴矢として、長原遺跡調査会 ・大阪府教育委員会 ・財e団法人大阪文化財センター(現 ・財団法人大阪

府文化財センター)・財団法人大阪市文化財協会によって発掘調査が行われてお り、遺跡の範囲は東

西約2km、南北約2kmに及ぶ。現在、長原遺跡は8つの地区に区分され、それぞれ北 ・東北・東・ 東
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第 I章 長原遺跡、東北地区の発掘調査

南 ・中央・南・西 ・西南地区と呼称、している(図 1)。

本書で報告するNG02-9・06-2次調査は、大阪市営長吉六反住宅建設工事に先立って2002年

度と2006年度に行った2期の調査である。両調査地はともに大阪市平野区長吉六反1丁目に所在す

る近接した場所にあり、長原遺跡では東北地区に位置する。東北地区は北と東で八尾市と接し、八尾

市側には亀井 ・跡部・太子堂 ・老原 ・木の本 ・太田などの遺跡があるO 長原遺跡の中で東北地区は低

位段丘層以下が最も地中深くに埋没し、その上に沖積層が厚く堆積した地域であるが、今回報告する

2つの調査地付近は東北地区の中では低位段正層上面の標高が比較的高いところで、後期旧石器の出

土も見込まれる地点であった。

2 )既往の調査

長原遺跡東北地区の調査は、 1978 ~ 85年に飛行場幹線特殊マンホール建設および近畿自動車道松

原天理線建設工事に伴う調査が財団法人大阪文化財センターによって実施され、 「城山遺跡Jとして報

告された。その後、長原遺跡として、大阪市の下水管渠工事、電力管埋設工事などに伴い、 小規模な

調査が断続的に行われた。1995年度以降、現在に至るまで、長原遺跡東北地区対象に行われた長吉

東部地区土地区画整理事業施行に伴って財団法人大阪市文化財協会により発掘調査が継続して実施さ

れてきた(図2・表 1)。

以下におもな調査成果について概略を述べる。

1983年度は、都市計画道路敷津長吉線の北側50mに位置するNG83-1次調査を行った。この調

査では弥生時代前期のビッ ト群、弥生時代中期の住居とみられる方形遺構、古墳時代中期の柱穴を含

むピット群などが検出された。

1995年度は、都市計画道路長吉東部I号線予定地の北端部で調査を実施し(NG95-57次)、厚い

洪水堆積層で、埋まった古墳時代後期の敷葉工法によるとみられる土手状遺構や流路、飛鳥時代および

平安時代の掘立柱建物などを検出した。

1996年度は、前年度調査地の南側において総延長42mにわたる調査を実施した(NG96-9次)。

この調査では弥生時代後期から古墳時代初頭の水田、飛鳥時代の掘立柱建物などを検出した。また、

同年度には大正川の西側に沿う都市計画道路長吉東部3号線予定地でも、大阪市建設局長吉東部土地

区画整理事務所 ・大阪市教育委員会文化財保護課の立会いのもと、 2箇所の試掘調査を行った。その

結果、古墳時代後期の厚い洪水堆積層が確認されたため、j共7.10曹の下に存在する古墳時代以前の遺構 ・

遺物の調査を目的として、現地表下4mまでを調査することとなり、長吉東部2号線との交差点の北

側に当る部分でNG96-40・96-66次の2箇所の調査を行った。 これらの調査で弥生時代後期の水

田、古墳時代後期から飛鳥時代の掘立柱建物、平安時代の遺構群が検出された。

1997年度は都市計画道路長吉東部2号線予定地内のNG97-12・13・52次の3回の調査と、同長

吉東部3号線予定地内のNG97-43次調査、同敷津長吉線予定地内のNG97-56次調査がある。NG

97-12・52次調査地では、後期旧石器時代の石器製作社、縄文時代中期以前の流路、縄文時代中期

~弥生時代前期の溝 ・土壌、弥生時代中期の水田、弥生時代後期~古墳時代前期の土墳 ・ピッ ト、古

つム
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表 I 長原遺跡、東北地区におけるおもな調査(1)

調査 お も な 内
円骨今司

文 献

城IlJmh2 弥生時代前~中湖周櫛主主状遺構、古墳 大阪文化財センター1980

城Illmh3 弥生時代中期遺物、古ぜt時代大溝、奈良時代造物 大阪文化財センタ ー1980

城iJJB ・C区 弥生時代中期方形周溝墓、古墳、飛鳥時代自然流路 大阪文化財センター1986a

J成i1ID.E.F区 弥生時代中 後JtfJ集落、古墳時代中期水田 土砂{、飛鳥~平安時代溝、中世水田 大阪文化財センタ -1986b

城iJlG区 弥生時代土城株、飛鳥H寺代~中世水田 大阪文化財センター1986c

NGl 弥生時代中期構 土繍墓、古墳時代中期溝、飛鳥時代大i符 大阪市文化財協会1978

77年度試掘 奈良l時代講 大阪市教育委員会ほか1978

NG12 飛鳥時代わnlJ・流路 土器溜まり、 平安時代土綴 大阪市文化財協会1979a

NG16 弥生~古墳時代中J明治物、弥生時代溝、古墳時代前~中期構 ・井戸 大阪市文化財協会1979b

NG17 縄文時代l晩期・弥生 古噴時代後期造物 大阪市文化財協会1979c

NG80-1 TP+7.2mで奈良l時代溝、 TP+6.9mで砂層(NG8防) 大阪市文化財協会1981a.2006b

NG80-2 弥生 ・古墳時代造物 大阪市文化財協会1981b.2006b

NG23 弥生時代中期造物、 古墳 大阪市文化財協会1980.2006b

NG25 縄文11寺代l晩期 ー弥生時代中期遺物 大阪市文化財協会1980.2006b

NG83-1 弥生H寺代中期住居、古庁tI時代中期住居 大阪市文化財tis会1984a

NG83-5 TP+4.8mで砂磯層(NG8層) 大阪市文化財協会1984b.2006b

NG83-22 TP+7.6mて也奈良時代包含層 大阪市文化財協会1984c

NG83-43 TP+7.8mで砂層(NG5層) 大阪市文化財協会1984d

NG83-54 TP+8.1mで砂層(NG5l脅か) 大阪市文化財協会1984e

NG83-63 弥生時代中期集落、弥生時代後期土器棺墓 大阪市文化財協会1984f

NG83-65 弥生時代中期遺物、 古I賞時代中JtfJ土滅状遺構 大阪市文化財協会1984g'2006b

NG84-4 古墳時代中期溝 土境、飛鳥時代水田、古墳時代砂府なし 大阪市文化財協会1985a.2006b

NG84ー18 TP+8.2mて、泥t'l土層 大阪市文化財協会1985b.2006b

NG84-49 TP+7.3mで粗粒砂層(NG51¥'i) 大阪市文化財協会1985c'2006 b 

NG84-86 弥生時代後期~古墳時代中期遺物、庄内期井戸 建物、古墳時代中期土域 大阪市文化財協会1985d.2006b

NG85-17 縄文時代晩期造物 大阪市文化財協会1986・2006b

NG88-6 TP+7.8mで砂層(飛鳥時代初頭の須恵器が出土)、飛鳥時代包含層、 奈良l時代講 大阪市文化財協会1989.2006b

NG95-57 TP+8.2mで砂層(古I貫l時代後期中葉の須恵器が出土)、古墳時代後期柵、平安時代集落 大阪市文化財協会1998a

NG95ー77 TP+8.0mで砂層(古墳時代後期目IJ葉の須恵器が出土)、古噴時代後期柵 大阪市文化財協会1996b.2006b

NG96-9 弥生時代後JIIJ水問、 TP+8.2mで砂層、飛鳥 ・平安時代集務 大阪市文化財協会1999

NG96-40 TP+7.5-8.2mで砂層、飛鳥~平安時代i1Ii 大阪市文化財協会1999

NG96-66 弥生時代中期~庄内期遺物、TP+7.8mで砂層、古墳時代後期~奈良時代集落 大阪市文化財協会1999

墳時代中~後期の土手状遺構、掘立柱建物を含む飛鳥時代および平安時代の遺構群などが検出された。

特筆すべきは後期旧石器時代の石器製作祉で、 14，000点に及ぶ剥片と、約50点のナイフ形石器や削

器などの石器遺物が出土し、後期旧石器時代の石器製作技法を検討する上で重要な資料と して注目さ

れた。

1998年度は都市計画道路敷津長吉線予定地内のNG98-19・20次調査がある。両調査では古墳時

代中期の流路と盛土遺構を検出した。盛土遺構とその周辺から、祭杷に伴うと考えられる滑石製勾玉 ・

臼玉、土製勾玉や多量の土器が出土した。

1999年度は都市計画道路敷津長古線予定地内のNG99-19・41次の2箇所の調査がある。 NG99-

41次調査では縄文時代早期の土器集中部や縄文時代中期の土墳が見つかり、 NG99-19次調査では縄

文時代後期の炉跡と土器集積、古墳時代から弥生時代の水田、古代から近世にかけての水田や鋤溝群

などが見つかった。

2000年度には都市計画道路敷津長吉線予定地の東端でNGOO-6次調査を行った。東に隣接するNG

98-20次調査で、見つかっている古墳時代中期の盛土遺構と一連のものと考えられる盛土遺構のほか、

平安時代の流路が検出された。また、遺構には伴わないが、重弧文軒平瓦をはじめとする古代の瓦や

-4 -



表 l 長原遺跡東北地区におけるおもな調査(2) 

調査 お も な 内 円台角円 文 献

NG96-79 旧石f}~ ・ 純文l時代造物、弥生時代後期~庄内式期遺構、飛鳥 平安時代遺構 大阪市文化財協会1997

NG97-12 旧石器時代遺物集中部、純文時代遺物、古墳中WJI時代木製品、飛鳥l時代音量屋 ・掘立柱建物 大阪市文化財ta会2000a
NG97-13 古墳時代自然流路、平安時代ij/i 大阪市文化財tZL会2000a

NG97-41 純文時代l挽WJ-弥生11寺代前期流路、弥生時代中期溝、古墳時代水問、奈良~平安l時代遺構 大阪市文化財協会1998b

NG97-43 弥生時代後期構、古墳時代自然流路、飛鳥l時代総 土砂i 大阪市文化財協会2000a

NG97-52 旧石器 ー純文時代造物、古墳時代中期木製品、古噴|時代後期土手状遺構、飛鳥時代遺構 大阪市文化財協会2000a

NG97-56 縄文時代後期踏込み跡、平安時代土手状遺構 大阪市文化財協会2000a

NG98-19 古墳時代中JUJ土思状逃構土師器須恵器玉類製塩土器 大阪市文化財tbh会2001a

NG98-20 古墳時代中~後期流路、古1費時代中期土壇状遺構 竪穴建物、古代~中世耕地 大阪市文化財協会2001a

TS97-7 平安時代後期井戸、土機 八尾市文化財調査研究会2000a

TS98-8 奈良~平安l時代初期の小穴、中世井戸 八尾市文化財調査研究会2000b

NG99-15 純文時代石器集中部、弥生中~後期 古墳中期集落、飛鳥時代耕地 大阪市文化財協会2002b

NG99-19 縄文時代後期土滅、弥生~古墳時代前期水問、平安l時代~近世耕地 大阪市文化財協会2002a

NG99-41 後期旧石器l時代造物、縄文時代早~円IJ期住居社、古積1.幸代jlii期水l耳、平安時代I走路・土手 大阪Tli文化財協会2002a

NGOO-6 古墳時代 '1"月l~lt土泣櫛、古代溝、平安時代流路 大阪i/i文化財協会2003a

NGOO-30 奈良時代ピット、平安時代土携 流路 大阪市文化財協会2004a

NG01-14 古墳時代前期溝、古1賞時代中期水田 ー構群、飛鳥~奈良時代流路(盤面土器 獣骨出土) 大阪市文化財協会2004b

NG01-25 中世一水田 大阪市文化財協会2004a

NG02-1 弥生時代中期i集務、古Jtil時代畠状遺構、奈良時代流路 大阪市文化財協会2005a

NG02-4 古墳時代g土、中世水田 大阪市文化財協会2004a

NG02-5 縄文時代中~後期土器、弥生時代前~中期構 水田、古墳時代前期水田 大阪市文化財協会2005b

NG02-9 旧石器時代造物、 平安l時代集落 本書

NG03-5 弥生時代中WJ方形周溝墓、古墳時代中期ウマの埋葬、 古I賞i時代後期j梓群 大阪市文化財協会2008a

NG03-9 弥生時代後期溝、古墳時代中・後期流路、平安H寺代集落 大阪市文化財協会2006a

NG04-3 弥生時代土綴・溝、古墳時代溝、飛鳥時代溝、奈良時代iti崎、平安11寺代獄、中~近世水旧・烏晶 大阪市文化財協会2007

NG05-2 流路、中世耕作地 大阪市文化財協会2008b

NG05-3 古代流路、古噴l時代様、弥生時代盛土 ij/，' 大阪市文化財協会2008b

NG06-1 平安時代の耕作地 現在盤理中

NG06-2 飛鳥時代の流路、中世の耕作構 本書

NG06-3 古墳時代中期の竪穴建物 大阪市文化財協会2008a

NG06-4 弥生時代後期の竪穴建物とガラス玉 大阪市文化財協会2008a

和同開弥などの銅銭が出土した。

2001年度の都市計画道路敷津長吉線予定地内のNGOl-14次調査は、 古墳時代中期および平安時

代後期の水田と、古墳時代後期から奈良時代にかけての流路が検出された。奈良時代の流路からは人

面墨画土器 ・ミニチュア土器などの祭杷遺物や、ウシ ・ウマの骨が大量に出土した。とりわけ大量の

人面墨画土器は8世紀前半のもので、この祭杷形態の中では初期のものとして位置付けられる重要な

資料である。

2002年度には都市計画道路敷津長吉線予定地内のNG02-1次調査と、都市計画道路長吉東部2号

線予定地内のNG02-5次調査、そして本書で報告する大阪市営長吉六反住宅建設予定地内のNG02

-9次調査がある。NG02-1次調査では、弥生時代中期の住居跡・井戸、古墳時代の溝群、飛鳥 ・

奈良時代の流路などが見つかり、このうち飛鳥 ・奈良時代の流路からは人面墨画土器の破片や和同開

弥が出土した。 NGOl-14次調査地の奈良時代の流路と一連のものと考えられる。また、NG02-5 

次調査では弥生時代前期~中期初頭の水田と、古墳時代前期の水田がそれぞれ見つかった。とりわけ

弥生時代前期~中期初頭の水田は、長原遺跡東北地区の中ではもっとも古い時期の水田で、あり、付近

のNG97-52次調査地でも弥生時代中期の水田が検出されていることから、長原遺跡東北地区におけ

る初期の水田は、この地域一帯に拡がっている可能性がある。

5 



第I章 長原遺跡東北地区の発掘調査

2003年度は都市計画道路長吉東部2号線予定地内のNG03-9次調査と、都市計画道路敷津長吉線

の北側に隣接した位置にあるNG03-5次調査を行った。NG03-9次調査では、 NG97-13・43次

調査地で、見つかった古墳時代中・後期の流路の続きが検出された。そして流路埋没後の平安時代には

地下の伏流水に向けてここに井戸が設置されていた。NG03-5次調査では、弥生時代中期の方形周

溝墓2基、古墳時代中期の溝、古墳時代後期の溝群、飛鳥時代から奈良時代前半の流路などが検出さ

れた。中でも古墳時代中期の木棺墓からは人骨ではなくウマの歯が出土しており、ウマの埋葬として

注目された[辻美紀2005J。

2004年度は敷津長吉線予定地内のNG02-1の北隣でNG04-3次調査を行った。この調査では、

弥生時代の溝や土墳、古墳時代の耕作溝、奈良時代の流路を検出した。おもな遺物には奈良時代の流

路から出土した人面墨画土器や「十五束」と書かれた木簡などがあり、律令期の農村の様相をうかがし当

知る上での重要な資料となった。

2005年度には、本書で報告するNG02-9次調査地の北約70mの地点で、行ったNGO5-2次調査で、

自然流路と中世の耕作地を検出した。

2006年度は、本書で報告するNG06-2次調査地から北へ約100mの地点で、 NG06-1次調査を

行い、中世の水田や人や偶蹄目の足跡、古墳時代の遺物、古代以前の地震痕跡なとマが見つかった。ま

た、長吉出戸南市営住宅建設予定地内の2つの調査(NG06-3・4次)を行ない、 NG06-4次調査

で弥生時代後期の焼失住居やガラス玉を検出した。焼失した住居は当時の生活の様相をそのまま再現

してくれる貴重な資料である。 また、 NG06-3次調査で古墳時代中期の竪穴建物や溝なと守が見つかっ

た。この竪穴建物からは渡来人の影響をうかがわせる土器なども出土した。

これらの調査は、現地説明会や大阪歴史博物館の発掘速報展などの展覧会、各種講演会、財団法人

大阪市文化財協会編集・発行の『大阪市文化財情報葦火』などで、時宜、調査成果を公表している。

また現在整理中のものを除き、表 Iのとおり各調査の報告書を刊行して調査成果を公表している。

(松本)
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発掘調査の経過と概要第2節

今回報告する調査は、大阪市営長吉六反住宅建設予定地で行った近接した位置にあるNG02-9次

とNG06-2次の2調査である。以下にそれぞ、れの調査の経過と概要を記す(図3、表2)。

1)NG02-9次調査

調査地一帯は沖積地に位置しており非常に軟弱な地盤であるうえ、河川の厚い堆積層の下、現地表

遺跡の全貌を調査するためには、から約8m下あたりに旧石器時代の地面が見つかる可能性もあり、

シートパイルによる土留め工事を行って安全を確保する必要があった。工事車輔の通行や作業のため

の十分な空間を確保した上で、東西約64m、南北約12mの調査区を設定し、準備工を2003年3月10

日から開始した。

準備工が完了した4月18日から重機掘削を開始した。現地表下約2.0mの近世までの地層を除去し

担当者

杉本厚典、松本啓子

小田木富慈美

今回報告する発掘調査の期間・面積など

調査期間

2002年12月16日-2003年8月29日

2007年1月9日-2007年3月23日

表2

調査地番

平野区長吉六反 1丁目
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第 I章 長原遺跡東北地区の発掘調査

たのち、人力により第3層上面の平安時代前半の建物や耕作溝、水田といった遺構の調査を開始した。

6月5日と同月10日に基準点測量を実施し、 6月11日に検出遺構の写真測量を行った。第5層上面

までの調査を完了したのち、 6月21日から切梁を架設する土留め支保工事を行い、同月25日から第

5層以下の約3.8mにも及ぶ水成層を重機により除去した。この問、壁面の保全などの安全に配慮し

つつ慎重に作業を行い、断面の観察と遺物を確認しながら順次掘下げた。

途中、第 9 層まで掘下げた時点の 7 月 14 ~ 16 日に再度切梁を入れて土留めを補強し、第 9 層以下

の地層を 3箇所で試掘して、陸化した古土壌である第12層から第14層までのおおよその拡がりを確

認した。結果、調査区の西半三分のーは各層とも東側に比べ、標高が高くなるとともに層厚が薄くな

り、遺構 ・遺物の出土が見込めないことが判明した。そこで調査区東半三分のこに調査範囲を絞って、

遺構 ・遺物の全容の把握に努めた。東端の試掘トレンチの第14層上面付近で石器遺物が検出されたた

め、碁盤目上に調査区を区切って地層を確認しつつ、石器遺物の検出を行った。7月31日にはこの面

の写真測量を行った。また、年代についての情報を得るため、火山灰分析用試料を各層から採取して

分析した(18頁の図7)。

8月4日に現地での調査を終えた後、引き続き埋戻し作業に入り、 8月29日には機材撤去など、

すべての作業を終了した。

(松本)

2)NG06-2次調査

調査地においては、市営住宅の建替工事に先立ち行われた試掘調査で、近世以前の地層の残存状況

が良好であったため本調査が実施されることとなった。南西の敷地で行われたNG02-9次調査では、

平安時代の居住地が確認されたほか、平安神宮火山灰層よりも下位で石器遺物が発見されているO 今

回の調査でも同様に平安時代の集落の検出が期待された。

調査は2007年 l月9日に開始した。まず、現代盛土および現代作土を重機によって掘削し、近世

の作土層以下は現地表下2.0mまでを人力で掘削した。各遺構面では平安~江戸時代の作土と耕作に

伴う溝や畦畔、平安時代の自然流路などが検出され、陶磁器や土器類が出土した。これら調査区全域

を対象とした面的な調査の後に、調査区の中央にトレンチを設定し、その内部で、現地表下2.5mまで

面的な調査を行った。この結果、下位に飛鳥時代の自然流路が存在することが判明した。湧水のため

これより下位は、 トレンチの南西部で、現地表下3.2mまでを坪掘りによ って確認した。その問、適宜

写真撮影と記録作業を行い、 1月30日に基準点測量を、 2月22日に写真測量を行った。

発掘調査に関する基本的な作業は3月14日に終了した。その後は埋戻しを行い、 3月23日に現地

での作業をすべて終了した。

(小田木)

口
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第E章 NG02-9次調査の結果

第 1節基本層序

1 )層序の概要

調査地の現地表は西端でTP+IO.Om、東端で'TP十9.3mで、あった。平面調査は以下に述べる近世

の地層である第2層を除去した第3層上面から開始し、順次、遺構面を精査して人力により掘下げた。

なお、第5層以下、第11層までの河川による厚い堆積層は、遺構が検出される可能性が薄いことから、

遺物の有無を確認しつつ、重機によって掘下げた。 このため、第 O~2 層および第 5~ 1l層の記述は

壁面観察をもとにしている O

2 )各層の特徴(図 4~ 7 、 表 3 ・ 4 、 原色図版 2 .図版 1) 

第O層 :コンクリートや砕石を含む現代の盛土層で、層厚は200cmほどである。

第l層:暗オリーブ色砂 ・際混り粘土質シルトからなる現代作土層で、層厚は 5~25cmで、ある O

第2層 :調査区全域に分布する近世の作土層である。大きくは3層に区分できる。第2a層は調査地

全体に拡がる灰オリーブ色砂 ・蝶混りシルトからなり、最大層厚は20cmで、ある。第2b層は第2c層の

周囲に堆積する作土層で、数回の積み直しが認められる。オリーブ褐~黄褐色の砂混り粘土質シルト

を主体とする地層で、マンガンや酸化鉄の斑文が多く認められる。最大層厚は40cmある。第2c層は

調査区東半で見られた島畠状の盛土である。オリーブ褐色砂混り粘土質シルトからなり、マンガン斑

紋が顕著に見られた。層厚は55cm以下であるO 第2b.2c層から近世磁器243が出土した。長原遺跡東

北地区の基本層序のRK2層と、長原遺跡標準層序のNG2層に対比される地層である。

第3層 :平安時代前半の地層であるO 調査区の南東端・南西端に分布する水田作土の第3a層と、ほ

ぼ中央に分布する盛土層の第3b層、両者を区切る土手状に盛った第3c層の3層に細分される。 下位

の第4層が調査区北半部で、数lOcm高くなっていて、直上には第2b層が堆積しているので、調査区北

半部には第3層は分布しない。

第3a層は水田の作土層で、調査区の東端と西端に分布する。しかし、両者が直接繋がるところはな

いので、第3ae層と第3aw層に区分した。東側の第3ae層が灰オリーブ色砂混り粘土質シルトからな

り、西側の第3aw層が灰オリーブ色砂混り粘土質シルトからなる。層中に多くの酸化鉄とマンガンの

斑紋が見られた。最大層厚は第3ae層が30cm、第3aw層が40cmで、ある。本層は第3b層の遺構と同時に

機能したものである O

第3b層は灰オリーブ色砂混り粘土質シルトが主体の盛土層およびこれを耕起した作土層であるO 本

層の上面で柱穴や土墳 ・水田・畠などの遺構を検出した。第3a層の範囲を除く調査区全域に分布する
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表3 西壁断面(図4)の岩相

オリーブ灰色(lOY4/2)砂際混り粘土質シルト[第l層]
2・H音オリーブ色(5Y4/3)粘土混り 砂質シルト [第2a層]
3 灰オ リーブ色(7.5Y4/2)シルト混り 砂磯~砂磯混りシルト
(マンガン斑紋少し)[第2b層]
灰オリープ色(7.5Y5/2)砂混りシlレト質粘土[第2b層]
5 灰オリーブ色(7.5Y5/2)砂滋り粘土質シルト
(マンガン斑紋あ り)[第2c層]
6 :灰オ リーブ色(7.5Y5/2)砂iJもり粘土質シルト
(マンガン斑紋多い)[第3aw層]
7 灰オ リープ色(7.5Y5/2ll(!;混りシル ト質粘土
(鉄分多い)[第4aw層]
8 : 11音オリ ーブ灰色(5GY4/1)極細粒砂混り粘土
(鉄分多い)[第4cw層]
9 灰オリ ープ色(7.5Y4/2)極細粒砂混り 粘土質シル ト
(鉄分 マンガン斑紋あり)[第4di層]
10: 11音緑灰色(lOGY4/1)砂混りシルト質粘土
(鉄分を含む)[第4dii居]
11: I暗緑灰色(lOGY4/1)砂混りシルト質粘土(鉄分を含む)[第5屑]
12 : 11音緑灰色(JOGY3/])ンル卜 ~粘土質ンルト[第5層]
13 暗緑灰色(5GY4/J)粘土混りシルト [第5層]
14 : I惰緑灰色(7.5GY4/J)制11粒砂混りシルト質粘土[第5層]
15 :暗緑灰色(7.5GY4/1)粗~極細粒砂[第5層]
16 : u音繰灰色(5GY4/J)粘土とオリープ灰色(JOY5/2)粗~細粒砂
の互層[第5層]
17: I渚緑灰色(7.5GY4/J)シルト混り細粒砂[第6/，言]
18 灰白色(JOY7/2)シルト [第6層]
19 オリープ灰色(5GY5/1))粗粒~細粒砂[第6層]
20: I暗緑灰色(7.5GY4/1)中粒砂(生痕?) 
21 :オリープ黒色(7.5Y3/2)炭混り粘土質シルト [第6層]

22 :オリープ黒色(5Y3/2)シルト質粘土(木質が多い)[第6層]
23 :オリープ黒色(7.5Y3/2)粘土[第6照]
24 : オ リ ーブ里色 ( 7 .5Y3/2 ) 砂ー t~í土混り シ ル卜 (木質が多い)
[第6層]
25 : 11音オリ ーブ灰色(5GY4/])シルト質粘土[第6層]
26 : 1Ilj'オ 1)一ブ灰色(2.5GY4/J)砂際視り 粘土質シルト
(炭を含む)[第6層]
27 :灰色(7.5Y4/J)砂混り粘土(炭を含む)[第 7層]
28 :暗緑灰色(7.5GY4/1)砂混りシルト 質粘土[第7層]
29 : 11音オリープ灰色(2.5GY3/J)砂 シlレト混り 粘土(炭を含む)
[第7昭]
30 灰色(JOY4/1)粘土(水平摩擦による粘土)
31 :オリーブ皇色(JOY3/J)粘土[第7層]
32 :暗緑灰色(lOGY4/J)砂混りシル ト質粘土[第 7層1
33 暗縁灰色(lOGY4/1)粘土浪りシル ト[第7府]
34 緑灰色(7.5GY5/J)シルト混り 中~極刑11粒砂[第7層]
35 : 11音緑灰色(JOGY4/])粘土混りシルト [第7昭]
36 緑灰色(7.5GY5/j)、灰オリーブ色(7.5Y5/3)粘土混り砂磯
[第7層]
37 :緑灰色(7.5GY5/1)シルト 質粘土[第7層]
38 :オリーブ灰色(5GY5/1)細粒砂混り粘土[第 7層]
39 :灰色(JOY4/1)シルト混り粘土[第7層]
40 :オリープ黒色(5Y3/l)シル ト質粘よ[第7局]
41 :黒色(7.5Y2/j)粘土(炭粒が多く入る)[第8層]
42 :オリープ黒色(5Y3/1)シルト質粘土[第8層]
43 :灰色(5Y4/j)シルト混り粘土[第8層]
44: 11音緑灰色(7.5GY4/1)調n粒砂混りシル ト[第8層]
45 : 11音緑灰色(JOGY4/1)シル ト質粘土[第8層]
46 黒色(5Y2/1)シルト質粘土[第9層]

地層である。耕起された作土層は随分こなれている。この状況は畠の畝聞が密集する中央部において

顕著であった。第3b層下面の畝聞は第4層上面を削込んでいる。第3b層の最大層厚は30cmで、あるが、

本層上面で検出した柱穴の残存状況からみて、本来、本層は30cm以上あったはずである。したがって

本層上面の生活面はすでに失われていることになる。

第3c層は東西それぞれの第3a層の外側にある廉土層である。東側の第3ae層周辺の盛土が第3ce層

で、にぶい黄褐色砂混り粘土を主体とする最大層厚20c01の盛土で、ある。土手あるいは畦のような状態

で南北方向に残るが、調査区中央あたりから北側は薄くなっていた。また、西側の第3aw層周辺の盛

土が第3cw層で、灰オリーブ色シル ト混り粘土が主体の盛土である。最大層厚は30cmで、やはり北に

向って薄くなっており、西壁で、は第3cw層は見られなかった。

平安時代前半の遺物が第3層各層から出土しているので、第3層は長原遺跡東北地区の基本層序の

RK4C層と、長原遺跡、標準層序のNG4C層に対比される地層である。

第4層 :作土層および、水成層である。第3a層と同様に南東部と南西部に分布する水田作土の第4a

層、ほほ中央に分布する盛土の第4b層、水田の周囲を土手状に盛った第4c層、そしてこれらの下に、

第4b. 4c層の母材となった河成層の第4d層がある。第4d層上面の標高は、北半部は総じて高く TP十

8.3m、南半部は南西端と南東端でもっとも低く、 TP+7.8m、中央部でTP+8.1mで、ある。北半部

は第4d層の直上に第2層が堆積している。

第4a層も第3a層と同様に水田の作土層で、調査区東西両端に分かれて分布する。東端の第4ae層と

西端の第4aw層に区分した。第4ae層はオリーブ褐色砂混り粘土層で、最大層厚は35cmで、ある。第4aw

層は灰オ リーブ色砂・牒混り粘土層で、最大層厚は20cmで、ある。

第4b層は調査区中央部の灰オリ ーブ色砂混り粘土質シルトを主体とした盛土層で、第3b層同様に

畠の作土になっている。最大層厚は20cmあるが、上位の第3b層堆積時に削られ、失われているとこ
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図5 南壁断面図(1)

ろもある。本第4b層の畝聞が見つかった。本層は下面に畝聞を伴っていた。

第4c層は第3c層と同様に水田に伴う盛土で、調査区南東部と南西部に分布する。黄褐色砂混りシル

ト質粘土の第4ce層と、灰オリーブ色砂 ・磯混りシルトの第4cw層に分かれる。ともにマンガンや酸

化鉄の斑紋が見られた。最大層厚は第4ce層が10cm、第4cw層が20cmで、あった。第4c層はどちらも北

に向って薄くなり 、調査区北部では見られない。しかし、第4cw層が西壁中央に厚さ 5~ 10cm、幅約

1.8mにわたって残っており、第4aw層の周囲に分布したことがわかる。また、 第4ce層も上位水田作

土の第3ae層除去後の底面に、帯状にマンガンと酸化鉄の沈着部分(図11)があり、盛土(第4ce層)の

痕跡と考えた。

第4d層は調査区全域で見られた水成の粘土層で、上部と下部に区分できる。
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第4d層は上面からo~ 20cmの聞に 、 灰オ リ ーブ色極細粒砂混りシル ト 質粘土の人為的な撹乱を受

けている部分がある(第4di層)。第4di層の下は暗緑灰色砂混りシルト質粘土の水成層(第4dii層)であ

る。調査区北半部と南半部の中央で下位の第5層が盛り上がっているため、第4d層の層厚は調査区内

でかなりのばらつきがある。北西部がもっとも厚く、 55cmある。また、もっとも薄いところは調査区

南半部中央で、もともと第4d層が薄い上に第4b層段階の耕作によって削られているため、層厚5cm 

ほどの第4dii層しか残っていなかった。

第4dii層から奈良~平安時代の遺物が出土し、これ以外の第4層から平安時代前半の遺物が出土し
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第 l節基本層序

たので、第4層は長原遺跡東北地区の基本層序のRK4C層と、長原遺跡標準層序のNG4C層に対比で

きる。

第5層 :本層以下第11層までの聞は水成層である。

第5層は暗緑灰色砂混り粘土質シルトが主体の流路充てん堆積層で、層厚5~ 10cm程度の細粒~粗

粒砂層が数層挟まり、斜交ラミナが顕著に観察された。本層は粗粒~細粒砂を多く含んで下位の第6

層をおおよそ南北方向に大きく侵食している。この部分は南壁で幅約 5m、西壁では斜交して、 8.5

m 以上の幅で、ある。第5層の層厚は第6層を侵食している南壁中央が最大で、170cmある O 侵食され

た箇所以外では層厚は最大110cmあるが、調査区の西端と東端に向って本層は徐々に薄くなり、東端

で、は層厚約20cmに、また西端では層厚 5cm未満になる。

本層から平安時代初頭の遺物が出土した。須恵器蓋79と土師器皿78、砥石80を図示した。本層は

長原遺跡東北地区の基本層序のRK4C層と、長原遺跡の標準層序のNG4C層に対比できる。

第6層 :本層も第5層と同様の河川による堆積層で、最大層厚は160cmある。本層の上部と下部で

は岩相がやや異なっており、上部を第6a層、下部を第6b層とした。

第6a層は最大層厚llOcmほどになる、オリーブ灰色の粗粒~細粒砂が混る暗オリーブ灰色極細粒砂

混り粘土質シルトが主体の地層で、西端ではシルトよりも粗粒~細粒砂が主体の地層となる。調査区

東端の砂層から奈良時代の須恵器鉢77が出土した。

第6a層は奈良~平安時代初頭の地層で、長原遺跡東北地区の基本層序のRK4C~ 5層と長原遺跡の

標準層序のNG4C ~ 5層に対比できるO

第6b層は3層に分かれる湿地性堆積層であるO 上部は層厚20cmのオリーブ黒色シルト質粘土層(第

6bi層)で、その下に木質や炭が多く混るオリーブ黒色の均質な粘土(第6bii層)が堆積する。最大層厚

は35cmある。第6b層最下部は灰白色粗粒~細粒砂・シル ト層(第6biii層)で、最大層厚は90cmで、ある。

第6bii層の木質はほとんどが葦などの植物遺体である。第6b層から遺物が出土していないので断定は

できないが、周辺の調査の層相や標高などの比較により、第6b層は長原遺跡東北地区の基本層序のRK

5~9 層のいずれか、そして長原標準層序NG5 ~ 8層のうちのいずれかの地層である。

第7層 :ほぼ水平に堆積した湿地性堆積層で、層厚は110cmある。大きくは第7a層と第7b層の2つ

に分かれる。両層とも出土遺物はないので断定できないが、岩相や近隣調査の類似地層の標高などか

ら、長原遺跡東北地区の基本層序のRK5~ 9層 ・長原標準層序NG5~ 8 層のそれぞれいずれかの地

層である。

第7a層は、上半部の層厚70cmの聞に堆積する粘土・シルトを主体とする地層で、暗色化した粘土

と暗オリーブ色の粘土質シルト~シルト質粘土の互層になっているO この中に4条の暗色化した粘土

層があるO このうち、 最上部の暗色帯である第7ai層は西半部で観察された。オ リーブ黒色砂 ・粘土

混りシル ト層で、植物遺体が多く入る。その下の3条の暗色帯(第7aiii. 7av . 7avii層)はいずれも

均質な粘土層である。このうち、 第7av層のオリーブ黒色粘土層には、厚さ 4cm未満の灰色に変色す

る帯がある。この帯は南壁西端約10mの間と西壁で顕著に観察された。水平ずれ断層により横すべり

した断層面から腐植が溶脱してできた暗色帯である。地震により生じたものである。
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第H章 NG02-9次調査の結果

第7b層は、第7層下半部の40cmほどの聞に堆積した地層で、2層に区分できる。オリーブ黒色シ

ルト質粘土の第7bii層の上に、第7bi層の暗オ リーブ灰色シルト~粗粒砂が堆積する。第7bii層の下部

は下位の第8層の黒色粘土を巻上げている状況が観察された。このため、本来は第7bi層に近い色調

であったのが暗色化したものである O

第8層:層厚80cmの暗緑灰~灰色粘土またはシルト質粘土の湿地性堆積層で、生痕が層中のところ

どころに見られる。生痕は大きいもので、径1.0cm、長さ6.0cmの、細長い鉛直方向の灰色粘土として

観察された。最上部の層厚10cmほどの聞は、暗色化して黒色粘土となるO 出土遺物はないが、周辺の

調査の岩相や近隣調査の類似地層の標高等の比較により、第8層は長原遺跡東北地区の基本層序のRK

5 ~ 9 層と、長原標準層序NG5 ~ 8層のそれぞれいずれかの地層である。

第9層:均質な黒~オリーブ黒色シル ト質粘土の湿地性堆積層である。最大層厚は25cmあるO 出土

遺物はないが、岩相や近隣調査の類似地層の標高からみて、長原遺跡東北地区の基本層序のRK10層

と、長原遺跡標準層序のNG9層に対比される地層である。

第10層 :調査区東半で、最大層厚60cmの湿地性堆積層である。上部の第10a層は灰色細粒砂混りシル

ト質粘土層で、層厚は最大35cmある。第8層で見られたような生痕があった。下部の第10c層は層厚

最大30cmの暗緑灰色シルト混り細粒砂層で、これと第10a層との聞には最大層厚20cmの暗オリーブ灰

色細粒砂混り粘土質シルトの第10b層が挟在する。第10層は西へ側方変化して薄くなり、西端では層

厚10cmのオリーブ黒色粘土混りシル ト~極細粒砂となる。出土遺物はないが、岩相や近隣調査の類似

地層の標高からみて、長原遺跡東北地区の基本層序のRK11層と、長原標準層序のNG10・11層に対

比される地層である。

第11層 :調査区東半で観察された湿地性堆積層である。上から第11a層、第11b層、第11c層の3

層に分けられる。第11a層は層厚20cmの暗緑灰色細粒砂混り シルト層、第11b層は層厚30cmの緑灰色

細粒砂~シルト層、第11c層は層厚20cmの暗オリーブ灰色砂混りシルト質粘土層である。第11c層の

下半部で、下位の第12層の黒色粘土が巻上がっている状況が観察された。第11c層がやや暗色化して

見えるのはこのためと考えられる O 東端から約 5mの地点で、第11b層と第11c層の境目から第11層

と第12層の境界にかけて灰白色粘土の帯が見られた。地震による地層の水平方向のず、れと考えられる。

出土遺物はないが、 岩相や近隣調査の類似地層の標高からみて、第11層は第10層と同様に長原遺跡

東北地区の基本層序のRK11層と、長原標準層序のNG10・11層に対比される地層である。

第12層 :暗色化した地層で、古土壌である。本層以下に遺構 ・遺物が検出される可能性を探るため

に、試掘を行ったところ、調査区の東部で古土壌が確認できたため、平面的な調査は古土壌の分布範

囲を重点的に行った。また、本層以下、第15層までの間で火山灰分析を行い、時期の定点を探った(図

7)。なお、火山灰分析については、第W章第 l節で詳しく述べる。

第12a層は黒色極細粒砂混りシル ト質粘土~粘土質シル ト層で、有機物を多く含む暗色帯である。

調査区中央の本層中にも第7a層と同様の灰白色に変色した水平方向の帯が顕著に観察された。地震の

影響である。この粘土の帯は特に西半で顕著に観察され、下位の第12c層や第13層に及んで、いる。第

12a層の層厚は 5~ 10cmほどであるが、粘土の薄層が顕著に観察される。中央部から西半にかけては、
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表

一 主な遺物 l時}剖

40 I灰オリ ープ色(7.5Y5/2)砂混り粘土質シルト

30 I灰オリ ーブ色(7.5Y4/2)砂混り粘土質ンルト

20 IにJ弘、前褐色(]OYR4/3)砂混り粘土

30 I灰オリ ープ色(5Y5/2)シル卜混り粘土

35 Iオリ ープ褐色(2.5Y4/2)砂混り粘土

20 I灰オリープ色(7.5Y4/2)砂磯混り粘土

20 I灰オリープ色(5Y4/2)砂混り粘土質シルト

10 I黄褐色(JOYR5/S)砂混りンル ト質粘土

NG4C府

NG4C層

NG4C層

NG4C府

NG4C層

NG4C層

NG4C層

NG4C層

NG4C層

第8層

間~

12c 
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第E章 NG02-9次調査の結果

この粘土も含めて層厚が厚くなる(約20cm)ところや、第12a層がたわんで見えるところがある。これ

は、堆積時の状況だけでなく、灰白色粘土の帯が生じたのと同様に、地震など、水平方向の力の影響

もあったものと考えられる。岩相や近隣調査の類似地層の標高と、火山灰分析の結果からみて、第12a

層は長原遺跡東北地区基本層序のRK12層A.Bと、長原標準層序のNG12層A.Bに対比される地

層である。

第12b層はオリーブ黒色砂 .1喋混り粘土層である。最大層厚は20cmで、中央~西半が厚く、東半は

薄くなっている。中央部の本層の厚い部分と下位にある第13b層との境界付近に地震の影響による灰

白色粘土の帯が観察された。しかし、この部分を除くと、下位層との境界線はあまり明瞭ではなく、

現地調査時点では、岩相や近隣調査の類似地層の標高から、長原遺跡東北地区基本層序のRK12C ~

13層と、長原標準層序のNG 1 2C ~13層の上部を含む地層と考えた。火山灰分析の結果から、第12b

層の上半はNG12B.C層 ~NG 13A層に、 下半はNG 13B層 に対比できることが判明した。 また、第

12b層以下の地層でも生痕が見られた。最大のもので、径12cm、長さ35cmあり、細長い棒状または模状

に灰褐色砂混り粘土が充填していた。

第12c層は灰オ リーブ色砂混り粘土質シル トで、調査区西半のみで見られた。層厚は西端で'20cmで、

あるが、中央部で、は40cmの厚さとなるところがある。この厚くなった第12c層付近で、は、第13層との

境界に地震によって生じた水平方向の灰

-・ 試料採取1立世
績の数字と
アルファベ y卜は

試料名を示す

※V 1地点 V 2地点ともに
図5に位置を示す

Vl地点、

4.2m 

第15層

E 

第9層

第10層

02Ocm  

1 : 10 

W 

1・・

25・・
26・・

V2地点

図7 火山灰分析用試料採取位置

18 -

3目6m

304m 

白色粘土の帯が観察された。

第12c層は岩相や近隣調査の類似地層

の標高、火山灰分析の結果から、長原遺

跡東北地区基本層序のRK13B ~13C層

と、長原標準層序のNG 1 3B~ 13C層に対

比される。

第13層 :本層では上面からの乾痕が見

られた。本層は3層に細分される。下位

の第14層との境界付近以下から石器遺物

が出土した。調査時点では、標高や岩相

から長原遺跡東北地区基本層序のRK13

~ 1 4層と、長原標準層序のNG 13 ~ 1 4層

に対比できると考えた。

第13a層は灰オリーブ色極細粒砂混り

粘土質シルト層で、層厚は15cm程で、ある

が、中央部で、は45cmの厚さとなるところ

がある。木の根の影響である。火山灰分

析の結果、第13a層は長原遺跡東北地区

基本層序のRK13B~ 13C層 と、長原標準



第 l節 基本l吾序

層序のNG13B ~13C層に対比される。

第13b層は暗灰黄色極細粒砂混りシルト層で、層厚は25cmで、ある。東半から中央部にかけては第13c

層がなく 、第13b層は第14層の直上に堆積している。第14層との境界付近で石器遺物が出土した。火

山灰分析の結果、 第 1 3b層は長原遺跡東北地区の基本層序のRK13 ~ 1 4層と、長原標準層序のNG 1 3

~ 14層に対比される 。

第13c層は西半のみに堆積する明オリーブ灰色細粒~粗粒砂層で、層厚は30cm以上ある。

第14層:固く締まった淡黄色砂混り粘土質シルト層で、北半部では粘土混りの細粒~粗粒砂になる

(図5・6、トレンチA・B. C)。南半部における淡黄色砂混り粘土質シルトの分布範囲は、調査区

の西から三分のこの範囲で、西部では粘土混りの細粒~粗粒砂になる 。 本層上面の標高はTP +3.2 ~

3.8mで、北西に向って高くなる。本層上面で乾痕や木の根の痕跡などが見られ、上面は陸化している。

木層は石器遺物がもっとも多く出土した地層で、観察できた範囲で、の層厚は最大35cmで、ある。石器遺

物が出土したのは調査区中央からやや東に寄ったところの南壁際で、南北約2.5m、東西約2.0mの範

囲で(図6)、本層の粘土質シル トが約 5cmの厚さで堆積していた。この範囲とその周辺の上面の標高

はTP+3.45mで、ほぼ平坦であった。岩相や近隣調査の類似地層の標高、火山灰分析の結果から、

本層は長原遺跡東北地区基本層序のRK14層と、長原標準層序のNG14層に対比される地層である。

第15層 :長原遺跡東北地区基本層序のRK15層と、長原標準層序のNG15層に対比される低位段丘

構成層の下部で、本層から出土した遺物はない。調査区の東端から2/3までの範囲で本層と上位の第

14層との境界を検出したが、本層の下部については安全のため掘削していない。そこで西壁際から約

17mの地点の南壁際を重機で、深掘り して下の状況を探った(図 5・6のトレンチD)。 トレンチD地点

で本層上面の標高はTP+3.5mで、そこから下へ160cm以上続く 。西へ向って本層は徐々に高くなっ

ていて、調査区東端はTP+3.0mで、ある。

本層上部の第15a層は上部に向って細粒化しており、上面から約50cmの聞は明緑灰色砂 ・喋混り粘

土~シルトのよく締まった固い地層(第15ai層)で、その下の約80cmは淡緑灰色極細粒~細粒砂層であ

る。第15a層上面で、乾痕が見られた。第15b層は灰色細粒~中粒砂で、少なくとも 2回の上方への細

粒化が認められた。
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第2節遺構と出土遺物

1 )旧石器~縄文時代の遺物

NG02-9次調査では石器遺物が出土した。第12層上面から下の地層を 3地点で試掘した際(図6)、

東端のトレンチAの第13層と第14層の境界でサヌカイト剥片02AE646が出土した。ついで南壁際に

側溝を入れたところ、中央よりやや東に寄った地点の同様の層準でサヌカイト剥片02AE647が出土し

た 。 前項の層序のところでも述べたように、第12~14層は西に向って薄くなり、遺構や遺物の出土

が見込めないことから、調査範囲を東端から三分のこの間に限定し、碁盤日状に 1m四方のグリッド

を設定して、地層を確認しながら、市松模様にグリッドを少しずつ掘下げて、石器遺物と遺構の検出

に努めた(図6・8)。 結果、遺構は検出されなかったものの、側溝出土の02AE647を含め、 11点の
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第2節遺構と出土遺物

剥片と石核 l点が出土した。

また、各グリッドの掘削土は、すべて層準を記録した袋に詰めて持ち帰り、後日簡に掛けて洗浄し、

遺物の有無を再度調べた。その結果、サヌカイトを石材とする石器遺物91点(89点の剥片と石搬2点)

が見つかった。

i )石器遺物の出土状況(図6・8. 9、原色図版2.図版2) 

大半の石器遺物は、調査区の中央よりやや東寄りの南壁際の東西約1.6m、南北約2.5mの範囲(図

7 のシ罰 H ~ J 、サ ー1. Jの5グリッド)からの出土である。図9にこの範囲の石器遺物の平面分

布垂直分布を示した。02AE655は第13b層、他は第14層以下から出土している。02AE654・656・

657・659は第15層の高さに分布するが、乾痕に落込むなど、原位置を動いているものである。

また、北東のトレンチAの02AE646以外に、 東端側溝でサヌカイト剥片02AE670が見つかった。

このほか、持ち帰った掘削土の中から見つかった石器遺物は石鍛02AE1070・1475と他はすべて微細

な剥片であった。これら石器遺物の分布は、図8の網掛け部分で示した。大半のものは第14層からの

出土であるが、 一部のものは第14層との境界付近の第15層から出土した。

i i)石器遺物(図10、原色図版 1・図版15)

調査区の西側では、剥片8点と石核l点で構成される石器遺物の集中が認められた。出土した地層

は第13層と平安神宮火山灰(AT:姶良Tn火山灰)降灰層準の下位に当る第14層で、大半が第14層か

ら出土していることから、これらの石器遺物は姶良Tn*llJ灰の降灰以前で、後期l旧石器時代前半に属

するものとみられる。石材はすべてサヌカイトである。

剥片(図10、図版15)

剥片については、長幅の比率によって単純に3類に分けておく 。すなわち、幅が長さより大きなも

のを横長剥片、長さが1J!]jiの2倍以上のものを縦長剥片とし、長さが幅の2倍に満たない剥片(横長剥

片を除く)は、広義の剥片と区別するため短形剥片とする O なお、剥片の計測は[竹岡1989Jで提示さ

れた方法2(同書39頁 ・43頁)による。

02AE659は加工痕がある剥片で、横長剥片を素材とする。完形で長さ3.95cm、幅5.55cm、厚さ1.20

cm、重さ28.9gである。打面は複数の剥離面で構成される。背面の大半は石核の素材面である平坦で

単一の剥離痕が認められ、打ー面側には剥片剥離軸と同方向の小さな剥離痕が集中して残されている。

また、末端右辺は磯面が大きく付着する。右辺の主剥離面側にも石核素材面のポジティヴな剥離面が

そのまま残されていることから、大型の板状剥片を強く打撃して、大ぶりな剥片を剥離する意図があっ

たのかもしれない。加工痕は左辺の直線的な側縁に背面側からやや不連続に細部調整を施したもので、

鋸歯状に仕上げられている。

02AE647・650・651・654・670はいずれも横長剥片である。

02AE647は完形で長さ3.25cm、幅4.75cm、厚さ0.75c01、重さ10.9gである。打面は 2面の剥離面

で構成される。背面には剥片剥離軸と同方向の複数の剥離痕が認められる。背面末端には石核の素材

面であるポジティヴな剥離面が残されており、この剥片が剥離された石核が剥片素材であったことが

わかる。また、打面縁部には背面側から剥離された先行の剥離痕が残されていることから、打面と作
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E
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gであるが、完形値とみてよい。打面は複数の剥離面で構成される。背面右辺と末端には石核の素材

司
、

υ

円
/
U】



第E章 NG02-9次調査の結果

面である剥離面が認められる。いずれも平坦でポジテイヴ・ネガテイヴ面のいずれか判別しがたいが、

末端のものは左辺端部でゆるやかに内湾することからネガテイヴ面とみなしうる。02AE647と同様の

剥片剥離技術によって剥離されたと推定される。

02AE651は完形で長さ2.25cm、幅4.30cm、厚さ0.60cm、重さ4.7gである。打面は単剥離面である。

背面には剥片剥離軸と同方向の複数の剥離痕が認められ、末端には石核素材面の平坦な剥離面が残さ

れている。剥離された石核は剥片素材であったとみられる。なお、打面縁の右辺端部には表裏に微細

な剥離痕がまとまって認められるが、これらは剥片剥離に先行して残されたものである。

02AE654は完形で長さ1.85cm、幅2.00cm、0.55cm、重さ1.4gであるO 打面は単剥離面がわずかに

残る線状打面である。背面は末端側に石核素材面である平坦な剥離面が大きく残され、左右辺には打

点からそれぞれ45度程度振れた斜め方向からの剥離痕が認められる。石核調整時に剥離された剥片と

みられる。

02AE670は第13b層から出土した。完形で長さ2.00cm、幅2.35cm、厚さ0.60cm、重さ1.1gである。

打面は単剥離面である。背面は剥片剥離軸と同方向の剥離痕と石核素材面であるポジティヴな剥離面

の2面で構成される O 打面部が厚く残された形状から、石核調整時に剥離された剥片とみられる O

02AE646・652はいずれも短形剥片である O

02AE646は完形で長さ2.30cm、幅1.60cm、厚さ0.45cm、重さ1.2gである。点状打面で、背面は多

方向で複数の剥離痕から構成される。調整剥片とみられる。

02AE652は14層から出土した。打点で縦割れを起こしており、右辺側が欠損する。残存部で長さ

3.15cm、l幅1.50cm、厚さ1.15cm、重さ5.9gである。打面形状は不明で、ある。分厚く背面に大きく牒

面を残していることから、石核整形など初期段階で剥離された剥片とみられる。

02AE653は小型の縦長剥片で調整剥片とみられる O 長さ1.75cm、幅0.75cm、厚さ0.30cm、重さ0.4

gである。

石核(図 8~ 10、図版15 )

02AE658は並列剥離技術による石核である。素材は分厚い大型剥片であり、その末端側の縁辺から

剥離作業が行われている。打面は大型剥片の背面側に設定されているが、事前の調整は施されていな

い。縁辺に沿って複数枚の剥片が剥離されているが、形状は一定していない。剥離作業もそれほど進

行しない段階で終了している。長さ3.55cm 幅8.85cm、高さ1.80cm、重さ50.1gである。

石銑(図8・10、図版15)

調査区西側において第14層より 2点の石鍛が出土した。いずれもサヌカイト製で縄文時代のものと

みられる。

02AE1070は細長の凹基無茎式石鍛で、逆刺部分が欠損する。薄い剥片を素材としており、円縁か

らに深形の剥離が丁寧に加えられている。裏面側に素材面が残っている。長さ2.4cm、11I高1.6cm、厚さ

0.35cm、重さ0.8gである。

02AE1475は石鍛先端部とみられるO 残存部で長さ1.05cm、幅O.4cm、厚さ0.2cm、重さ0.1gである。

(松本 ・絹川 ・張)
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2 )平安時代の遺構と遺物

第3層の上面から第4d層の上面までの間で
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平安時代前半の遺構や遺物が見つかった。

おもな遺構と遺物について述べる。

i )第4層の遺構と遺物(図11・12)

層序の項でも述べたように、第4d層の厚い

自然堆積層以下の地層には人の居住痕跡はな
Cコ
マ
守

∞ 戸、

〉

しかし、第4d層上部に至って初めて人のし、。

手による開墾が行われるようになった。その

証拠となるのが、第4b層の作土と第4c層の

盛土である。第4c層の盛土は水田に伴うもの
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守
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で、調査区の東西両端で検出した。また、第
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4b層下面で溝を検出した。第4b層の畠の痕

跡である。いずれも出土遺物からみて、平安

時代前半の遺構と考えられる。

a. 7}(田SX401・402(図11・12、図版5) 
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第4c層の盛土を伴う第4層上面の水田は、

東端にあるSX401と西端のSX402とがあ

る。これらはともに後述の第3層段階の水田

SX301・302とほぼ同じ位置にある。そして
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第4d層の上面が北に向って高くなる ことも

あって、第3層段階、またはさらにのちの第

2層段階に大きく削られてしまったため、盛
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田

土(第4c層)は一部に残るか、その痕跡をとど

める程度しか残っていない。

東水田SX401は、水田の西端外側の盛土
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∞ 
てr
α3 

'" 
〉

(第4ce層)が残存しており、北側の盛土は失

われていた。盛土の幅は約3.0m、高さは約

O.3mあるO 上位の水田SX301の底面で確認

したf!i~1.5mほどで東西方向に帯状に拡がる

Cコ
σ3 
守

∞ σ、
〉

マンガンと酸化鉄の斑紋の範囲が、 SX401の

盛土(畦または土手)の痕跡と推定される。
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SX401の作付け面の規模、すなわち第4ae層

の拡がりは、東西13m以上、南北4m以上あ
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第2節遺構と出土造物

り、東側・南側の調査区外へと拡がっている。また、イ作乍土(第4匂ae層)Iはま約O.3mのj深菜さで

作土上面と残存する盛土の最高所とはほとんど高低差がなしいミ、。 これは上位にあるSX301を造る際に上

面が削られたためでで、ある。

西水田SX402 は、J!!~3 ~ 5 m程度の盛土(図4・5・12の第4cw層)をL字状に積み、土手または畦

にした水田で、盛土の高さは残りのよい南壁で、0.45m、西壁で、O.10mある。SX401の作付け面の規模

(第4aw層の拡がり)は、東西10m以上、南北6m以上あり、西側・南側の調査区外へと拡がっている。

作土(第4aw層)は約O.2mの深さで、残っており、残存する盛土の最高所から約O.5mの高低差となる。

北東隅に北側からSX402内に向けて下端幅で、約O.6mの溝が設けられている。導水用の水口で、あろう 。

b. 溝S0401 ~412 (図 11 . 13) 

上記の水田SX401・402の間で調査区中央よりやや東に寄った位置に、第4b層を除去したのちに溝

が見つかった。 東西方向のS0404~408 ・ 412 と南北方向のS0401 ~403 ・ 409 ~411 である 。 残りの

よいものでも幅はO.25mで、深さはO.19m未満で、ある。浅くなって途切れているものもある O 溝の中

は第4b層で埋まっており、水の流れた痕跡も水の溜った痕跡も認められなかった。第4b層は客土さ

れたのちに畠の作土になっているので、これらは畠の畝間の下部が溝状に第4d層上面に残ったものと

考えられる。南北方向の溝ののちに東西方向の溝が掘られているが、遺物による時期差はない。

図化しえた遺物はS0401から出土し

た4点で、土師器椀A1.皿B2・線刻

のある細片3、緑粕陶器皿4がある(図

13)0 3の線刻は判読できなかった。4

の粕は淡緑色を呈し、素地はやや軟質

である。これらの遺物から、遺構の年

代は平安時代E期と考えられる。

Z二二二三 3

--;::フノ 4 。 日
十一
川

20印}

図13 出土遺物実訊IJ図(1)

SD401 ( 1 ~ 4 ) 

ii)第3層の遺構と遺物

第3層上面は本調査の中で遺構がもっとも密に見つかった面である(図14)。遺構には掘立柱建物 ・

柱穴 ・小穴・士墳・畠(耕作溝)・水田があり、平面的な分布は、東西両端に水田、これらに隣接して

柱穴、中央部に耕作溝が配置される。小穴は水田北側の地面が高くなった部分にそれぞれ分布する。

層序でも述べたように、調査区の東西両端では土手状に盛土(図 5・12の第3c層)して水田を営み、

中央では第3b層を盛って整地し、ここを耕して畠が作られた。畠は何度も繰り返し耕されたため、第

3b層が作土となって、これで埋まる畝間もあれば、第3b層の上面で輪郭を確認できた畝間もある。

しかし、作付け部分はすでに失われているので、畝間のみを第3層上面と下面で溝状に検出した。こ

のため、畠については上記第4層の遺構と同様に、溝の項目で耕作溝として記述する。

掘立柱建物や柱穴は、畠(耕作溝)が繰り返し営まれた期間内に造られたもので、少なくとも最終段

階の耕作溝群よりは建物や柱穴のほうが古い。しかし、これらの遺構はいずれも平安時代前半に属す

るものである。
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a.水田(図12・14、図版 5) 
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第3層上面でSX301・302の2面の水田が見

どちらも前述のSX401・402とほぼつかった。

同じ位置に設けられていて、東端がSX301と西
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↑ 端がSX302である。のちの第2層段階に大きく

削られてしまったため、各水田の盛土(図5・

12の第3c層)は一部に残るか、その痕跡をとど

める程度しか残っていない。

東水田SX301は、水田の西端の畦に当る盛土

(第3ce層)が残存している。盛土の幅は約4.0
1 11  

m、高さは約0.3mで、南北方向に積んでい

る。また、北側に第4d層が頭を出して東西に長

これと南い帯状の高まりとなる部分があって、

北方向の盛土がSX301の畦畔になるものと考え

られる。 SX301の作付け面の規模、つまり作土
図
恒
除

草上、南北7m以上あり、東側南側の調査区外

品へと拡がっている。SX301は下位にある水田
ゲコ

事長 SX401よりも少し北側に位置をずらして設置さ

(図 5・12の第3ae層)の拡がり は東西13m以

ザ

図

残り、上位にある第2層か、第2層までに上面

この作土は約0.3mの深さでれたことになる。Cコ

が削られたため、作土上面と残存する盛土の最

高所と はほとんど高低差がない。盛土北部の

ちょうど土手がL字に曲がり始めるところに幅

O.4mほどの東西溝が盛土を掘込んで設置され

ている。SX301に導水する水口で、あろう。
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西水田SX302は、幅 3 ~ 4m程度の盛土(図

5・12の第3cw層)を L字状に積んで、畦畔とし

た水田である。盛土は南壁で、約0.3mの高さが

あるが、西壁には見られない。SX302の作付け

面の規模(図5・12の第3aw層の拡がり)は、東

西10m以上、南北8m以上で、西側 ・南側の調
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と同様に、作土上面と残存する盛土の最高所

とはほとんど高低差がない。

b. 掘立柱建物と柱穴・小穴(図14~19 、
E 
o 

0
0同

Cコ

↑
口
問

Xω

c> 
同

電r
αo 
w、
〉

原色図版1、図版4・6~ 13・18)

柱穴や小穴は後述の水田を除く調査区全域

で多数見つかった。

このうち掘立柱建物を構成する柱穴は東側

水田SX301の西側と西側水田SX302の東側
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に分布する。SX302の東側で掘立柱建物

またSX301の西側S8301と中主列SA304が、

、，
'-で掘立柱建物S8302・303が見つかった。

うまく組みのほかにも多数の柱穴があるが、
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合うものはない。総じて柱穴の残りが悪く、
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失われた柱穴も多いためと考えられる。
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S8301は北西隅から順にSP313・311・
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310 . 335・332・337・339.340・326・

330・331・333の12基の柱穴で構成され

る、総柱の掘立柱建物である。東西3間(約

6.0m)、南北2問(約4.1m)の東西に長い建

物で、東で、やや北に撮っている。柱穴は平面

が隅丸方形または長方形のものが多く、六角

形や円形に近い形状のものもある。柱穴の規
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模にもばらつきがあり 、東西方向でみた場

合、 0.42 ~ O.82m、南北方向で、O.55 ~ O.68m

と長短がある。深さは残りのよいものでも

O.15mしかな く、 O.04mしかF支っていないも

のもある。東側柱列は柱の痕跡を直線で結ぶ
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しかと北東隅のSP335がうまく並ばない。

この柱穴は深さがO.10mしか残っていなし、

しかも東が一段いうえ、平面の形状が歪で、

N
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閃

Xω

この高い二段掘りの状態になっているので、

柱穴は2基の柱穴が重なりあって、新しいほ

うの柱穴の柱が見えているのかもしれない。
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そうであれば、 SP340・333と組む柱穴は

SP335の東端の一段高くなっている部分が掘
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図16 掘立柱建物SB301平面 ・断面図
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図18 掘立柱建物SB303平面断面図

形となる柱穴となり、ほほ一直線に並ぶ。8P339も東西幅が広く形が歪な柱穴であるので、同様に 2

基が重なりあっている可能性がある。柱の痕跡でみると、直径O.10mの断面円形の柱で、ある。

88301は検出された南側柱がいずれも調査区の南端にあり、他の柱穴と構造や規模に差がないため、

建物はさらに南側の調査区外へと展開する可能性もある。8P335を溝8D301・323が壊している。

88302は北西隅から順に、 8P353・354・355・358・360・356・357の7基の柱穴で構成される南

北に長い掘立柱建物で、南側は調査区外へと延びるO 東西3間(約3.1m)、南北2間(約4.0m)以上の

規模で、ほぼ正南北に配置された建物である。北側の東西に並ぶ柱は1.5mの等間隔で配置されるの

に対し、南北に並ぶ柱の間隔は 1. 8 ~ 2.3m とややぱらつきがある 。 柱穴の形状は一辺が0.48~O .68m

の隅丸方形か円形で、 88301 と同様に残りが悪く、 O . 1O~O.22mの深さしか残っていなかっ た。 8P356

は2基の柱が重なっていて、飾いほうの柱穴が88302の柱穴と考えられる。柱の痕跡でみると、直径

O.10mの断面円形の柱で、あるO 北側柱は3基の柱穴で構成され、南側柱も 3基の柱穴があったものと

みられるが、現状では該当する柱穴がない。また、 88302が調査区の南端に位置することからみても、

88302は調査区外に展開するものと考えられる。

88303は8P317・344・319・343の4基の柱穴で構成される掘立柱建物で、ほほ正南北に配置され

ている。各柱聞の距離は、東西方向の距離が2.55m、南北は西側が2.76m、東側が2.85mで、あるO 柱

穴の形状は円形または楕円形で、東西がO.34~ 0.45m、南北がO.28 ~ 0.42m、深さはO.10 ~ O.22mで、

32 



第2節遺構と出土遺物

ある。柱痕跡からみて、直径O.12m未満の柱と考えられる o 88302と一部が重なるため、同時併存は

していないが、柱穴どうしの重なりがないので、前後関係はわからなし、。

8A304は8P303・304・305・306の4基の柱穴で構成される柱列である。 88301の北約O.5mの位

置にあって、 1.55mの間隔でほぼ正東西に並ぶ。柱穴の形状は 、 東西O.30 ~ 0.40m、南北O.30 ~ 0.42

mの楕円形または隅丸長方形で、直径O.10mの柱痕跡がある。ただ、 8P303だ:ftは直径O.20mの円形

の小穴のみが検出され、柱間も1.60m とやや長い。 深さはO.06 ~ O.10m残っていたにすぎない。

このほかにも図21の8P301のように明らかに柱穴ととわかる遺構も多数見つかったが、平面の配置

でみて、うまく組み合うものがない。総じて残りが悪く、失われた柱穴も多いためと考えられる。
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図19 出土遺物実測図(2) 

SP301(6・7・20・21)、SP307掘形(12・14・15)、SP309(13)、SP311(11)、 SP314(10・16・18・19)、SP316(22)、

SP356(9)、SP360(17)、SP393(5・8)、 SK351(29 . 30)、SK353(24・25・28)、SK354(26・32)、SK355(31)、

SK391 (23・27)
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第2節遺構と出土造物

直径が0.08m未満の小穴は、深さ0.05mほどの規模で、調査区の北半部の東半と西半に多数分布す

る(図15の網かけ部分)。どちらの地区も第3層が見られず、下位の第4層が高くなって地面となると

ころにあたり、地面の高まりが東西に帯状に続く部分である。これらは杭跡とみられ、その分布の延

長線上にはSP309などの柱穴がある。あるいはこれら柱穴と組み合って柵などの区画施設を構成して

いたのかもしれない。小穴から出土した遺物はない。

柱穴から出土した遺物は図19の5 ~22である 。 6 ・ 7 ・ 20 ・ 21 はSP301 で 、 そのうち6 ・ 20は掘形か

ら出土した。5・8はSP393、10・16・18・19はSP314、12.14.15はSP307の掘形、13はSP309、

11はSP311、22はSP316、9(図版18)はSP356、17はSP360から出土した。

遺物はすべて土器で、土師器杯A5 ・ 6 ' 椀A8 ~ 10 ・皿A 7 ・ 15 ・皿 B 13 ・ 14 .小皿11・線刻のあ

る細片12・聾B16、須恵器杯A20・21・小型広口査22、黒色土器A類椀18・19、製塩土器17(図版

20)がある。12の線刻は9と同様に「十」の可能性がある。

以上の遺物は平安時代 I期から E期にかけてのものである。

C. 土墳(図14・15・19・21)

調査区北端で見つかっ た土墳SK353 ~355は同じ土 (暗青灰色シルト)で埋ま っ ていて、東西幅は

SK353が約0.3m、SK354・355が約0.5m、南北長はSK353が0.5m以上、 SK354がO.4m以上、 SK355

が0.3m以上あり、深さはいずれも約0.2mである。

SK351は西側水田SX302の盛土の北側に位置する平面が楕円形の土墳で、底一面に炭を多く含む粘

土質シルトが最大O.lmの厚さで堆積していた。長径がO.92m、短径がO.73m、深さはO.19mで、ある。

以上の土墳から出土した遺物は図 1 9の23~ 32である 。 29 ・ 30はSK351 、 24 ・ 25 ・ 28は SK353 、
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第H章 NG02-9次調査の結果

26.32は8K354、31は8K355、23・27は8K391から出土した。

遺物には土師器杯A23.皿A24・25.墨書のある細片26.椀B27.高杯28.護A29、須恵器杯B

蓋31・32、黒色土器A類椀30がある。23の内面には斜放射状に l段の暗文が認められる。24は皿A

としては口縁部径が小さいが、細片のため計測値はやや確実性を欠いている。26の墨書は「大jであろ

う。27の底部は穿孔されている。

以上の遺物のうち、 23・28・31は奈良時代に遡るもので、他は平安時代 I期から E期に位置づけ

られる。

d.溝(図14・15・20・22・23)

溝は調査区の中央部で密に見つかった。

南北方向 ・東西方向の直線的な溝や、大きく弧を描くものなど、さまざまなものがある。幅も0.2

~ 0 .8m とぱらつきがあり、深さは最大0.3mで、ある 。 埋土は灰褐~暗黄褐色の粘土質シルト~シルト

質粘土で、これに砂粒や炭などが含まれる。何度も掘返されて埋戻された土である。溝の中には、排

水路のような水が流れた痕跡は見られず、畠の畝聞が溝状に残ったものと考えられる。これらのうち、

南北方向の溝は東西方向のものに比べて新しい傾向がある。

上部の溝を除去すると、その下にそれ以前の溝が密集して見つかり、まるで幅の広い(約3.2m)大

きな溝が設置されていたかのように見えるところがある(図15 ) 。 この中に東西方向 ・ 南北方向の IÞ~0.3

m未満の細い溝が縦横に掘られていた。 この大きな溝状部分の深さは、 0.18mほどであるが、第3b層

が薄くなっているところでは、底は第4b層にまで達している。

見つかった溝のうち、 80351・352は西側水田8X302の南北方向の盛土に沿って掘られており、畦

畔の側溝の機能も併せも っていた可能性がある 。 IIJ~ 0 .4 ~ 0 .6mで、 S0351 が約 7m 、 80352が約 6m

検出された。埋土はとも に灰褐色極細粒砂混りシルトである。

また、 80311も東側水田8X301の盛土に沿って設置されており 、幅2.4mの聞にいくつもの細い溝

が重なって掘られている。溝群全体で深さは最大0.30mある。灰褐色極細粒砂混りシルトで埋まって
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第2節造構と出土遺物

いた。畦畔の側溝の機能も併せもっていたものとみられる。

以上の溝から出土した遺物を図22・23に示した。
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図23 出土遺物実測図(4) 

SD301 (43)、SD302(46・70)、SD305(58)、SD306(55・74)、SD307(56・59・67・76)、SD309(7l)、 SD31l(53・54・

62・65・66)、SD313(44・49・50)、SD317(48)、SD322(60. 69)、SD323(51 . 68・73)、SD324(57・64)、SD325(45・

47.52.61 .63.75)、SD326(72)、
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第E章 NG02-9次調査の結果

第3b層下面検出の溝から出土した遺物は図22のとおりである o 36は80351、41は80352、33は

80353、40は80363、37は80364、39は80365、35は80366、42・38は80371、34は80372から

出土した。

遺物には土師器椀A33 ・皿 B36~38 ・ 線刻のある細片34 ・ 35 ・鉢39. 蓋A42 ・ 聾 B 41 のほか土錘

40がある。36は皿Aの口縁端部の形態をもっているが、口縁部径が小さいため皿Bに含めた。 34の

線刻は一部しか残っていない。35の線刻は判読できていない。平安時代I期から E期にかけてのもの

である。

また、第3b層上面検出の溝からは図23の遺物が出土した。43は80301、46・70は80302、58は

80305、55・74は80306、56・59・67・76は80307、71は80309、53・54・62・65・66は

80311、44・49・50は80313、48は80317、60・69は80322、51・68・73は80323、57・64は

80324、45・47・52・61・63・75は80325、72は80326から出土した。

遺物はすべて土器で、土師器椀A43 ・ 44 ・ 椀 B 45 ・ 47 ・ 48 ・ 皿A 54 ・ 皿 B49~53 .線刻のある細

片46 ・聾 B 55~61 ・羽釜62 ・ 63 、 須恵器杯H蓋64 ・ 杯B蓋66 ・ 小査67 ・長頚壷68 ・ 69 .鉢65、黒色

土器A類椀70~75 ・皿76である 。 62 ・ 63はいずれも生駒西麓産の胎土をもっ羽釜であるが、 63は体

部が口縁部径に比べてふくらみ、鍔の付く位置が下がっている。後述する第4d層から出土した88(39

頁一図24)とよく似ており、形態や技法からは奈良~平安時代 I期に位置づけられる62よりも後出し

て平安時代田期の球形の体部をもっ羽釜へつながるものと考えられる。資料が少ない段階で見通しを

述べるのは早計かもしれないが、典型的な生駒西麓産の胎土に見える62や第3b. c層出土の184(42

頁 図27)と比較すると、 63・184はやや淡い褐色を呈しており、まったく別の胎土であると認識で

きる平安時代田期の羽釜との中間的な特徴をもっ。時代の変化にともなって粘土を採掘する地域が移っ

ていったことを示している可能性もある。

67の底部には糸切り痕が残る。69はなだらかにカーブする肩部で、頚部と体部の接合は2段構成で

ある。黒色土器A類椀の高台は、 71~73のような断面三角形の低いものから 74 ・ 75のような発達し

て高くなったものまで見られる O

以上の遺物は、飛鳥時代に遡る64を除けば、 一部に平安時代I期のものを含みながら、平安時代E

期を主体とするものであるといえよう 。

3 )各層出土の遺物

ここでは各層から出土した遺物のうち、先に報告した旧石器~縄文時代の遺物を除いた、飛鳥~江

戸時代のものを報告する。

i )第6層・第5層出土遺物(図24)

水成層で、あるこれらの層のうち、第6層からは須恵器鉢77が出土した。鉄鉢形である O 奈良時代か

ら平安時代 I期にかけてのものである O 第5層からは土師器皿A78、須恵器杯B蓋79、砥石80が出

土した。78は細片のため口縁部径は計測できなかった。78・79は平安時代I期に属する。80は凝灰

岩製である。

。。
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ii)第4d層出土遺物(図24、原色図版I、図版18. 20) 

水成層である本層からは、土師器杯A81.椀A82. 小皿83~86 .蓋A87.羽釜88、黒色土器A類

椀89~92、須恵器小査93、平瓦94が出土した。 81 には内面に斜放射状に 1 段の暗文が認められる。

83~86の外面調整は口縁端部のみヨコナデで、以下はユピオサエによる 。 88は生駒西麓産の胎土を

用いている。先述のように平安時代E期に属する羽釜である。92は高台が付かない椀の底部で、「高」

の線刻がある(図版18)093は通有の小壷より頚部径が大きい。94の凸面は縄タタキ成形で、消され

ず、に残った糸切痕が見える。凹面は布目である。

iii)第4b・ C層出土遺物(図25、原色図版1、図版18・19)

第4c層は水田の周囲を画した盛土層で、第4b層はそうした区画の内部を畠として耕作した際の作

土層である。部分的には識別できた箇所もあるが、第4c層の盛土が耕作期間中に何度か行われている

可能性もあり、両層の先後関係は単純ではない。よって、ここでは両層から出土した遺物を一括して

報告する。
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NG02-9次調査の結果第E章

土師器杯A96 ・ 皿A97 ・ 皿 B 98 ・ 椀A95 ・ 椀 B 99~ 101 ・ 蓋102 .墨書のある細片103・高杯104・

鉢105・106.斐A107、黒色土器A類、椀108・109、須恵器杯B111・112・|司蓋110.長頚壷113、平

瓦114がある。103の墨書は「十」である(図版18)0104の脚部は粘土紐巻き上げによって成形する。107

口縁端部の形態からもともとはハケメ調整であった蓋Aのは体部の調整にハケメを用いていないが、

後出するタイプと考えた。113の頚部と体部の接合は2段構成である。104・112については奈良時代

に遡るものと考えられる。

iv)第4a層出土遺物(図25)

水田の作土で、ある本層から、土師器杯A115 .椀A116・小型高杯117・査118・聾B119・羽釜120、

黒色土器A類椀121. 122、須恵器小査123.小型広口査124・蓋または鉢の底部125・広口査126・聾

口縁部がすぼまる形態なので査に分類した。127が出土した。118の調整は聾Bと同様で、あるが、

v)第3b. C 層出土遺物 (図26 ~ 28、原色図版 1 、図版14 ・ 18 ~ 20 )

第3c層は第4c層と同様に水田と畠地を画する盛土層で、第3b層は第4b層と同じく畠の作土層であ

ここも両層の遺物を一括して報告する。る。

図26は土師器のうち、杯A128 ・ 130 ~ 134、杯135、椀A 136 ~ 145、椀B 146 ~ 152、皿A129・

ミニチュア鍋159、高杯160、155、皿B153 . 154、線刻のある細片156、短頚査157、小型椀158、

鉢161~ 167を図示した。

または浅い鉢にも見えるが、併行する時期の平安京の杯に似た形態であるため、135は大型の椀、
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第2節遺構と出土逃物

とりあえず杯に分類しておく 。152の墨書は「廿」であろう (図版18)0 156の刻線は内面にあるため、

意図的に施されたものかどうかは疑わしい。160は脚裾部の内面に布目のある高杯で、飛鳥時代に遡

るものである。

図27は土師器のうち、 ~A 170 ・ 172 ・ 174 ・ 177 ・ 178 ・ 180 ~ 182、翠 B168・169・171・173・

175・176. 179、羽釜183、竃184、脚付鉢185である。

整Aと蓋Bの識別は、前者については口縁端部がやや内側につまみ出すような形態で、わずかにハ

ケメ調整が認められることによる。後者については口縁端部を外方へつまみ出す形態で、中 ・南河内

によく見られる胎土をもつことによる。177の体部には形骸化した把手が付く 。185は脚部のみが遺

存する。類例が長岡京跡や大坂城跡下層に見られる。

図28は土師器以外の遺物を掲載した。須恵器杯B186 ~ 188 ・ 査189 ・ 短頚査192 .平瓶190・鉢か

査の底部191 、灰柚陶器椀193、黒色土器A類椀194~ 200 ・ 205 ~ 207 ・ 209 ~ 211 ・ 線刻のある細片

208、黒色土器B類椀212・213、製塩土器201~203、土錘204、丸瓦214 .平瓦、和同開弥216(図版

18)がある。製塩土器はこのほかにも本層から多数、破片が見つかっている (図版20)。

190は飛鳥時代に遡る。193は内面に降灰による薄緑色の粕が掛かる (図版19)。平安京ではE期古

段階ごろ(9世紀中葉~第3四半期)の遺物群の中に見られるタイ プである。製塩土器の内面には布目

が残り、拓本を掲載しなかった203にも粗い布目が見られる。208の線刻は判読できなかった。

vi)第3a層出土遺物(図29、図版19) 

水田の作土で、ある本層からは、土師器杯A217・椀A218.椀B220・台付皿219・鉢221・222.短

、三与ど9
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第E章 NG02-9次調査の結果

頚査223.蓋B225、須恵器杯B蓋224、黒色土器A類椀227・皿226、平瓦228が出土した。

217の内面には斜放射状に l段の暗文があり、 223とともに奈良時代に遡る。219は平安時代田期以

降に見られるものである。

vii)第2b. c層出土遺物(図30、原色図版 l、図版14・19) 

島畠の作土と考えられる第2c層からは、土師器椀A229・230・皿B231・椀B233.整B234.甑

235、黒色土器A類鉢237・238、須恵器壷240・鉢241・242が出土した。また、水田の作土である第

2b層からは、土師器椀B232、黒色土器A類皿236、須恵器杯B蓋239、肥前磁器243が出土した。 240

は平底の査である。本層準の時期は243により江戸時代に降るものと考えられ、それ以外の遺物はい

ずれも下位層の遺物が混入したものである。

viii)出土遺物からみた各層の年代

各層から出土した遺物については以上のとおりである。これらの遺物の年代観をもとに各層の年代

についてまとめておく 。

第6層は須恵器鉢77がl点出土したのみである。土師器皿A78や須恵器杯B蓋79が出土した第5

層が平安時代 I期と考えられるので、下位の第6層はそれ以前の奈良時代を含めた年代幅で捉えてお

きたい。

第4d層は奈良時代に遡る土師器杯A81 を含むものの、椀A82 ・小皿83~86などのユピオサエ調整

主体の土師器食器類や、黒色土器A類椀89~92から平安時代 E 期の前半に相当すると考えられる 。

羽釜88は、奈良時代の羽釜から平安時代田期に見られる体部球形の羽釜の間に位置づけられる資料と

して重要である。

第4b.c層は、奈良時代に遡る土師器高杯104・須恵器杯B112を除けば、一部、平安時代 I期の

資料を含むが平安時代E期の前半が主体とみてよい。同層準の水田作土で、ある第4a層もほぼ同じ様相

である。

第3b.c層は、主体を占める資料は下位の第4層と同様であるが、土師器椀A137のように口縁部

径の小さなものが見られること、黒色土器の椀の多くが平底部分の多い杯形の形態から底部の狭い椀

形の形態になっていること、両面黒色化したB類が現れていることなどの点が新しい要素として挙げ

られる。平安時代H期でも後半から平安時代田期にかけての年代が考えられる。また、同層準の水田

作土である第3a層でも土師器台付皿219があり、年代に矛盾はない。

第2b.c層の出土遺物は下位層に含まれていたものが大半であるが、近世の磁器碗243から江戸時

代に相当する地層である。243は三田青磁とみられる。

1992年に行った平安時代の土器編年[佐藤1992Jでは、平安時代E期の細分について、土師器椀A.

皿Bの変化を基軸に古 ・中・新の3段階を設定したが、伴出する土師器椀Bや黒色土器椀の具体的な

資料がとぼしく、その点は課題として残されていた。今回を含めて、それ以後の調査でも良好な一括

資料は得られていない。本報告では、一定の存続期間が想定できる地層の年代について、各個体に対

する細かな年代付けは意味がないと考えて「前半Ji後半Jという大きなイメージで捉えておくが、ある

程度の流れは説明できたかと思われる。 (松本・佐藤)
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第3節小結

NG02-9次調査では後期旧石器時代から江戸時代までの遺構や遺物を検出した。以下に主な成果

を概括する。

本調査区で最初に人の活動痕跡が認められるのは第14層の段階である。サヌカイトの剥片や石核な

ど、石器遺物が出土した。第町章の考察で詳しく述べるが、第14層を含む上下各層の火山灰の分析に

より、この第14層が平安神宮火山灰(AT:姶良Tn火山灰)の降灰層準よりも下であることがわかっ

た。平安神宮火山灰は今から 2万5千年(暦年較正年代でいえば2万8千年、本書ではこの年代を使

用)くらい前の鹿児島・姶良火山の噴火によって堆積したものであるから、確実にこの時期か、それ

以前に遡る後期旧石器時代の石器遺物資料と判明したのである。

その後、本調査区は長い期間水没して人の住めるような環境ではなく、次に人の活動痕跡が見られ

るのは、平安時代になってからである。奈良時代の後半以降に川|の流れが緩やかになって地面が顔を

出すようになると、人々はここに土を盛り、畠を耕し、水田を営むようになった(第4層)。平安時代

E期前半、 9世紀ごろのことであるO この上にさらに土を盛り、水田や畠は継続して営まれた(第3

層)。平安時代E期の後半~皿期にかけて、つまり 10世紀ごろのことである。この問、ここに建物を

建てて水田 ・畠を営んで、いる時期もあるが、常に河川の氾濫に翻弄される地域であったせいか、建物

は短期間のうちに放棄され、ふたたび田や畠の拡がる田園地帯となった。出土遺物からは、人々が土

器に入った塩を調達し、文字も銅銭も使っていたなど、当時の生活の一端を読み取ることができる。

しかし、本調査区では次の時代の平安時代田期(11世紀)以降の遺構や遺物はほとんど出土せず、次

に人々がこの地で活動するのは、江戸時代(第2層)まで待たなければならない。

次章で述べるNG06-2次調査で、鎌倉~室町時代の遺構や遺物が見つかったのに対し、本調査区

では第3層を覆う第2層からも鎌倉時代や室町時代の遺物が出土しなかったことから、平安時代田期

以降、集落の中心は別の地域へ移動したものと考えられる。

次頁の図31に簡単に平安時代の状況をまとめたので参照されたい。

(松本)
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① 第4d層

② 第4b. C層

③ 第3b. C層(1)

④ 第3b. C層(2 ) 

⑤ 第3b. C層(3 ) 

⑥ 第3b・ C層(3 ') 

⑦ 第2b.C層

① 河川にシルト 粘土が厚く堆積し・・ ・・

② 土を盛って水田を造り、高くなった

地面で畠を耕す。

① また土を盛って水田を造り直し、
畠を耕す。

④ 士を盛って畠を覆い、建物を建てる。
(同時に畠も水田も営んで、いる、はず)

① 建物は使われなくなり、地面も
削られて・・

⑥ 畠が造られ、水田も引き続き
営まれる。

⑦ いつしか、水田も畠も営まれなくなり、
集落はほかの地へ移り、江戸時代に

大きく地面が削られて、痕跡だけが

地中に残る。

図31 NG02-9次調査の遺構の変遷(平安時代)
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第田章 NG06-2次調査の結果

第 1節基本層序

1 )層序の概要

本調査地では現代盛土および近~現代の作土を除去すると、これより下位に近世以前の各層が良好

な状態で堆積していた(図32・33、図版21)。現地表は南東がTP+9.7mと最も低く、これ以外の地

点ではTP+9.8mでほぼ平坦な地形で、あった。以下の地層をみると、室町時代以降と考えられる第3

層より上位では、現在までほぼ大きな地形の変化は認められない。第4層の段階では調査区の北半に

自然流路があり、北側が一段低くなる地形であったと思われる。第 6 層上面はTP+7.4 ~7 .3mで、調

査区の中央部には周囲より約O.lm低くなる窪みが存在するものの、おおむね平坦な地形であった。

第7層よりも下位の層準については、自然流路の埋土と思われ、調査区全域が流路に当っていたとみ

られる。ただし、湧水のため、 TP+6.5mよりも下位の堆積状況は確認しえなかった。なお、これら

各層からの出土遺物については、次節で詳細を報告するw三g37)0 

2 )各層の特徴

以下で各層の特徴とおもな出土遺物について述べる (図32・33・37、図版21)。

現代盛土層 :層厚80cmで、旧市営住宅の建築工事に伴う整地層であるO

第 l 層 :層厚 lO~ 20cmの黒褐色粗粒砂質シルト ~中粒砂質シルト層で、旧市営住宅建築以前の作

土層であるO 上面および下面では畝聞を含め、耕作に伴

う溝が多数検出された。出土遺物は近~現代の国産陶磁

現代盛土l

i 耕作溝 ! 
/¥! 

第1層」ノ¥ |

2a "---Fつ
第2層 I~ 耕作汽 '--:;f=ヨ〉耕作溝

l:; 1¥V一二二i
第3層 Lj空

間 4a ベノSR402
~ 

開 i→:
開ト;; ¥Nh 
時 L ¥¥」
図32 地層と遺構の関係図

器 -土器類および瓦類である。

第2層 :含牒オ リーブ灰色中粒砂質シルト~灰オリー

ブ色粘土質シルト層で、 層厚は30cmで、ある。本層は作土

層で、第2a.2b層の2層に細分された。下面ではそれぞ

れ耕作に伴う溝が検出された。出土遺物は中国産青花 ・

青磁のほか、江戸時代の肥前磁器・肥前陶器・瀬戸美濃

陶器・丹波焼・備前焼・関西系陶器 ・その他の国産陶

器・土器類、古代~中世の土師器・須恵器 ・瓦器 ・瓦質

土器および近世の瓦である。このことから本層は長原遺

跡東北地区の基本層序におけるRK2層に相当し、長原

遺跡、の標準層序ではNG2層に比定される。
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第皿章 NG06-2次調査の結巣

第 3 層 : 暗オリーブ~オ リ ーブ褐色の粘土質シル ト ~粗粒砂層で、層厚は30~160cm以上で、ある。

本層は、第3a~ d層の 4 層に細分された。第3a層は調査区内に部分的に堆積する水成層で、ある 。 第3b

層は全域に分布する作土層で、上面および下面では耕作溝が確認された。第3c層は基本的に水成層で、

あるが、部分的に耕起されている。下面では耕作痕跡が確認された。第3d層は粗粒砂~礁で、水成層

である。調査区の北で確認された自然流路を埋積している。第3層からの出土遺物は、土師器 ・須恵

器・黒色土器 ・瓦器・瓦質土器 ・緑柚陶器のほか加工木である。これらの遺物は一部古代に遡るもの

を含むがおおむね鎌倉~室町時代の年代を示す。本層はRK3~ 4 層に相当 し、 NG3 ~4A層に比定

される。

第4層 :聞に部分的に薄い中粒~細粒砂の水成層を挟んで、第4a. 4b層の2層に大別される。第4a

層はにぶい黄褐色シルト質粘土層で、厚 5~ lOcmの作土層で、ある。第4b層はさらに水成層の4bi層と

作土層の4bii層に細分される。第4bi層はオリーブ褐色中粒~細粒砂層で、 層厚は5~ lOcm、第4bii

層は暗オリーブ褐色粘土層で、 層厚は20~ 30cmで、ある。第4bii層上面から第4a層上面にかけては、

第3c. 3d層で最終的に埋没する東西方向の自然流路NR401が確認された。この南肩に沿って東西方

向の土手状の盛土SR402・408が検出された。本層からは土師器 ・須恵器・瓦器が出土しており、RK4

層に相当するとみられる。なお、本層より下位で、は特に調査区の南西部で、遺物の出土量が多かった。

南西の微高地上では平安時代の建物が検出されており、これに伴って遺物の出土量も多くなっている

と恩われるO

第 5 層:オリーブ黒~暗オ リーブ灰色シルト質粘土~粘十.層で、第5a~ 5c層の 3 層に細分された。

本層は水成層で、部分的に植物遺体のラミナが認められる。層厚は30 ~ 40cmである 。 本層の出土遺

物は平安時代初頭以前と考えられる土師器 ・ 須恵器のほか弥生土器であり、 RK4C~ 5層に相当する

とみられる O

第 6 層: 灰~オリーブ黒色の細粒砂~粘土層で、第6a~ 6c層の 3 層に細分される 。 第6a層 は細粒

砂からなる水成層である。第6b.6c層は土壌化が進んでいる。本層の出土遺物は、古代以前の土師

器 ・須恵器である。RK5~ 6層に相当するとみられる。

第7層 :灰~オ リーブ黒色の砂蝶層で、 層厚は60cm以上を測る水成層である。本層からは飛鳥時代

の須恵器杯が出土しており、 RK6~ 7層に相当するとみられる。北西で行われたNG02-5次調査

地では、飛鳥時代の自然流路NR801が検出されており [大阪市文化財協会2005aJ、この埋土となる水

成層の層厚は200~ 220cmで、あ っ た 。 本層はこの南北方向の流路の埋土と思われ、同様の層厚となる

ことが予想される。
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第2節遺構と出土遺物

1 )飛鳥時代以前の遺構

調査区の中央に設定したトレンチ断面で、第7層の水成層で埋まる自然流路を確認した。この流路

は堆積物の向きから、南北方向であったとみられる。ただし、規模は確認できなかった。出土遺物は

須恵器杯l点のみである(図37-250) 0 この流路は、北西で行われたNG02-5次調査地で確認され

たNR801や、第E章第I節で述べたNG02-9次調査の自然流路と同様に、飛鳥時代に埋没する流路

のlつであろう 。

2 )鎌倉時代の遺構と遺物

i )第4bi層上面の遺構(図34、図版21・22)

第4b層上面から第4a層上面にかけて調査区の北端で、東西方向の自然流路NR401が検出された(図34、

図版21・23)。流路は西へ向って流れており、最終的に第3d. 3c層で、埋没しているO 幅は9.0m以上、

深さは0.3m以内で、あった。自然、流路の中からは比較的多くの遺物が出土している。この自然流路は

NG97-52次調査で確認されたNR401およびNG96-66次調査で確認されたNR4B01につながるも

のと思われる。

第4bi層上面で、は土手状の盛土SR402をはじめ、浅い溝や土墳状の遺構が確認された。SR402は

NR401の南肩で、流路に沿って検出されている。このことから、単なる水田の畦畔で、はなく、河川の増

水に備えた簡単な堤としての性格をもつものと考えられる。周辺では、杭などを用いた施設は特に認

められなかった。下端の幅0.7m、高さは0.2mで、ある (図35下段の断面図)0SR402の南では溝状の窪

みSX403が確認された。 SX403は幅0.4 ~1.0m 、深さO.lmで、埋土はオリーブ褐色中粒~細粒砂の

水成層である。 SX404はSR402の上で検出された浅い窪みで、埋土はシルトの偽礁を含むオリーブ褐

色細粒砂である。SR402に伴う施設であった可能性があるが、性格は不明で、ある。SX405は東西4.0

m、南北2.2mの不整長方形を呈する浅い窪みで、出土遺物はない。埋土は褐色細粒砂混りシルトで、

下面では鋤痕跡が認められた。耕作に関わる遺構であ

ろう。SX406は調査区の南部で検出された浅い段状の

遺構である。段差は0.05mで、北に向って低くなって

いるO 畦畔ないしは溝の痕跡の可能性がある。また、

SR402の北肩ではSP407が認められた。SP407は直

径0.2m、深さO.lmを測る。埋土はオリーブ褐色細粒

砂~暗灰黄色粘土質シルトで、土師器皿244が出土し

た(写真 1)。

ii)第4a層上面の遺構(図35、図版23)

第4a層上面で、は自然流路NR401と、この南で東西写真 1 SP407遺物出土状況(北から)
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第2節遺構と出土造物

方向のSR408が確認された(図35、図版23)0 SR408は高さO.2m、下端で、の幅はO.6mで、あり、第4bi

層上面で検出されたSR402の上に築かれている。SR402と同様の性格をもっと思われるが、護岸の杭

や水口などの施設は認められなかった。SR408の南には南北方向の畦畔状の高まりが認められた。た

だしこの高さはO.05m程度で、上部を覆う水成層の第3d層がほとんど存在していないため、畦畔と断

定することはできなかった。
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第四章 NG06-2次調査の結果

iii)鎌倉時代の遺構出土遺物(図37、図版20)

遺構からの出土遺物はわずかである。244はSP407から出土した土師器皿で、ほぼ完形に復元され

た。口縁部外面は二段のヨコナデを施し、端部は軽くつまんで仕上げている。精良な胎土であり 、内

面のナデは丁寧である 。 平安時代N期に属し、 1 2世紀のものであろう 。 245~249 ・ 270 ・ 271 はNR401

から出土した。245・247は土師器皿である。245は小皿で口縁部外面には粗いヨコナデを施し、端部

ミ二長弓44 て-~え46

~孟ヨ ~o

~1 乙L 252 33153
忘丸出

冶ゴ二二~μ5 ¥二子二/I d7 

モ「

ぞ司 ヌ57 ト-=1 Z 
パつ

、>260 一二 ←こ一一一~-，- 261 

ミ昌三ご

苛
H
V
2

一一

P

ζ [二二二二二三二二二コ 267

三三8

4 J 
F二二 昨日l

249 

十一1.... 
「一一一亘

。

-
Z
G
Jm
 

て¥

271 

さ弓

20cm 

SP407(244)、NR401( 245 ~ 249 、 270 ・ 271 ) 、第 7 層 ( 250 ) 、 第 6 層 ( 251 ) 、 第 5 層 ( 252 ~ 254 ) 、 第 5 層~第4b層下部

(2 5 5 ~ 25 8) 、 第4a層 ( 259 ) 、 第3b層 ( 260 ) 、 第2b層 ( 261 ~ 263 ) 、 第2a層 ( 264 ~269 )

ph
u
 

戸

h
d



第2節 遺構と出土造物

外面は外方につまんでいる。胎土には雲母やシャモット・砂粒を含む。 247は口径約16cmの皿で、口

縁部外面には 2段のヨコナデを施す。胎土は精良で、焼成は堅綴であるO これらは平安時代町期、 12

世紀のものであろう。246は土師器杯である。口縁端部を外反させ、 内面にはごく浅い沈線が巡る。

奈良時代のもので下位層からの混入品であろう。248・249は瓦器椀である。248は内面に斜格子状の

暗文を施し、外面のへラミガキは雑である。249は内面に平行線状の暗文を施している。外面のヘラ

ミガキはていねいで、口縁部外面の横方向のナデの上下端にもヘラミガキが及んでいる。底部外面に

は焼成後に先の尖った工具でrxJまたは「十」印を刻んでいる。NG02-9次調査では「十jと墨書され

た土器片が多数検出されている。時期は若干降るが、本例もこれに関連するものかもしれない。これ

らは248が 1 -3 ~ II - 1 期、 249が 1 -2 期に属し、 11世紀末~ 1 2世紀初頭と思われる 。 270 ・ 271

は加工木である。長さ約15~ 16cmの材の両端を丸く 加工している。用途は不明で、ある。

3 )豊臣期~江戸時代の遺構

第2b層下面では東西方向の耕作に伴う溝を多数検出した(図36、図版23)。これらの中には、幅が

0.3m前後の溝と、幅O.lm前後の浅い溝とがある。浅い溝は下面で鋤痕跡が認められるものが多い。

|幅広の溝は 4~5mの間隔を開けて掘削されている 。 なお、これらの溝は正東西方向よりもやや西で

北へ振れる方向をも っている。

また、第2a層下面で、も同じ方向の耕作に伴う溝が多数検出されている。以上、近世においては調査

地は耕作地として利用されていたと思われる。

4 )各層の出土遺物(図37)

250は第7層から出土した須恵器杯H身である。かえりは短く、底部外面には回転へラケズリを施

している。飛鳥時代前半のものである。

251は第6層から出土した土師器杯である。口縁端部をつまんで外反させている。磨滅のため内面

の暗文の有無は不明である。飛鳥時代であろう。

252~254は第 5 層から出土した。 252 ・ 253は土師器の小型高杯である 。 252は脚部が大きく広が

り、内外面ともに粗いユピナデで仕上げている。253は脚部がさほど広がらず、脚部外面を縦方向に

ナデて仕上げている。これらは飛鳥時代のものであろう。254は土師器椀である。口縁部外面には l

段のヨコナデを施し、体部下半はユピオサエ痕と粘土紐の接合痕を残す。平安時代前半と思われる。

255 ~258は第 5 ~4b層下部から出土した。 255は弥生土器手賠形土器の蔽い部と恩われる 。 口縁部

外面にはキザミメを施し、端部には櫛描波状文を巡らせている。弥生時代後期であろう。下位層から

の混入品と思われる 。 256 ~258は土師器である 。 256は聾である 。 口頭部は短く外反し、端部をつま

んでいる。体部内面の調整はハケの後ユビ、ナデを行っている。257は椀である。口縁部は強めのヨコ

ナデによって屈曲させており、ヨコナデよりも下部にはユピオサエが残る。258は皿である。精良な

胎土をもち焼成は良好である。これらの土師器は平安時代E期に属し、10世紀頃のものであろう 。

259は第4a層から出土した須恵器鉢である。体部外面をカキメによって仕上げている。
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第m章 NG06-2次調査の結果

260は第3b層から出土した土師器聾である。口縁端部には面を持ち、内外面をユピナデで仕上げて

いる。平安時代初頭と思われ、下位層からの混入品であろう。

261 ~263は第2b層から出土した。 261 は淳洲窯産青花皿である 。 底部を欠失しており、見込みの文

様は不明である。内外面には圏糠を巡らす。262は瀬戸美濃陶器天目碗である。内外面には鉄柚を施

す。口径は約12cmで、比較的大ぶりである。263は肥前陶器皿である。内面には砂目痕が残る。胎土

は灰白色で、砂粒をほとんど含まない。これらは17世紀初頭~前半のものであろう。

264 ~269は第2a層から出土した。 264は肥前陶器皿である 。 内面には胎土目痕が残る 。 底部外面に

は「十?Jの墨書を有する o 265は肥前陶器碗である。全体に透明紬を施した後、白色の紬薬を掛けて

いる。266は肥前磁器と思われる碗である。口縁部内面には格子状の文様を巡らす。267は備前焼で、

蓋であろう。 268は丹波焼播鉢である。269は産地不明陶器で、器種は不明である。鉄柚を内外面に

塗布しており 、底部付近には穿孔がある O これらの陶磁器類は、 264が17世紀初頭、 265・268が17

世紀後半~ 1 8世紀初頭、 266 ・ 269は 1 9世紀前半に属すると思われる 。
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第3節小結

今回の調査は、南西で行われたNG02-9次調査で検出されたものと同様に、平安時代の遺構の検

出を目的としたものであった。 しかし、建物跡等は検出されず、飛鳥時代の流路と中世~近世にかけ

ての作土層、自然流路が検出された。以下では周辺の調査成果と合わせて、調査地における地形と土

地利用の変遷についてまとめておきたい。

調査地では、飛鳥時代以前の自然流路の氾濫による堆積が一段落したのち、暗色帯である第6層が

形成される 。 第 6 層上面の標高はTP+7 .3~7.4mで、ある。一方、北西に50m離れた地点でf子われた

NG02-5 次調査では、 RK6 層に相当する飛鳥時代の第 7 層上面はTP+8 .0 ~8 .2mで、調査地より

も約 1m近く高くなっている[大阪市文化財協会2005aJ。出土遺物量も今回の調査よりもはるかに多

かった。長原遺跡北部周辺の古地形復元によると、調査地は出戸自然堤防の東の六反出戸低地に位置

している[高橋工1999aJ。また、第6層の上位に堆積した第5層および、第4bii層の下部もシルト~粘

土からなる湿地状の堆積層であった。このことから、調査地は飛鳥~平安時代前半までは低湿地であ

り、居住には適さなかったとみられるO

調査地が耕作地となるのは第4bii層の段階以降であるが、北半には自然流路NR401が西に向って流

れており、この氾i監の危険にさらされていたと思われる。第4bi層はこの自然流路の氾濫堆積物とみ

られ、 SR402・408は洪水の影響を防ぐための土手の機能をもっていたと考えられよう。調査地全体

はNR401を含めて第3d. 3c層の氾濫堆積物で埋まり、ほほ平坦な地形となった。

なお、この流路はNG97-52次調査で確認されたNR401. NR402 (図38)およびNG96-66次調査

で確認されたNR4B01に方向が類似している[大阪市文化財協会1999・2000aJ。調査区付近の流路

は、幾度かの氾濫によって、 川筋を変えながら北西へ向って流れており、今回検出した流路もこれら
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第E章 NG06-2次調査の結果

のうちいずれかとなろう。なお、出土遺物の時期からみると、 NR401は11~ 12世紀とされるNR402

と同ーの流路であった可能性がある。

当地は第3c層の堆積によってほぼ平坦になった後は、連綿と耕作地として利用されていたと思われ

る。ただし作土を観察すると、近世段階においても、河川の洪水によって運ばれたと思われる砂層が

部分的に認められる。このことから、中世以降は現代までの問、調査地が可耕地である一方で、、比較

的低湿であり、河川の氾濫の影響を受けやすい立地環境にあったことが推測される。

(小田木)
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第W章遺構と遺物の検討

第 1節 火山灰分析

1 )はじめに

前述のように第14層からまとまって旧石器遺物が出土した。その出土層準の手がかりを得るために、

現地で椀がけによ って火山灰の有無を確かめたところ、上位の第12b層上部に褐色透明の火山ガラス

が認められ、第12b層下部には無色透明扇平型の火山ガラスが多量に含まれていた。このことから、

それぞれ横大路火山灰層(約7，300年前)と平安神宮火山灰層(約28，000年前)ではないかと考えられ、

旧石器遺物出土層準を明らかにする目的で火山灰分析を実施した(後述のV1地点試料)。 また、調査

区西側では地震によるとみられる地層の水平な「ずれJが認められた。調査区の東西聞における層序対

比を確かなものにするために、合わせて火山灰分析を実施した(後述のV2地点試料)。

2 )試料と分析方法

分析に用いた試料はV1. V2の2地点(図5・7)で採取した、それぞれ14試料と23試料の合計37

試料である。V1地点の試料は旧石器遺物出土地点に近接した南壁面で、 V2地点の試料は上述の地層

の「ずれJが認められた調査区西側の南壁面から採取したものである。なお、現場における試料の採取

に当っては、層理面や岩相の差異に留意して行った。

分析に用いた試料の処理方法は、基本的に[吉川ほか1986Jに従った。試料を水洗 ・飾別して中粒

シルト以下の泥分を除去し、乾燥の後、蝶・砂・粗粒シルトの飾別を行い、各粒径試料の重量を測定

した。 これら試料のうち、 3 .0 世 ~ 4.0 ~の極細粒砂サイズの試料を用いてプレパラートを作成し、偏

光顕微鏡(倍率:100倍)によ って鉱物 ・岩片等の粒子を200粒以上同定して数えた。鉱物組成は、新

鮮な鉱物と風化変質した鉱物 ・岩片などを区別しながら、新鮮な鉱物について火山ガラス ・長石 ・石

英 ・重鉱物の割合を求めた。火山ガラスは無色透明・褐色透明を区別し、重鉱物は角閃石類 ・斜方輝

石 ・単斜輝石 ・黒雲母 ・ジルコン ・アパタイトや磁鉄鉱などの不透明鉱物を同定した上で合算して求

めた。さらに、鉱物組成ダイアグラムを検討して、火山灰層準や火山ガラス等の火砕物が濃集してい

る可能性のある試料については、火山ガラスの形態および重鉱物組成を新鮮 ・風化を区別しながら各

200粒以上数え、火山ガラスの屈折率を20粒以上数えた。

火山ガラスの形態に当つては、[吉)111976Jの分類に従って行った。また、火山ガラスの屈折率は

[吉川ほか1986Jの位相差偏向顕微鏡を用いた分散法に拠って行った。なお、鉱物の新鮮・風化判定

に当っては、角閃石や斜方輝石などの有色鉱物を判定する場合は、自形 ・半自形はもとより、他形で

も結晶面が判定できる鉱物を新鮮と判定し、野開面すら判定できないものを風化とした。また、長石

ーよ
《

h
u



遺備と造物の検討第W章

や石英などの無色鉱物の場合はオープンニコルおよびクロスニコルの偏光顕微鏡観察において、気泡

もしくは少ないものを新鮮と判定し、そうでないものを風化とした。や汚れ・くすみが無いか、

3 )分析結果

i )Vl地点

粒度分析の結果については、喋・砂 ・泥の割合と粗粒シルト以上の粒度分布ヒストグラム・累計曲

線を図39に示す。

全般的に泥 ・砂が主体で、喋(-1 phi 以上)は試料V1-02~04 ・ 07 ・ 08 ・ 10 ・ 13 ・ 14に極微量含

まれるのみであった。以下、地層の累重に従って下位から順に記述する ことにする O 試料Vl-14・

13では泥の割合が高く、 Vl-12は砂が他に比べて高くなる 。 V1-11 ~ 10では泥 ・ 砂の割合に変化は

ほとんどないが、 V1-10にわずかに礁が含まれていた。 V1-08~05にはわずかな上方粗粒化の傾向

わずかに礁が含まれており、

当ヤ ，-10'静 当 rl09J 20~ rl0!督20， ，-10(J 20， ，-100" 20， ，-10σ 
I 01 I 06 I 11 ト

H 一 円 l-rト20 4 -1 .. I V1ト 20 4-1 . .11/1ト 20

J-2-1012345phi -3-2.1012J45phl -3.2.101234SPhi 

V1-04・03では泥・砂の割合に変化はほとんどないが、

V1-02 ~ 01 にはやや上方細粒化の傾向が見られた。

が認められ、
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第 I節火山灰分析

火山灰分析の結果については、火山灰の岩石記載学的性質を表5に、鉱物組成を図40aに、火山ガ

ラスの形態を図40bに、重鉱物組成を図40cに、火山ガラスの屈折率を図40dに示す。

新鮮な鉱物と風化した鉱物・岩片の割合は、試料V1 - 1O ~ 01で新鮮な鉱物が多く 、 20%以上を占

めた。 鉱物組成において、火山ガラスはV1 - 11 ~ 01が高率であり、特にV1-09 ~ 06 と 03で高い。長

石はV1-10 ・ 07 ・ 04 ・ 01が他に比べて高率であった。 石英は極少量含まれていたが、 Vl- 14~ 1l ・

07では認められなかった。 重鉱物は少量であるが、 V 1 - 1O ~ 07 と V 1-04 . 03がやや高い。

火山ガラスの形態は鉱物組成で火山ガラス ・ 長石・重鉱物の比較的多い、試料V1 - 1O ~ 07 . 04・

03で実施した。いずれも扇平型火山ガラス(Ha. Hb)が70%以上と高率であるが、V1-07・03は中

表5 火山灰の岩石記載学的性質(Vl地点)

試料 鉱物組成(%)
新鮮風化

火山ガラスの形態(%)
(%) 

No. 
Gl b.Gl Fl Qz Hm O 新鮮風化 Ha Hb b.Ha b.Hb Ca Cb Ta Tb 0 

V1-01 19.8 O 73.7 2.8 3.7 O 32.3 67.7 

V1-02 17.5 O 75.8 2.6 4.1 O 27.9 72.1 

V1-03 30.5 0.6 63.4 1.6 3.9 O 40.3 59.7 19.0 52.8 0.5 0.5 25.0 2.3 O O O 

V1-04 27.2 0.3 64.9 1.6 6.0 O 40.5 59.5 27.5 50.5 O 0.5 21.1 0.5 O O O 

V1-05 28.0 0.3 66.8 1.2 3.7 O 35.2 64.8 

V1-06 36.1 0.4 60.7 1.0 1.8 O 41.1 58.9 

V1-07 30.8 0.3 61¥.6 O 1¥.3 O 39.7 60.3 22.6 47.6 O 0.5 25.5 3.4 O 0.5 0 

V1-08 36.1 0.2 56.6 1.6 5.2 0.2 44.5 55.5 22.8 51.3 O 0.3 23.5 2.0 O O O 

V1-09 32.4 0.7 58.4 1.4 7.1 O 42.3 57.7 24.1 52.7 0.9 O 21.4 0.9 O O O 

V1-10 21.5 O 70.2 3.1 4.9 O 33.0 67.0 17.7 65.0 O O 17.3 O O O O 

V1-11 15.1 O 81.4 O 3.5 O 18.6 81.4 

Vl-12 0.9 O 96.0 O 3.1 O 4.8 95.2 

V1-13 1.3 O 98.3 O 0.4 O 5.3 94.7 

V1-14 0.8 O 96.8 O 1.2 1.2 2.4 97.6 

試ギ| 火山ガラスの屈折率(n)
重鉱物組成(%)

No. 
Am w.Am b.Ho Opx w.Opx Cpx w.Cpx Bi Zr Ap Opq 

V1-03 1.496・1.499(1.498・1.499)，1.508-1.513 (1.511) 78.9 10.5 O 5.3 O O O O O O 5.3 

VI-04 1.495-1.504 (1.499) 1.509-1.510 85.0 1.5 O 6.0 3.0 O O 1.5 O O 3.0 

V1-05 1.496-1.499，1.503 

V1-06 1.496.1.498-1.501 

V1-07 72.6 6.3 0.5 13.2 0.5 0.5 O O 0.5 0.5 5.4 

V1-08 1.496-1.501 (1.499) 77.5 3.0 1.5 9.0 O 2.5 O O O 2.5 4.0 

V1-09 71.0 5.2 6.4 6.9 0.6 0.6 O O 0.6 1.2 7.5 

VI-IO 79.2 5.8 3.3 3.3 1.7 0.9 2.5 O O O 3.3 

鉱物組成 :GI:火山ガラス、 b.GI:褐色火山ガラス、 FI目長石、 Qz:石英、 Hm:重鉱物、O その他、+・微量含む
ガラスの形態 :Ha'Hb:扇平型、 b.Ha'b.Hb:褐色扇平型、 Ca.Cb:中間型、 Ta'Tb 多孔質型、 0:その他の型
重鉱物組成 :f.Am 新鮮角閃石類、 w.Am:風化角閃石類、 b.Ho・褐色普通角閃石、f.Opx:新鮮斜方輝石、 W.Opx:風化斜方輝石、

f.Cpx・新鮮単斜郷石、 W.Cpx:風化単斜輝石、 Bi:黒雲母、 Zr・ジルコン、 Ap・燐灰石、 Opq:不透明鉱物
火山ガラスの屈折率欄の()内はモード値を示す。
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火山灰分析第 l節

問型火山ガラス(Ca. Cb)が30%近くあり、多孔質型火山ガラス(Ta. Tb)のうち、 Tb型が極少量含

また、褐色透明ガラスが少量ではあるがVI-09 ~ 03 に含まれていた。

重鉱物組成は火山ガラスの形態分類と同様に試料Vl- 1O ~ 07 ・ 04 ・ 03で実施した。 その全てにお
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表6 火山灰の岩石記載学的性質(V2地点)

試料 鉱物組成(%)
新鮮風化

火山ガラスの形態(%)
(%) 

No. 
Gl b.Gl Fl Qz Hm O 新鮮風化 Ha Hb b.Ha b.Hb Ca Cb Ta Tb 0 

V2-03 21.0 1.1 64.1 2.1 11.7 O 43.8 56.2 26.7 62.4 1.8 2.7 5.9 0.5 O O O 

V2-04 35.2 0.4 55.0 0.4 8.6 0.4 51.5 48.5 21.4 61.6 0.9 1.8 12.5 1.8 O O O 

V2-05 16.4 0.9 70.8 0.5 11.4 O 35.2 64.8 32.8 55.0 0.4 2.3 8.7 0.4 0.4 O O 

V2-06 29.9 + 57.8 0.8 11.5 O 54.5 45.5 29.1 59.9 0.5 0.8 8.9 0.8 O O O 

V2-07 16.3 + 67.4 2.2 14.1 O 47.5 52.5 23.3 66.7 O 0.9 8.7 O 0.4 O O 

V2-08 22.0 + 55.6 2.4 20.0 O 56.4 43.6 32.4 56.5 0.4 O 10.3 O 0.4 O O 
V2-09 24.5 o 59.8 2.8 12.9 O 52.2 47.8 34.6 48.3 O O 15.6 0.6 0.9 O O 
V2-10 18.0 o 64.3 2.8 14.9 O 42.2 57.8 37.1 53.3 O O 9.6 O O O O 
V2-11 16.0 o 68.1 2.7 13.2 O 41.4 58.6 28.5 52.8 O O 18.2 0.5 O O O 
V2-12 16.7 o 63.9 0.8 18.2 0.4 52.3 47.7 31.5 60.3 O O 8.2 O O O O 
V2-13 20.5 o 64.0 2.0 13.5 O 46.5 53.5 32.1 58.0 O O 9.4 0.5 O O 。
V2-14 30.2 o 58.6 1.8 9.0 0.4 49.5 50.5 
V2-15 26.0 o 63.5 2.1 8.1 0.3 46.1 53.9 
V2-16 30.1 o 62.8 1.3 5.1 0.7 45.3 54.7 30.0 61.3 O O 8.7 O O O O 
V2-17 34.2 o 58.8 1.7 5.3 O 45.2 54.8 38.0 60.1 O O 1.9 O O O O 
V2-18 38.1 o 56.9 1.6 3.4 O 47.2 52.8 30.0 64.0 O O 6.0 O O O O 
V2-19 32.9 o 62.2 1.7 3.2 O 42.1 57.9 30.5 63.0 O O 5.6 0.9 O O O 
V2-20 27.1 o 67.2 1.7 4.0 O 34.5 65.5 
V2-21 25.6 o 71.0 1.7 1.7 O 31.3 68.7 
V2-22 5.5 o 89.8 2.2 2.5 O 11.1 88.9 
V2-23 3.9 o 94.5 0.8 0.4 0.4 5.8 94.2 
V2-24 0.8 o 93.9 2.6 2.3 0.4 7.5 92.5 
V2-26 O o 96.5 2.3 0.8 0.4 4.2 95.8 

試料
火山ガラスの屈折率(n)

重鉱物組成(%)

No. 
Am w.Am b.Ho Opx w.Opx Cpx w.Cpx Bi Zr Ap Opq 

V2-03 77.4 2.0 1.0 5.4 0.5 2.9 O O O o 10.8 
V2-04 1.498-1.500 ，1.507-1.511 76.5 2.0 O 5.5 O 5.0 O 0.5 0 0.5 10.0 

V2-05 77.3 4.8 1.3 2.2 0.4 2.2 0.4 o 0.9 0.9 9.6 
V2-06 1.496-1.497，1.499-1.501 (1.499) ，1.504 ，1.509-1.510 84.6 1.4 2.3 1.8 0.9 1.8 O o 0.4 0.9 5.9 
V2-07 88.7 1.8 0.9 4.5 0.9 O O O o 0.9 2.3 
V2-08 1.495-1.502 (1.499) 84.4 1.3 1.3 2.5 。0.5 O O o 0.5 9.5 
V2-09 90.1 1.0 3.5 1.5 O O O o 0.5 0 3.5 
V2-10 87.3 1.0 0.3 2.5 0.5 0.5 O o 0.3 0.8 6.8 
V2-11 89.2 O 0.4 3.7 0.4 1.5 O 0.4 0 0.7 3.7 

V2-12 1.496-1.500 (1.498) 86.0 1.5 1.9 4.4 1.1 0.4 O O o 0.2 4.5 
V2-13 81.5 2.8 1.3 4.5 1.5 1.3 O O o 0.3 6.8 
V乙141.497-1.501 (1.498) 

V2-15 

V2-16 72.7 5.0 0.5 8.9 0.5 2.0 O O o 1.5 8.9 
V2-17 71.8 2.9 1.2 10.4 3.7 2.1 O O o 0.8 7.1 I 
V2-18 1.497 -1.500 (1.499) 67.4 7.2 0.7 14.9 2.5 1.1 0.4 0.4 0 2.5 2.9 I 

V2-19 64.8 9.0 O 17.6 2.4 1.0 O 0.3 0.8 0.3 3.8 I 

凡例は表5に同じ

-66 -
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第W章 遺構と遺物の検討

いて角閃石が高率であり、新鮮で緑色のものがほとんどを占め、褐色のものが極少量含まれていた。

V1-07では斜方輝石が比較的多く含まれていた。

火山ガラスの屈折率は鉱物組成で火山ガラスが多い、試料V1-08 ・ 06 ~ 03で実施した。 V1-08で

はn= l.496 ~ l.50 l(モードl.499)であった。V1-06はn= l. 496 とl.498 ~l.501、V1-05はn=

l.496 ~ l.499とl.503であった。V1-04はn= l.495 ~ l.504 (l.499)で、少量で、はあるが、 l.509、

l.510のガラスカf認められた。V1-03では n= l. 508 ~ l. 513 とl.496 ~l.499 0.511とl.498-l.499) 

であった。

ii)V2地点

V2地点における粒度分析については、喋-砂・泥の割合と粗粒シルト以上の粒度分布ヒストグラ

ム ・累計曲線を図41に示す。

喋-砂 ・泥の割合ではその傾向が、試料V2-21から上位とV2-22より下位で異なっていた。V2-

21から上位では上方細粒化の傾向が、 V2-22より下位では上方粗粒化の傾向が顕著に認められた。

以下、細かく見ると、試料V2-26では泥の割合が高く 、礁が含まれないのに対して、 V2-24では蝶・

砂ともに割合が顕著に高くなる o V2-24~22は上方粗粒化し、 V2-22 と V2-21では喋・砂・泥の

割合が全く異なった堆積の不連続が認められた。 V2-21~17はほぼ上方細粒化するが、 V2-17 ・ 16

で礁の割合が高くなる o V2-15 ~ 10では離 ・砂 ・泥の割合から見ても上方細粒化する。 V2-10から

V2-09にかけて喋の割合が高くなり、 V2-08で牒 ・砂の割合は低くなり、 V2-07では礁の割合が高

くなる 。 V2-07から V2-06にかけて礁の割合は低くなり、 V2-05~03ではV2-04で砂の割合がや

や高くなる。粗粒シルト以上の粒径分布ヒストグラムでも上述と同様の傾向がみられた。

火山灰分析については、火山灰の岩石記載学的性質を表6に、鉱物組成を図42aに、火山ガラスの

形態分類組成を図42bに、重鉱物組成を図42cに、火山ガラスの屈折率を図42dに示す。

新鮮な鉱物と風化した鉱物・岩片の割合では、試料V2-21から上位で新鮮な鉱物の割合が多くな

る。鉱物組成において、火山ガラスはV2-21より上位で高率で、あり、特にV2-18・14・09・06・04

ではその上下試料に比べてやや高い。長石はV2-19から上位へ徐々に高くなり、 V2-12で高率で、、

V2-09 ~ 06でもやや高率であった。 石英は極少量で、はあるが、全ての試料に含まれていた。重鉱物

はV2-26~ 18で低く、 V2-17 より上位で、漸移的に高率となる。特にV2-12 と V2-08およびその上

下位層準でやや高くなる。

火山ガラスの形態分類は重鉱物組成の火山ガラス・長石・重鉱物の割合を比較し、試料V2-19 ~

16 と V2- 13 ~03で実施した。いずれの試料も扇平型火山ガラスが80%以上と高く、 特にV2-19~16 ・

13 ・ 12 ・ 10で90%以上と高率であ った。 V2- 13 ~ 04で中間型火山ガラスが10%前後とやや高く、

中でもV2-11・09・04ではその上下層準に比べて高率で、あった。また、褐色透明ガラスが極少量で

はあるがV2-08~ 03 に含まれており 、特にV2-05 ~ 03では 2%以上と他に比べてやや高かった。

重鉱物組成は火山ガラスの形態、分類と同様に試料V2- 19 ~ 16 と V2-13~ 03で実施した。 全体とし

て角閃石が高率であり、新鮮で緑色のものがほとんどを占め、褐色のものが極少量含まれていた。試

料V2-16より下位ではその上位に比べて含有率が低下し、風化した角閃石が増加する。斜方輝石も
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V2-16より下位で増加し、風化・融食したものも比較的多く含まれていた。

火山ガラスの屈折率は試料-V2-18・14・12・08.06・04で実施した。V2-18では n= 1.497 ~ 1.500 

(モード1.499)であった。V2-14では n= 1.497 ~ 1.501 (1.498)、V2-12はn= 1.496 ~ 1.500 (1.498)、

V2-08はn= 1.495 ~ 1.502 (1.499)であった。 V2-06では n= 1.496 ~ 1.497、1.499~1.501、1.504、
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図43 大阪平野中央部の上部更新統~完新統における主要 5火山灰層の標準的な岩石記載的性質

[吉川ほか1986Jをもとに作成した越哲済原図を引用

上段 :各火山灰層の百分率表示、中段:層厚比に基づく降灰量に近似な相対比、下段 :各火山灰層の火山ガラス屈折率
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第N章遺構と造物の検討

および1.509 ~1.510とぱらつきがあるものの、モードは1.499にある。V2-04では n= 1.507 ~ 1.511 

(1.509 ) 、少量で、はあるが1.498 ~1.500のガラスも認められた。

4 )火山灰の対比

[吉川ほか1986Jに基づいて大阪平野中央部~奈良盆地の上部更新統~完新統における主要な 5つ

の火山灰層の岩石記載的性質をまとめたものを図43(超哲済原図)(註)に示す。図43の上段は火山灰

の鉱物組成や火山ガラスの形態、重鉱物組成を百分率で示したものである。百分率による表記は一般

的なもので、純粋な火山灰の岩石記載的性質を比較する際に有効である。しかし、土壌中に含まれる

ような火山灰は、火山灰の堆積後に再移動・再堆積し、または生物擾乱をはじめとする撹乱作用を受

けている。図43の中段の左図は、図43の上段の左図(鉱物組成)に示した百分率を大阪平野中央部に

おける降灰量に換算して示したものである。この図から、平安神宮火山灰層と横大路火山灰層の火山

ガラスが後期更新世~完新世に降灰した火山ガラスの大半を占めることが分かる。同様に、長石や角

閃石の大半が阪手火山灰層のものであり、中間型火山ガラスの大半が平安神宮火山灰層のものである

と言える。したがって、これらが再移動・再堆積したり、生物擾乱などを受けた場合には、百分率と

は異なった組成を示す可能性のあることを考慮しなければならない。そして、このような地層中の火

山灰層準を認定する際には、実際の降灰量を考慮することが有効である[超2007J。図43の下段の図

はそれぞれの火山ガラスの屈折率を示したもので、平安神宮火山灰層は n=1.498~ 1. 501(モード

1.500)、鬼虎川火山灰層は日=1.502 ~ 1.504 (1.503)、阪手火山灰層は n= 1. 498 ~ 1. 504 (1 .500 ) 、

港火山灰層は n= 1.521 ~ 1.526 (1 .522~ 1.523)、横大路火山灰層がn= 1.507 ~ 1.515 (l .510~ 1.512) 

である。なお、平安神宮火山灰層は広域火山灰である姶良Tn)(LlJ灰(AT)と、港火山灰層は欝陵隠岐

火山灰(U-Oki)と、横大路火山灰層は鬼界アカホヤ火山灰(K-Ah)と対比されている[吉川・井内

1991J。

本調査地における火山灰も土壌中に含まれていることから、上述のように実際の降灰量を考慮する

必要がある。これらを考え合わせて、以下に、それぞれの地点における火山灰の対比を行う。

i ) V1地点の火山灰の対比

図43と図42に示す各試料とを比較すると、 V1地点における各試料のうち、試料V1-08では鉱物組

成において火山ガラスが最も多く、火山ガラスの形態が無色透明で肩平型であり、屈折率がn=1.497 

~ 1.501、そのモードが1.499であること などが平安神宮火山灰層と類似してお り、同一の火山灰層で

あると考えられる。なお、重鉱物組成で角閃石が非常に多いことは、阪手火山灰層等の生物擾乱によ

る混入と考えられる。

試料V1-06では鉱物組成において火山ガラスがV1-08と同じ程度と多く、重鉱物が少ないこと、

屈折率がn= 1.496、1.498 ~1.501であることなどは平安神宮火山灰層と類似するが、屈折率にモー

ドが認められないことから、平安神宮火山灰層等からの混入あるいは二次堆積と考えられる O

試料V1-04は鉱物組成で重鉱物の含有率がその上下の層準に比べてやや高いが、屈折率がn=1.495 

~ 1.504の一群と極少量で、はあるが1.509、1.510に見られることから、平安神宮火山灰層と横大路火
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第 I節火山灰分析

山灰層からの混入があると考えられる O

試料V1-03では鉱物組成で)(Ll!ガラスの含有率がその上下の層準に比べて高く、褐色火山ガラス

を含むこと、屈折率に n=1.508 ~ 1. 513(モード1.511)が認められることから横大路火山灰層の降灰

層準に近いと考えられる。しかし、屈折率に n= 1.496 ~ 1.499 (モード1.498-1.499)が認められる

こと、 重鉱物組成で角閃石の含有率が高いことから、平安神宮火山灰層や阪手火山灰層等からの混入

があると考えられるO

以上のことから、長原遺跡の標準層序とは、下位から第12b層下部がNG13B層、もしくはNG13B.

C層、第12b層上部がNG13A~ 12C層、もしくはNG13A~ 12B層 にそれぞれ対比され、旧石器の出

土層準は平安神宮火山灰層の下位で、 NG13C層から14層に対比される地層と推定される。

ii) V2地点の火山灰の対比

V2地点における各試料のうち、試料V2-18は鉱物組成で火山ガラスの含有率が最も高く、火山ガ

ラスの形態が無色透明で、扇平型であり、屈折率がn= 1.497 ~ 1.500、そのモードが1.499であること

などが平安神宮火山灰層と類似しており、同一の火山灰層であると考えられる。

試料V2-14は火山ガラス屈折率がn=1.497 ~ 1. 501、モードが1 .498にあり、上下の試料に比べ

て火山ガラスの含有率が高いが、試料V2-18に比べると火山ガラスの含有率が低く、平安神宮火山

灰層の二次堆積もしくは混入であると考えられる。

試料V2-12は鉱物組成で長石と重鉱物の含有率が高いが、火山ガラスの形態は無色透明で扇平型

を主体とし、火山ガラス屈折率がn= 1.496 ~ 1.500、モード1.498であることから、平安神宮火山灰

層や阪手火山灰層等からの混入であると考えられる。

試料V2-08は鉱物組成で重鉱物の含有率が最も高く、長石もやや高いが、火山ガラスの形態、は無

色透明で、扇平型を主体とし、褐色肩平ガラスが含まれること、火山ガラス屈折率がn= 1.495 ~ 1.502、

モード1.499であることから、阪手火山灰層や平安神宮火山灰層および横大路火山灰層からの混入が

あると考えられる。

試料V2-06は鉱物組成で火山ガラスの含有率がその上下の試料に比べて高いが、屈折率がn=1.496 

~ 1. 497、1.499~ 1.501 、 1.504、および1.509 ~1.510とぱらつきがあり、火山ガラスの形態で褐色

扇平ガラスが含まれることから、平安神宮火山灰層と阪手火山灰層等からの混入があると考えられる。

試料V2-04は鉱物組成で火山ガラスの含有率が非常に高く、火山ガラスの形態で褐色扇平ガラス

が含まれること、屈折率がn= 1.507 ~ 1.511、モード1.509、重鉱物組成で斜方輝石が下位に比べて

増加することから、横大路火山灰層の降灰層準に近いと考えられる。しかし、屈折率に n= 1. 498 ~ 

1.500が見られ、 重鉱物組成で角閃石が高率であることから、平安神宮火山灰層や阪手火山灰等から

の混入があると考えられる O

以上のことから、長原遺跡の標準層序とは、下位から第12b層下部がNG13B層、第12b層上部がNG

13A~ 12C層、もしくはNG13A~ 12B層 にそれぞれ対比されると考えられる O

地層の水平な「ずれ」については粒度分析結果からみて、上下の試料に不連続が認められないことか

ら、本地点では地層をほとんど乱すことなく非常にシャープにずれていると考えられる。 (小倉)
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第W章遺構と遺物の検討

註)[越2007Jでは、図43の上・中段について記したように述べられている。下段については、その後加筆された

ものであるため、ここでは越哲済原図として掲載した。
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第2節 長原遺跡における姶良Tn火山灰層準下位の石器群について

1)対象とする石器群について

河内平野南部に位置する長原遺跡は、瓜破台地の東縁部から東側の沖積平野にまたがる大規模な複

合遺跡である。その遺跡範囲は広く、東西 ・南北ともに 2kmに及んで、いる。そのうち旧石器時代の石

器遺物や石器製作跡が集中して見つかるのは東南地区の平野区長吉川辺3丁目周辺であり、これまで

後期旧石器時代後半期のナイフ形石器を中心とした石器群が複数箇所で出土している(図44)。一帯は

中位段E面である瓜破台地の東側縁辺にあたり、この付近から段丘面は東や北東に向って緩やかな斜

面となって沖積平野の中に埋没している(図45)。旧石器包含層が残されているのは、こうした沖積地

の中に埋没した中位段丘の上位に低位段丘構成層が堆積した場所で、その埋没深度も比較的浅く 、現

地表の標高が約12mで、あるのに対し、 旧石器包含層は10m前後で、ある。

長原遺跡東南地区で出土した石器群は、東側に隣接する八尾南遺跡、と同様、後期旧石器時代後半期

が中心であったが、1990年に行われたNG90-62次調査地では、大阪平野ではじめて広域分布火山

灰との関係を層位的に確認できた後期旧石器時代前半期の石器群が出土している(註 1)。出土層準は

姶良Tn火山灰(註2)の降灰層準より下位の地層である(図46)。サヌカイト製の台形石器なとなを伴っ

ており 、後期旧石器時代前半期の中でも古い様相を示す。近畿地方中央部においてナイフ形石器が成

立する以前の石器群であり、かつ瀬戸内技法が成立する以前の石器群として評価されている。
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2003]により三瓶浮布火山灰に比定されている阪手火山灰の下位であり、姶良Tn火山灰の上位に位

置づけることができた(註3)。 後期旧石器時代後半期で最終氷期最寒冷期頃の石器群とみられ、豊富

な接合資料の存在から、 二上山産サヌカイト原産地の周辺における遺跡の石材消費の実態を示した好

例として注目された[大阪市文化財協会2000a]。

前章において報告したNG02-9次調査地では、厚い沖積層の下位に堆積した低位段丘構成層の中

に旧石器包含層が良好に残されていた。特に姶良Tn火山灰(以下AT火山灰と省略する)の濃集層準が

石器遺物の出土層の上位である第12b層下部において確認できたため、出土した石器群はAT火山灰

の降灰以前のものであることが明らかとなった。長原遺跡では、 AT火山灰の降灰層準より下位から

出土した石器群と明確に認定できた石器群は、上述したNG90-62次調査地以外には見つかっておら

ず、今回のNG02-9次調査地の事例が2例目となる。

そこで、今回、 NG02-9次調査で出土した石器群の性格を明らかにするため、 NG90-62次調査

地から出土した石器群と比較検討を行い、長原遺跡における後期旧石器時代前半期の石器群の様相に

ついて述べておく 。

2 )長原遺跡90-62次調査地NG14層出土石器群について

i )石器群の出土層位

長原遺跡ではこれまでの発掘調査にもとづき標準層序が設定されており、現代の盛土であるNGO
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第2節 長原遺跡における姶良Tn火山灰層準下位の石器について

層から中位段丘構成層上部のNG19層に至る地層が確認されている[大阪市文化財協会2001bJoこの

うち、旧石器遺物が包含されているのは、沖積層下部から低位段正構成層に分類されるNG13 ~14層

である 。 ここでは、旧石器時代の出土遺物に関わるNG13~ 14層の層相と石器群の年代を決定するう

えで重要な広域分布火山灰との関係について概略を述べておく 。なお、長原遺跡、の標準層序について

は102頁の別表2を参照していただきたい。

NG13A層は長原遺跡東南地区を模式地とする地層で、NG13Ai層とNG13Aii層に細分される。 NG

13Ai層は暗灰色火山灰質細粒シルト層、NG13Aii層は暗灰色ないし灰黄色火山灰質細粒シルトで、

このうちNG13Aii層には条件が良い場所では中間型~多孔質型の火山ガラスと角閃石 ・長石が多い

阪手火山灰がレンズ状に挟まれているO 阪手火山灰は[町田・新井2003Jにより島根県三瓶火山起源

の三瓶浮布火山灰に比定されている(ただし、鳥取県大山系の火山灰であるという説もある)。 また、

阪手火山灰の年代は福井県水月湖の年縞堆積物により約21，000年前の年代が出されている[福沢1995J

(註4)。 なお、長原遺跡の東南地区や八尾南遺跡から出土した旧石器の多くはNG13層から出土して

いるが、 NG13A層かNG13B層か不明なものが多い。

NG13B層も東南地区を模式地とする地層で、 NG13Bi層とNG13Bii層に細分される。NG13Bi層

は黄褐~灰黄色シルト質粘土~粘土質シルトからなる部分的な暗色帯構成層で、 NG96-79・97-52

次調査地ではこの層から石器遺物が出土している O また、これらの調査地に隣接したNG97-12次調

査地の石器群もこの時期に比定されている。NG13Bii層は無色透明の肩平型ガラスである姶良Tn*

山灰が含まれる。

NG13C層は下位層の最上部が土壌化したもので、 一部は湿地堆積層を形成している。NG13B層と

ともに暗色帯構成層である O

NG14層は上部が灰白~緑灰色シルト質砂~砂質粘土で下部が灰色砂喋~砂質シルトからなる小谷

を埋めた堆積層である 。 東南地区の模式地で、は層厚は20~80cmになる o NG90-62次調査地の石器

群は本層の下底付近で出土した(図46)。

NG15層は低位段Eを構成する砂磯層で、緑灰色の砂礁が優勢な河成堆積層である。本層の下底部

のラミナ面からはナウマンゾウの足跡化石が見つかっている。

NG 16 ~ 19層は中位段丘構成層であり、砂 -磯優勢の砂泥互層が堆積しているoNG16・17層から

はナウマンゾウの足跡化石が、 NG17Bii層からはナウマンゾウの臼歯片がそれぞれ見つかっている。

ii)石器群の遺物分布(図47)

NG90-62次調査地のNG14層出土石器群は遺物集中部を伴って出土した。遺物集中部は大きく 3

箇所あり、調査区中央の北東一南西方向に延びる低地部を中心に分布している。北西側の微高地面に

おいて搬入喋を含んだ約50点、中央の低地部北側で10数点、北東一南西方向の低地部に沿った東側

の斜面部で約60点の石器遺物が出土している。それぞれの集中部には相互に接合関係が見られること

から、単一時期の石器群とみなすことができる。また、北西側の集中部を含めて、調査区の北壁ぎわ

になると石器遺物の分布が希薄になっていることから、おおむね石器群の分布は調査区の中におさま

るものとみられる。
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第2節 長原遺跡における姶良Tn火山灰層準下位の石器について

i i i)石器群の概要

NG90-62次調査地のNG14層からは、 11点の搬入礁を除いて109点の石器遺物(接合後の実数。遺

物点数は116点)が出土した。その内訳はナイフ様石器2点、台形石器2点、掻器 l点、削器 1点、

石核転用削器3点、細部調整痕のある剥片 l点、石核転用刃器(石核利用後、 縁辺がそのまま刃部と

して使用されたもの)1点、微細剥離痕のある剥片 1点、石核5点(接合後の実数。遺物点数は6点)、

剥片 ・砕片91点(接合後の実数。遺物点数は94点)、叩き石 l点(接合後の実数。遺物点数は4点)で

ある。蝶岩製叩き石と石英製剥片 1点、搬入離を除き、すべてサヌカイト製である。以下、各器種の

概要を述べておく 。

a )ナイフ様石器(図48、図版16)

NG90-62次調査地のNG14層出土石器群の石器には、剥片の縁辺を刃部とする斜刃の小型剥片石

器が2点認められた。しかし、これらの石器にはナイフ形石器に特有の刃潰し加工や背部加工といっ

た急斜な角度による整形剥離が認められず、いずれも細部調整は不規則で部分的な加工に留まってい

た。こうした定義上はナイフ形石器に分類できないものの、剥片の鋭利な縁辺を刃部とし、他の部位

に不規則な細部調整や折断を施した石器を「ナイフ様石器」と呼ぶこととする[旧石器文化談話会編

2007J。

90CD39(図48)はやや厚みのある横長剥片を素材とする。長さ3.07cm、幅1.20cm、厚さ0.70cm、重

さ2.1gであるO 剥片の側辺にあたる尖鋭な縁辺をそのまま先端に利用している。腹面の左辺上半に

は主剥離面に先行する剥離痕が残されていることから、素材剥片は打面と作業面を入れ替える交互剥

離によって得られたものとみられる。細部調整は基部側の両側縁に主として腹面側から施されている

が、縁辺を打ち潰したような微細な剥離痕と敵打によってできた細かなクラックがあわせて認められ

た。こうした整形方法はナイフ形石器の刃潰し加工とはまったく異なるものである。

90CD1 04 (図48)は横長剥片を素材とする。長さ3.69crn、幅1.58crn、厚さ0.58crn、重さ2.5gである。

90CD39と同様に細部調整は基部側に施され、剥片の縁辺がそのまま先端として利用されている。素

材剥片の剥離は、腹面の打面側に主剥離面に先行する剥離痕が残されていることから、交互剥離によ

るものもとみられる。細部調整は背面の基部側の左辺に主として背面側から施されている。わずかに

対向剥離が認められるが、おそらく挟み打ちによるものであろう。こうした整形方法もやはり通常の

ナイフ形石器のものとは異なっている。

b)台形石器(図48、図版16)

後期旧石器時代前半期の石器群にみられる不定形で部分的な加工が施された小型剥片石器は一般に

台形様石器と呼ばれている。この台形様石器の定義については、ナイフ形石器との分離に主眼が置か

れていたため、その対象とする範囲は包括的なものとなっている[佐藤宏之1988J。そこで、[旧石器

文化談話会編2007Jに従い、平面形が台形を呈し、石器の主軸に対して直交する一端に刃部を設け、

第一次剥離で得られた素材の鋭い縁辺を刃部とした剥片石器を「台形石器」とし、形態がより不整形で

二次加工も不規則かつ部分的で折断が多用されたものを「台形様石器jに分類しておく O

NG90-62次調査地のNG14層からは、台形石器に該当するものが2点認められた。
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第2節 長原遺跡におけ る姶良Tn火山灰層準下位の石~について

90CD89(図48)は横長剥片を素材とする。長さ2.86cm、I¥fai1. 0 6 cm、厚さ0.39cm、重さ1.3gである。

刃部が主軸に対して厳密には直交していないが、先端に設定されたことは明確で、あり、細部調整が両

側縁に施されていることから、ナイフ様石器ではなく台形石器として分類した。背面は主剥離面に先

行するネガティヴ面と石核底面にあたる平坦なポジティヴ面の2面で構成されており、剥片素材の石

核から剥離された有底の横長剥片を用いている。連続して整った細部調整が両側縁に施されており、

背面右辺は背面側から左辺は腹面側から錯向剥離が行われている。先端部の腹面側には平坦で、細かな

剥離痕が認められるが、刃縁の調整あるいは使用の過程で形成されたものであろう。

90CD128 ( 図 48 ) は小形の横長剥片を素材とし、平面形は台形を呈する。長 さ 2 . 34cm 、 I\J~ 1. 25cm 、

厚さ0.50cm、重さ1.5gである。背面は 2面の剥離痕で構成されている。素材剥片の打面部は折り取

られたものとみられ、)J夏面の右辺にはその際の折断面が残されている。この折断面の腹面側の稜上に

は細かいクラックが残されていることから、挟み打ちをするように折り取られた可能性がある。細部

調整は両側縁ともに背面側から急斜な角度で連続して施されている。先端部に新欠がわずかにある。

以上のようにNG14層から出土した小型の剥片石器には、ナイフ様石器2点と台形石器2点がそれ

ぞれ認められる。ナイフ様石器とした90CD39・104は不規則で部分的な整形加工に留まっており、

その調整方法はナイフ形石器の刃潰し加工や背部加工とは異なっている。また、剥片の尖った縁辺を

そのまま先端部とし、基部の両側縁に細部調整を施している。こうした技術形態は、後期旧石器時代

前半期に台形石器とともに出現するペン先形ナイフ形石器と共通した要素をもっ。

一方で¥ナイフ様石器と台形石器は素材剥片の大きさや形状が共通しており、両者の素材剥片の獲

得は同一の剥離技術を土台にしていたものとみられる。90CD89にみられる背面の剥離面構成は、こ

れらが剥片素材の石核から剥離された有底の横長剥片であったことを示しているが、石核底面の付着

がそれほど意識されていたとは思えない。なお、 NG90-62次調査地の石器群にみられる剥片剥離技

術については後述する。

c)掻器(図48、図版16)

l 点のみ認められた。 90CD30は短形剥片を素材とする 。 長さ 4.79cm 、 I\J~3.91cm 、 厚 さ 0 . 65cm、重

さl1.8gである。背面の右辺側には大きく牒面が残る。刃部は剥片末端に設定され、右辺側に急斜度

の細部調整が弧状となるように施されているが、その範囲は部分的である。

d)自Ij器(図48、図版16)

l点のみ認められた。90CD107はやや厚手で大型の横長剥片を素材とする。長さ4.09cm、幅6.88

cm、厚さ1.01cm、重さ29.7gである。背面は素材剥片の主剥離面に先行する複数のネガテイヴ面で構

成される。刃部の細部調整は素材剥片の打面を除去するように、背面側から横位に連続して急斜度な

剥離が加えられている。各剥離痕は幅 1cm程度で、鋸歯状の刃部に仕上げられている。また、細部調

整に先行して背面には打面側からの加撃による平坦な剥離痕が複数みられる。また、鋸歯状の刃部側

と相対する素材剥片の末端側の縁辺も使用されており、微細な剥離痕が不連続ながら認められる。

e )石核転用削器(図48・50、図版16)

NG90-62次調査地のNG14層出土石器群を特徴づけるものとして石核転用の削器がある。3点が
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第N章 遺構と遺物の検討

認められた。いずれも石核として利用したのち、部分的に細部調整を施して削器としたものであるが、

調整加工をした刃部以外の縁辺にも使用によって生じたとみられる微細な剥離痕が残されている場合

が多い。

これらの石核の形状にはいくつかの共通点がみられる。石核の素材となった大型剥片の打面側に作

業面を設定し、主剥離面の平坦なポジテイヴ面を取込むように剥片剥離が進められている。ただし、

単一の剥離痕が残されただけで剥離があまり進んでいないものもある。基本的に打面と作業面を入れ

替えず、横方向に打点をずらす並列剥離が主体的であるが、打面と作業面を入れ替える交互剥離もあ

わせて行われたものと考えられる。また、規則的とはいえないが、やや小ぶりな剥離痕が打面側に残

されていることから、景Ij片剥離に先行して打面調整が行われる場合もあったようである。これらの石

核から剥離された剥片は、前述のナイフ様石器や台形石器の素材剥片となりうるものである。

90CD36(図48)は大型剥片が複数の剥片に分割されたもので、その一片(最終面は背面上側のネガ

テイヴ面である)をそのまま石核に転用したものである。長さ3.97cm、幅5.77cm、厚さ1.02cm、重さ

21.3gである。石核の素材となった剥片の腹面側には主剥離面の打面部から剥離されたネガティヴ面

がl面認められる。この面が剥離作業面であるが、素材となった剥片の打面部が除かれた程度で、剥

片剥離はそれほど進行していない。主要刃部は石核の打面側に設定され、打面縁に沿って細部調整が

不連続に施されている。この細部調整は基本的に腹面側から行われているが、石核の作業面には打点

付近に背面側から施された細かな剥離痕がまとまって認められる。また、相対する末端側にも使用に

よって生じたとみられる微細剥離痕が残されている。

90CD46(図50)は横長剥片素材の石核を転用したものである。長さ3.92cm、幅5.23cm、厚さ0.95cm、

重さ13.1gである。素材剥片は大型剥片をスライスするようにして複数枚の剥片に分割したものの l

つで、90CD35と接合する。腹面はもとの大型剥片(分割される前の剥片)の主剥離面にあたる。腹面

の打面側には石核の作業面であるネガティヴ面がl面残されているが、接合状態から復元されるもと

の剥片形状から推定すると、複数回の剥片剥離が行われたものとみられる O 主要刃部はこのネガテイ

ヴ面側にあり、打面縁に沿って細かく連続した細部調整が腹面側から施されている。この刃部に直交

する縁辺にも、新欠があって分かりづらいが、使用痕とみられるごく微細な剥離痕が不連続ながら認

められる。

90CD113(図48)は厚手で大型の横長剥片を石核とし、それを転用したものである。長さ3.41cm、

|隔8.39cm、厚さ1.24cm、重さ26.0gである。石核の素材剥片の主剥離面側に打面側から剥離された 3

面の剥離痕がみられる。これらが石核の剥片剥離作業面である。打面部にはこれらの剥離に先行する

打面調整とみられる剥離痕もいくつか認められる。刃部は打面側と相対する他端(素材剥片の末端組1])

に設定され、部分的であるが、細かく連続した細部調整が施されている。長軸方向に対する両端部も

刃部として使用されたようである。

f)石核転用刃器(図49、図版17)

l点のみ認められた。90CD29はやや薄手の横長剥片を石核とし、石器に転用したものである。長

さ4.28cm、幅5.73cm、厚さ0.76cm、重さ14.1gである。石核の素材となった剥片の打面側から表裏両
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図49 NG90-62次調査地の石器(2) 

面に複数回、打面と作業面を入れ替えるように剥離が加えられている。剥離された剥片はいずれもご

く小型のものである。石核には90CD55・71の2枚の剥片が接合する。刃部は剥片剥離作業面と相対

する他端に設けられており、内湾した縁辺に微細な剥離痕が連続して残されている。使用により生じ

たものとみられる。

g)細部調整のある剥片(図48)

l点のみ認められた。90CD112(図48)は縦割れを起こした薄手で大型の短形剥片を利用したもの

である。長さ6.65crn、幅2.06crn、厚さO.63crn、重さ7.8gである。剥片の末端側を鋭く尖らせるよう

y
l
よ
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図50 NG90 - 62次調査地の石~ ( 3 ) 

に背面側から細かな調整を加えて尖頭形に整形をしている。また、縦割れを起こした側縁はそのまま

とし、他の側辺に背腹両面から断続的に細部調整を施している。

h)微細剥離痕のある剥片(図50、図版16)

l点のみ認められた。90CD35は横長剥片である。石核転用削器90CD46と接合する。背面側の右

辺と末端の縁辺にかけて使用によって生じたごく微細な剥離痕が認められる。長さ3.95cm、幅6.68cm、

厚さ0.98cm、重さ 19.2gである。

i )石核(図49・51、図版17)

上述した石核を転用した石器である90CD29・36・46・113を除くと石核は90CD13・17・18・40・

77+114(剥離時の垂直割れが接合)の 5点が出土している。いずれも長さ 4~ 5 cm、幅 6~7cm、厚

さ1.5cm前後の厚手でやや小ぶりな板状の剥片を素材としている。ほとんどの石核が素材剥片の打面

側に作業面を設定し、主剥離面の平坦面を取込むように剥片剥離が進められている。石核90CD17(図

51) .40 (図49)は素材剥片の打面側だけではなく、相対する末端側からも剥片剥離が行われている。

それぞれの石核の剥離痕から復元される剥離技術は、打面を横方向にずらす並列剥離であり 、打面

と作業面を入れ替えることはあまり行われていない。打面調整とみられる剥離痕は石核90CD17・40

に残されているが、ごく部分的なものであり、 他の石核には認められない。また、石核の底面の取込
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第W章遺構と遺物の検討

みを意識した剥離も認められるが、石核90CD17・40でみられるように、腹面に沿うような平坦剥離

によって薄手の剥片も剥離されている O

いずれの石核もそれほど剥片剥離を進行させていないので、不確定な部分は残るが、 NG90-62次

調査地の石器群にみられる剥片剥離技術は、打点を横位にずらせながら剥離を進める並列剥離が中心

で、交互剥離も少ないながら認められる。打面調整はいずれも低調であり、それほど行われることは

ない。また、石核周縁から石核面に沿わせるような平坦剥離が行われているという特徴を指摘できる。

なかでも平坦剥離による剥片剥離という特徴は、後期旧石器時代後半期の近畿地方中央部において発

達した瀬戸内技法を中心とする横長剥片剥離技術の中には見い出しがたいものであり、台形石器が伴

う前半期の石器群に特徴的な技術要素のーっとして指摘できる。

j )接合資料(図49~5 1 、図版16 ・ 1 7)

接合資料は10組が認められた。

J90CD-1 (図51、図版17)は剥片6点(90CD17・73・77+114・86・113・146)で構成される接合

資料であるO そのうち90CD17と77+114が石核に利用されている。また、 86は剥片77+114の打面

調整剥片とみられる。原礁から厚手で大型の剥片を剥離した初期段階の剥離工程を示す接合資料であ

る。剥片90CD73と石核90CD77+114の打面部には主剥離面に先行する剥離痕が見られることから、

交互 ・並列剥離による剥片剥離が行われたものとみられる。

J90CD-2 (図50)は剥片2点(90CD35・46)で構成される接合資料である。90CD35は微細剥離痕が

ある剥片、 90CD46はさらに石核に利用され、その後削器に転用されている。もともと lつの大型剥

片をスライスするように複数枚の剥片へ分割したものである。90CD46は背面側に残るネガティヴ面

が最終的な剥離面であるが例外的に剥片として扱っておく O

J90CD-3(図51、図版17)は剥片4点(90CD13.123 . 132+144・137)で構成される接合資料で

ある。原礁から剥片を剥離した初期段階の剥離工程を示す接合資料である。石核90CD13と剥片

90CD132 + 144・137の打面には、それぞれの主剥離面に先行する剥離痕が認められることから、

J90CD-1と同様、交互 ・並列剥離による剥片剥離が行われたようである。

J90CD-4(図49、図版17)は剥片 2点(90CD48・68)と石核 I点(90CD40)で構成される接合資料

である。

J90CD-5 (図51、図版17)は剥片 4点(90CD9・47・56・84)で構成される接合資料である。

90CD47・56・84の打面には主剥離面に先行する剥離痕が認められることから、交互 ・並列剥離が行

われたものとみられる。本資料も原礁から剥片を剥離する比較的初期段階の接合資料とみられる。

J90CD-6(図49、図版17)は剥片(90CD23)と石核(90CD18)の2点で構成される接合資料である。

J90CD-7 (90CD81・90)(図48、図版16)・J90CD-8(90CD28 . 51) (図48、図版16)はともに剥片

の折れ面が接合したものである。

J90CD-9は砂岩の喋片4点(90CD42・52・64・119)が接合した資料である。叩き石とみられる。

J90CD-10(図49、図版17)は剥片2点(90CD55・71)と石核1点(90CD29)が接合した資料である 0

90CD29は剥片剥離後に縁辺を刃部として使用し、石器へ転用されている。
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第2節 長原逃跡、における姶良Tn火山灰層準下位の石器について

k)剥片 ・砕片

剥片と砕片は合計91点(接合後の実数 :遺物点数は94点)であった。このうち長幅ともに 1cmに満

たないものは砕片とした。剥片87点、砕片4点で、剥片のうち l点は石英製であるが、他はすべてサ

ヌカイ ト製である。剥片の中には原離分割の初期段階や石核調整の際に剥離された剥片や二次加工な

どの際に生じたとみられる小型の剥片も含まれている。そこで、ここでは剥片の大きさによる分類を

行い、それぞれの剥片のもつ属性に留意しながらNG90-62次調査地から出土した剥片全体の特徴を

述べておく。

図52は剥片の長幅値を示したグラフである。完形品と長幅値の計測に問題のない部分を欠損した剥

片をデータとして用いた。また、石器の素材となった剥片との比較を行うため、ナイフ様石器、台形

石器、石核転用削器・刃器、 削器、掻器などの石器類を剥片形状にあわせて図示しである。グラフを

見るとNG90-62次調査地で出土した剥片は、長幅比1 1 ~ 1 : 2程度の横長剥片が主体であるこ

とが分かる。剥片はその大きさからおよそ2つのグループに分かれる。すなわち、長さ 4cm、幅4.5

cm未満のものとそれ以上のものである。前者の小型剥片をA類、後者の大型剥片をB類、として分類し

ておく O 前者はナイフ様石器や台形石器、後者には石核、石核転用削器 ・刃器などと同じグループで

ある。この分類に従い、もとの大きさが推定可能な剥片(不明品 l点を除く86点)をA.B類に分類し

た。A類は70点(86点中)認められた。この中には石器の素材となる剥片のほかにさまざまな調整剥

片が含まれている。B類は16点(86点中)である。接合資料ーなどを参考にすると、大部分は原離の分

割といった初期段階の剥片と思われる。例えば、明らかに原石の分割過程であることを示す接合資料

は、剥片末端が強いヒンジ ・フラクチャーを起こしているものが目立つ。B類剥片全体の40%弱にヒ

ンジ・フラクチャーが認められたが、 A類ではごくゆるいものを含めても20%程度であった。したがっ

て、B類の多くが原礁の分割という初期段階で得られた剥片である可能性は高い。

剥片の打面形態はA.B類で大きな差異はみられなかった。A.B類(86点中)合わせて、単剥離面

打面36点(42%)、二面剥離面打面10点(12%)、礁面打面14点(16%)、点状打面5点(6%)、線状打

面7点(8%)、打面が剥離時に粉砕したもの 4点(5 %)、不明10点(12%)であるO

剥片背面に石核面(素材段階の剥離面)を残すものは45点(86点中)認められた。A類は37点が認め

られたが、大型剥片であるB類はその判別が困難なものが多かった。また、A類には目的剥片以外の

調整剥片も多数含まれることが推定されるので、長111高値が2.5cm未満(A1類)とそれ以上のもの(A2類)

に便宜的に分けておく O 小型剥片には調整剥片が含まれる割合が高いと考えられるからである。剥片

背面に残された石核面の剥離面構成は、ネガティヴ面であるものが13点(A1類5点、 A2類6点、 A1・

A2類に細分できなかったもの2点)、ポジテイヴ面であるものが9点(A1類4点、A2類5点)、ネガ

テイヴ面かポジテイヴ面か判断できなかったものが15点(A1類10点、 A2類3点、 A1. A2類に細分

できなかったもの2点)であった。点数が少ないこともあって、A1. A2類ともに有意な差異はみら

れなかった。

剥片背面に喋面を残すものはA.B類合わせて30点(86点中)であった。A類が19点(70点中)、B

類が11点(16点中)で、背面の1/2以上に喋面を残すものがB類は7点、 A類は10点であった。B類

Fh
u
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第W寧遺構と造物の検討

が目立つのは、 B類剥片の大半が原礁の分割過程や石核調整といった初期工程の中で剥離されたもの

であることを示している。

3 )長原遺跡02-9次調査地出土石器群との比較

NG02-9次調査地から出土した石器群は、地層の検討の結果、 NG90-62次調査地の石器群と同

様にNG14層相当層から出土したことが分かっている。出土点数は9点とごくわずかで、細部調整が

ある剥片 l点、剥片7点(横長剥片4点、短形剥片3点)、石核 1点である。石器類がほとんどみられ

ないことから、その編年的位置づけが容易ではないが、 02AE658のような並列剥離技術を示す石核は、

素材となった剥片の形状や剥離方法でNG90-62次調査地の石器群と共通する部分が多い。また、剥

片の中には打面部に先行する剥離痕が残されていることから、交互剥離による剥片剥離も行われてい

たものと思われる。所属時期を決定できる石器類が組成に含まれていないが、出土層位や剥片剥離技

術のあり方からみると、 NG90-62次調査地のNG14層出土石器群と同一時期のものとみなしうる。

4 )まとめ

石核、接合資料、剥片などの資料から総合的に判断すると、 NG90-62次調査地のNG14層出土石

器群では、ナイフ様石器や台形石器などの素材は剥片素材の横長剥片石核から剥離されているが、近

畿地方中央部で後期旧石器時代後半期に普遍的にみられる有底横長剥片の剥離技術がこの時期にはま

だ確立していなかったことがうかがえるO つまり、石核底面の取込みを意識した瀬戸内技法に代表さ

れる定型化した横長剥片剥離技術が充分に定着していなかったということである。また、石核の素材

となる厚手の大型剥片の剥離には交互剥離が行われているが、瀬戸内技法第 l工程のように効率的な

ものではなく、剥片の大きさや形状もば
(cm) 
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らつきが大きい。原石の分割と石核素材

の獲得という対応カfスムースではない印

象を受ける。

剥片の中に占める石核底面の付着率は

A類剥片全体で43%(37/70点)である

(ただし、目的剥片と調整剥片の双方を含

んでいる)。しかしながら、 NG90-62次

調査地の石器群の中では、断面が三角

形 ・台形といった形状の整った有底剥片

は非常に少ない(図48の90CD20・92な

どカfある)。

当石器群は出土層位からみて、 AT火

(cm) 山灰層下位の後期旧石器時代前半期に位

置づけられるものである。近畿地方中央
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部においては、同時期の石器群に奈良県峯ノ阪遺跡下層石器群[奈良県立橿原考古学研究所編1996]

がある。峯ノ阪遺跡の下層石器群は有底横長剥片の出現率が低く、石器類もわずかにペン先形の台形

様石器がI点伴う程度である[光石1999]。こうした特徴からみると、峯ノ阪遺跡の下層石器群はNG

90-62次調査地の石器群よりも若干古い時期である可能性がある。

一方、同じAT火山灰層の下位である兵庫県板井寺ケ谷遺跡下層の石器群[兵庫県教育委員会1991]

や七日市遺跡第W文化層の石器群[兵庫県教育委員会2004]では翼状剥片 ・同石核や国府型ナイフ形

石器に類似する 1側縁加工のナイフ形石器が出土しているが、この段階になると、ナイ フ形石器の素

材となる有底横長剥片を生産する剥離技術とともに素材剥片の打面を背部として腹面側から 1側縁加

工をおこなうナイフ形石器の製作技術がlつの組合せとなって成立していることがわかる。こうした

ナイフ形石器製作の各技術要素の結合が近畿地方の後期旧石器時代後半期を支える根本的な技術単位

となったのである。瀬戸内技法もこうした脈絡の中で成立したものと思われる。 したがって、有底横

長剥片を素材としたナイ フ形石器が認められないNG90-62次調査地の石器群は、これらの遺跡の石

器群よりも古い時期と考えられるのである。

以上のことから、長原遺跡におけるNG14層出土の石器群は、後期旧石器時代前半期に特徴的な刃

部磨製石斧などが共伴しないものの、前半期の中でもより古い時期の石器群とみなしうる(註5)。

(絹)11) 

註)

(1)今回、比較資料として紹介する長原遺跡90-62次調査地は大阪市平野区長吉川辺3丁目44に位置する。民

聞の開発事業に伴う発掘調査で、当協会により 1990年 1 2月 17 日~1991年3月18日にかけて調査が実施され

た。調査面積は400m2で、ある。

(2 )これまで当協会が刊行してきた発掘調査報告書では、姶良Tn火山灰を近畿地方において発見された火山灰

の命名に従って平安神宮火山灰と呼称してきたが、旧石器研究においては石器群と日本列島の広域分布火山

灰との関係が編年上重要な指標となることから、本稿では混乱を生じないよう姶良Tn火山灰という一般的

な名称に統ーしておく。

(3)NG97-12次調査地から出土した石器群の出土層準は、 NG96-79・97-52次調査地の石器遺物と同様、

長原遺跡標準層序のNG13Bi層に比定されている。なお、阪手火山灰の降灰層準はNG13Aii層である。

(4 )福井県三方五湖の水月湖に堆積した水成堆積物の年縞編年による。アカホヤ火山灰(K-Ah)をBP7，325年(暦

年較正した年代)とすると、警官陵隠岐火山灰(U-Oki)はBPIO，350:t125年前、阪手火山灰はBP20，912:t524

年前になるという。

( 5 )これらの石器群に並行する石器群としては、兵庫県七日市遺跡第E文化層[兵庫県教育委員会1990Jがあげ

られよう。列島全体の石器群の中で位置づけるなら、後期旧石器時代前半期の中でも前半段階の石器群で、

南関東地方の武蔵野台地区層下部層準出土の石器群と対比することができょう。
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表7 NG90-62次調査地の石器遺物(その 1- 1) 

造物番号 地区 層位 標高(m)iミさ(cm) 帆(cm) 厚さ(cm)重量(g) 石材 器 f車 最Ij片形態 類型 打面形態

90C0009 北側iili:14J(il 10.376 3.98 7.50 0.84 22.6 サヌカイト 剥片 横長剥片 B 一而剥離商
90C0013 4区 14層 10.276 3.85 7.62 0.96 29.6 サヌカイト 石核 横長剥片 B 不明
90C0017 4区 14層 10.375 4.79 7.85 1.70 57.0 サヌカイト 石核 横長剥)'，- B 型車面
90C0018 4区 14屑 10.262 3.45 6.05 1.68 37.0 サヌカイト 石核 級長剥片 B 車整面
90C0019 4区 14層 10.409 1.15* 0.65 0.15 0.1 サヌカイト 華IJ片 短形葦Ij片? A 不明
90C0020 4区 14層 10.403 1.05 2.05 * 0.33 0.8 サヌカイト 剥片 横長幸IJ片 A1 単剥離商
90C0021 4区 14層 10.374 1.95 * 1.90 0.30 0.9 サヌカイト 剥l片 機長幸Ij片 A1 単剥離面
90C0022 4区 14層 10.400 1.40 1.35 * 0.26 0.5 サヌカイト 剥片 横長預l片 A 単剥維商
90C0023 4区 14層 10.254 1.92 3.08 0.77 2.9 サヌカイト 新l片 機長君IJ片 A2 単剥紙面
90C0025 4区 14層 10.389 1.70 2.95 0.74 2.5 サヌカイト 華IJ片 機長剥片 A2 単剥離而
90C0026 4区 14層 10.368 1.35 1.45 * 0.28 0.4 サヌカイト 華IJ片 短形事IJ片 A1 単剥縦面
90C0027 4区 14層 10.215 1.85 2.75 * 0.73 3.1 サヌカイト 剥片 横長剥片 A2 単剥離面
90C0028 4区 14Rij 10.233 2.15 * 1.33 * 0.42 0.8 サヌカイト 事l片(接合資料) 不明 A 不明
90C0029 4区 14層 10.185 4.95 5.00 0.82 14.1 サヌカイト 石核転用刃器 縦長剥片 B 不明
90C0030 4区 14層 10.218 4.79 3.91 。守65 11.8 サヌカイト 掻器 短形剥片 B 商剥離面
90C0031 4区 14層 10.208 2.50 * 1.60 0.43 1.4 サヌカイト 剥片 短形剥片 A1 磯面
90C0032 4[;8 14層 10.007 0.90 2.45 0.56 0.7 サヌカイト 事l片 横長剥片 A1 際面
90C0033 14層 10.270 11.05 * 3.67 2.36 136.5 結晶片岩 搬入隊
90C0034 4区 14層 10.234 1.00 * 1.75 0.17 0.3 サヌカイト 剥片 横長剥片 A 磯面
90C0035 4区 14層 10.100 3.95 6.68 0.98 19.2 サヌカイト 微細君IJ離痕がある剥片 横長剥Ji B 単剥離面
90C0036 4区 14層 10.239 3.97 5.77 1.02 21.3 サヌカイト 石核転用削器 横長剥片 B 不明
90C0037 3区 14層 10.480 3.55 3.75 * 0.63 7.9 サヌカイト 剥片 横長剥片 A2 線状
90C0038 3区 14層 10.027 1.75 2.25 0.38 1.3 サヌカイト 剥片 横長剥片 A1 単剥自佐面
90C0039 4区 14層 10.046 3.07 1.20 0.70 2.1 サヌカイト ナイフ様石器 被長剥片 A2 不明
90C0040 4区 14屑 10.186 3.86 7.05 1.19 33.3 サヌカイト 石核 横長剥片 B 単剥離面
90C0041 2区 14層 10.257 2.45 3.30 0.53 3.8 サヌカイト 剥片 機長剥片 A2 単華IJ離而
90C0042 4区 14層 10.078 車整岩 叩き石(接合資料)

90C0043 4区 14層 10.132 3.10 7.17 1.08 17.1 サヌカイト 剥片 被長事IJ片 B 単剥離商
90C0044 2区 14層 10.206 5.51 4.19 1.65 37.5 サヌカイト 剥片 短形華Ijf'r B 臣告面
90C0045 2区 14層 10.150 1.18 1.18 0.10 0.2 サヌカイト 剥片 機長幸IJ片 A1 剥離時粉砕
90C0046 3区 14層 10.046 3.92 5.23 0.95 13.1 サヌカイト 石核転用削器 横長幸Ij片 B 不明
90C0047 3区 14J百 10.001 5.19 6.89 1.16 25.5 サヌカイト 剥片 横長幸IJ片 B 一面剥縦函
90C0048 3区 14J冒 10.403 2.09 2.12 0.39 1.6 サヌカイト 剥片 機長幸IJ片 A1 単剥離面
90C0049 2区 14府 10.132 2.11 2.70 0.68 2.8 サヌカイト 事Ij片 横長幸Ij片 A2 単剥離面
90C0050 2区 14層 10.027 1.40 1.26 0.22 0.3 サヌカイト 事IJ片 短形剥片 A1 際面
90C0051 2区 14層 10.022 1.47 * 0.90 * 0.21 * 0.3 サヌカイト 剥片(接合資料) 不明 A 不明
90C0052 4区 14層 10.269 際岩 叩き石(接合資料)

90C0053 2区 14庖 10.047 0.82 * 0.90 * 0.34 0.3 サヌカイト 剥l片 横長剥片 A1 不明
90C0054 3区 14層 10.297 1.35 2.30 0.37 0.5 サヌカイト 剥片 繍長事IJ片 A1 単剥離面
90C0055 4区 14層 10.391 0.89 1.46 0.19 0.2 サヌカイト 華Ij片 横長幸IJ片 A1 点状
90C0056 3区 14層 9.965 2.15 4.32 0.69 4.5 サヌカイト 剥l片 横長剥片 A2 一面剥離函
90C0057 4区 14層 10.311 1.30 1.55 0.10 0.2 サヌカイト 号IJ片 短形号制l片 A1 点状
90C0058 4区 14層 10.209 0.59 1.01 0.07 0.1 サヌカイト 剥片 横長剥片 A1 線状
90C0059 3区 14層 9.970 3.39 * 4.38 0.61 6.4 サヌカイト 剥片 横長剥片 B 点状
90C0060 4区 14層 10.299 1.81 1.49 0.18 0.5 サヌカイト 剥片 短形剥片 A1 剥自t時粉砕
90C0061 4区 14層 10.106 2.61 5.73 0.93 11.9 サヌカイト 華Ij)'r 横長剥片 B 不明
90C0062 3区 14層 10.119 2.90 4.75 0.71 7.0 サヌカイト 剥片 横長剥片 B 単景Ij離面
90C0063 4区 14層 10.208 2.92 1.98 0.85 6.2 結晶片岩 搬入隊
90C0064 4区 14層 10.284 際岩 upき石(接合資料)
90C0065 4区 14層 10.214 2.24 1.93 0.76 4.2 凝灰岩 搬入際
90C0066 4区 14層 10.363 2.10 3.30 0.58 3.7 サヌカイト 剥片 横長剥片 B 単剥離商
90C0067 4区 14層 10.361 1.91 2.90 0.64 3.5 サヌカイト 剥片 横長剥片 A2 一面剥離面
90C0068 4区 14層 10.928 1.76 2.39 0.47 1.4 サヌカイト 剥片 横長剥片 A1 単剥離商
90C0069 4区 14層 10.214 1.21 2.09 0.46 0.9 サヌカイト 剥片 横長幸IJ片 A1 一面剥離面
90C0070 2区 14廓 10.204 1.55 1.90 0.31 0.9 サヌカイト 剥片 横長剥片 A2 語撃面
90C0071 4区 14層 10.161 1.03 2.25 0.29 0.6 サヌカイト 剥片 横長幸IJ片 A1 線状
90C0072 2区 14屑 10.204 4.99 4.21 1.00 20.7 石英 軍IJ片 短形華Ij片 B ~面
90C0073 2区 14層 10.222 2.11 3.01 0.59 3.7 サヌカイト 華Ij片 ;倣長剥片 A2 一面剥離間
90C0076 3区 14層 10.161 1.77 3.20 0.68 3.9 サヌカイト 剥片 横長剥片 A2 単剥離面
90C0077 3区 14層 10.175 4.71 4.58 * 1.08 24.2 サヌカイト 石核(接合資料) 横長剥片 B 不明
90C0078 3区 14層 10.192 1.82 1.42 0.46 1.3 サヌカイト 剥片 短形事IJ片 A1 国剥離面
90C0079 3区 14層 10.151 1.02 1.40 0.18 0.2 サヌカイト 景IJ片 横長剰j片 A1 線状
90C0080 3区 14層 10.147 1.32 1.18 * 0.31 0.5 サヌカイト 剥片 償長幸IJ片 A 単剥離面
90C0081 3区 14Rij 10.095 1.55 1.87 * 0.54 1.2 サヌカイト 剥片(接合資料) 横長罰l片 A2 際面
90C0082 3区 14層 10.175 3.69 * 1.81 0.96 5.2 サヌカイト 剥片 縦長剥片 A2 不明
90C0083 4区 1 4~ 10.112 1.60 3.10 0.50 2.4 サヌカイト 剥片 横長剥片 A2 単剥離面
90C0084 3区 14層 10.133 2.58 2.29 0.70 4.7 サヌカイト 剥片 横長剥片 A2 臣告面
90C0085 3区 14層 10.130 2.71 1.95 1.36 7.7 凝灰岩 搬入隊
90C0086 3区 14Rij 10.064 3.60 4.08 0.60 9.1 サヌカイト 剥片 中首長幸IJ)十? B 不明
90C0087 4区 14層 10.267 1.69 3.61 0.54 2.8 サヌカイト 剥片 横長剥片 A2 車整面
90C0088 3区 14J，荷 10.044 8.04 6.20 2.29 152.5 凝灰岩 搬入磯
90C0089 4[ヌ 14層 10.182 2.86 1.06 。.39 1.3 サヌカイト 台形石器 横長剥片 A2 不明
90C0090 4区 14Rij 10.090 1.45 1.47 0.67 1.1 サヌカイト 剥片 (接合資料) 横長剥)!，- A2 E葉市
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表8 NG90-62次調査地の石器遺物(その 1-2) 

剥片末端の形状 欠損状態 欠損音1¥位 素材而有無 素材面部位 際面有j旺 際面音1¥位 原隊形状 媛合資事|

ヒンジ強 ほほ完形 基部(新欠) O(N) 全面 主正 不明 J90CO-5 
ヒンジ強 全而 不明 J90CO-3 
フェザー O O 1/2未満 末端 班円 J90CO-1 
末端折れ(剥離時) O O jlll 不明 J90CO-6 
フェザー 1/4未満 基部 Jn[， 不明

フェサ"ー ほ11完;Jf; 両辺 O 末端 鑑 不明

不明 1/4未満 末端 1m， 不明

フェザー 1/2未{尚 縦割れ(左辺) O(N) 末端 鉦 不明

フェザー 完形 O(P) 末端 1/2以上 基音1¥ 不明 J90CO-6 
フェザー・ 音1¥ヒンジ 完形 O(N) 末端 却F 不明

フェザー 1/2未満 縦割れ(右辺) O(N) 末端 岳町 不明
吋

ステップ ほ11完形 左辺(新欠) JH， 不明

フェ4fー 1/2未満 両辺 ・1圭部 O(N) 末端 4旺 不明 J90CO-8 
フェザー O O JIIを 不明 J90CO-] 0 

完形 ]/2未満 右辺 不明

不明 ほ11完形 末端 1111 不明

フェザー 完形 O 会而 1m 不明

不明 1/2未満 末端 J旺 不明

フェザー 完形 O(N) 末端 生旺 不明 J90CO-2 
ごく ゆるいヒ ンジ 基部-左辺 O(N) ほほ全面 生正 不明

フェザー ]/2未満 縦割れ(右辺) O(P)ワ 末端 M 不明

ステァプ 完形 O(N)ワ 右辺 鉦 不明

フェザー 完形 O(P) 右辺 jm， 不可j
ヒンジ強 O O 』旺 不明 J90CO-4 
ゆるいヒンジ 完形 ほほ全商 亜門ワ

J90CO-9 
ゆるいヒンジ 完形 O(N) 末端 1/3未満 左辺 illIl司
フェザー 完形 O(N) 右辺 1/3未満 左辺 illI円

フェザー ほぼ完形 左辺(新欠) 却E 不明

フェザー O 末端 4Ii[ 不明 J90CO-2 
ヒンジ 完形 O(N) 末端 面E 不明 J90CO-5 
フェ4fー 完形 O(P) 全面 却E 不明 J90CO-4 
ゆるいヒンジ 完形 全面 illI円 ?

フェザー 完形 1m， 不明

フェザー 1/2未{前 両辺 ・基部 O(N) 末端 JII， 不明 J90CO-8 
J90CO-9 

フェ+fー 2/3以上 主正 不明

フェザー ほほ完形 左辺(新欠) 主II 不明

フェザー 完形 O(P) 末端 4Ii[ 不明 J90CO-10 
ヒンジ強 完形 主II 不明 J90CO-5 
フェザー 完形 4柾 不明

フェザー jej彩 J畦 不明

フェザー ほ11完形 末端 ほ11全而 !lli円?

フェザ 1/2未満 左辺 担E 不明

フェ+f- 1/2未満 基部 左辺 O(N) 末端 1/3未満 左辺 不明

ゆるいヒンジ 完形 O(P) 全面 1H， 不明

J90CO-9 

フェザー 1/2未満 右辺 1/2以上 左辺 不明

フェザー 完形 O(P) 末端 1/2以上 基音1¥ illI角
フェザー 完形 O(P) 末端 主E 不明 J90CO-4 
フェザー 完形 O(N) 1111 不明

フェザー 完形 O(P) 末端 4Ii[ 不明

フェザー 完形 O(P) 末端 JIII 不明 J90CO-]0 
フェザー 完J~ !:U1全国 亜円

フェザー 完Jf; 1/3未満 末端 illI円 J90CO-] 
ヒンジ 完形 O(N) 左辺 f旺 不明

ゆるいヒンジ O O 1111全而 亜門 J90CO-1 
フェザー 完形 O(N) 末端右辺 1/3未満 不明

フェザー 完形 銅 不明

フェザー 1/2未満 右辺 O 左辺F半 !!!¥ 不明

フェザー ほぽ完形 O(N) 末端 1/2未満 基部 不明 J90CO-7 
フェザー ほ11完形 基昔日 O(N) 左辺 1/3未満 右辺 不明

ヒンジ 完形 主任 不明

ヒンジ 完形 鑑 不明 J90CO-5 

フェサ'ー 1/2未満 基部 ほぼ全而 車円 J90CO-] 
ごくゆるいヒンジ 完形 O(N) 全面 4I![ 不明

フェザー 完形 O(P) 左辺 4旺 不明

フェザー 完形 O(N) 末端 1/2未満 基部 不明 J90CO-7 
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表 9 NG90-62次調査地の石器遺物(その 2-1) 

遺物番号 地区 層f立 襟高(m)長さ(cm) 幅(cm)厚さ(cm)重量(g) 石材 器 続 剥片形態

90C0091 4区 14層 10.123 7.89 3.81 3.44 136.5 際岩 搬入磯

90C0092 4区 141脅 10.035 2.22 3.42 0.50 4.0 サヌカイト 剥片 横長剥l片
90C0093 4区 14層 10.063 1.65 1.81 0.39 0.8 サヌカイト 剥片 短形剥片

90C0094 4区 14層 10.264 2.91 * 1.51 0.34 1.7 サヌカイト 剥片 短形剥片

90C0095 3区 14層 10.481 0.53 0.92 0.08 0.1 サヌカイト 砕片
90C0096 4区 14層 10.167 2.01 3.00 0.74 4.3 サヌカイト 剥片 横長剥片

90C0097 4区 14層 10.237 3.49 2.21 0.59 3.4 サヌカイト 剥片 短形剥l片
90C0098 6区 14層 10.247 4.58 5.07 2.74 90.1 花岡斑岩 搬入隊
90C0099 6区 14層 10.236 4.87 3.58 2.51 46.1 花筒斑岩 搬入際
90COI00 6区 14層 10.113 4.13 1.91 2.05 20.4 花筒斑岩 搬入隊
90COI0l 6区 14層 10.190 2.68 2.10 1.63 9.5 凝灰岩 搬入機

90COI03 4区拡張部 14層 10.378 3.61 2.71 1.12 9.3 サヌカイト 剥片 短形君。片

90COI04 4区拡張部 14層 10.427 3.69 1.58 0.58 2.5 サヌカイト ナイフ様石器 横長剥片

90COI05 4区拡張部 14層 10.414 0.88 1.70 1.03 0.1 サヌカイト 事Ij片 横長景11片
90COI06 4区拡張部 14層 10.416 1.59 2.00 0.32 1.1 サヌカイト 剥片 横長幸Ij片

90COI07 4区拡張部 14層 10.400 4.90 6.88 1.01 29.7 サヌカイト 削器 横長幸11片
90COI08 4区拡張部 141晋 10.395 3.10 5.85 0.78 11.6 サヌカイト 剥片 横長剥片

90COI09 4区拡張部 14府 10.299 0.71 1.85 0.29 0.2 サヌカイト 剥片 横長華Ij片

90COll0 4区拡張部 14層 10.373 2.29 3.91 0.93 5.7 サヌカイト 剥片 横長剥片

90C0111 4区拡張部 14層 10.419 0.69 1.42 0.19 0.2 サヌカイト 剥片 不明

90C0112 4区拡張部 14層下部 10.228 6.65 2.06 0.63 7.8 サヌカイト 細部調整がある剥片 縦長棄却片ワ

90C0113 4区拡張部 141帝 3.41 8.39 1.24 26.0 サヌカイ卜 石核転用削器 横長幸11片
90C0114 2区拡張部 14層 10.160 4.50 * 4.01 * 0.93 15.7 サヌカイト 石核(接合資料) 機長剥l片
90C0115 2区拡張昔日14層 10.213 1.11 3.61 0.89 2.8 サヌカイト !fI1片 横長剥片

90C0116 4区拡張部 141m 10.014 サヌカイトワ 不明

90C0117 4区拡張部 14層 10.046 1.21 1.83 0.28 0.5 サヌカイト 剥片 横長剥片

90C0118 4区拡張部 141m 10.040 1.08 1.31 0.30 0.3 サヌカイト 剥片 横長景Ij片

90C0119 4区拡張部 14層 10.023 磯岩 叩き石(接合資料)

90C0120 4区拡張部 141C?t 10.327 2.21 2.79 0.50 1.9 サヌカイト 剥片 横長剰l片
90C0121 4区拡張部 14層 10.364 0.38 1.49 0.15 0.1 サヌカイ卜 剥片 横長剥片

90C0122 4区拡張部 141(9 10.385 0.99 0.89 0.50 0.4 サヌカイト 剥片 短形割l片
90C0123 4区拡張部 14層 10.378 3.59 2.00 0.95 5.5 サヌカイト 剥片 績長剥片ワ

90C0124 4区拡張部 14層 10.310 1.01 1.11 0.41 0.5 サヌカイト 剥片 横長剥片

90C0125 4区拡張部 14層 10.398 1.89 1.10 0.25 0.4 サヌカイト 剥片 横長剥片

90C0126 4区拡張部 14層 10.358 0.53 0.91 0.29 0.1 サヌカイト 砕片
90C0127 4区拡張部 14層 10.346 1.22 1.01 0.41 0.5 サヌカイト 剥片 級長剥片

90C0128 4区拡張部 14層 10.274 2.34 1.25 0.50 1.5 サヌカイト 台形石器 横長剥片

90C0129 4区拡張部 14層 10.380 1.62 4.32 0.65 4.3 サヌカイト 剥片 横長剥片

90C0130 4区拡張部 14精 10.361 3.29 3.73 0.89 8.8 サヌカイト 剥片 横長剥片

90C0131 4区拡張部 14層 10.385 0.50 * 0.65 * 0.13 * 0.1 サヌカイト 砕片
90COl32 4区拡張部 14屑 3.31 * 2.82 * 0.78 6.7 サヌカイト 華1I片 (接合資料) 横長剥片
90C0133 4区拡張部 14層 10.256 3.12 2.47 0.71 3.7 サヌカイト 事1I片 短形華11片
90C0134 4区拡張音1¥14屑 10.361 2.89 5.57 0.72 10.2 サヌカイト 事Ij片 横長剥片

90C0135 4区拡張苦1¥14層 10.422 0.85 1.65 0.24 0.2 サヌカイト 景Ij片 横長幸11片
90C0136 4区拡張音1¥14昭 10.403 0.55 0.95 0.18 0.1 サヌカイト 砕片

90C0137 4区拡張部 14層 10.378 4.18 6.13 0.95 19.1 サヌカイト 景1I片 横長幸Ij片

90C0138 4区拡張部 141百 9.955 1.25 1.05 0.12 0.1 サヌカイト 剥片 不明

90C0139 4区拡張部 14層 9.985 0.75 * 1.55 * 0.14 * 0.1 サヌカイト 剥片 不明

90C0140 4区拡張音1¥14庖 10.201 3.97 3.10 0.36 15.0 花尚斑岩 搬入磯
90C0141 4区拡張部 14層 10.387 0.95 1.05 0.21 0.3 サヌカイト 剥片 短形事1I片

90C0142 4区拡張部 14層下部 10.219 3.05 3.65 0.44 4.7 サヌカイト iFlj片 級長剥j片

90C0143 4区拡張部 14層下苦1¥10.23~ 2.65 2.30 0.44 2.4 サヌカイト 剥片 短形劇l片
90C0144 4区拡張部 14層 10.299 3.11 3.45 * 0.84 6.5 サヌカイト 剥片(接合資料) 機長華1I片

90C0145 4区拡張部 14居 F昔1¥10.245 0.55 1.78 1.34 1.5 サヌカイト 剥片 横長剥片

90CO 146 4区拡?長部 14層下昔1¥10.209 4.38 5.25 1.42 27.8 サヌカイト 剥片 横長幸1I片

J90CO-Ol 14層 12.65 10.10 2.15 141.4 サヌカイト 接合資料
J90CO-OI-A ー 14層 4.71 7.73 1.08 39.9 サヌカイト 石核(接合資料) 横長引l片

J90CO-02 14層 5.63 7.45 0.90 32.3 サヌカイト 接合資料
J90CO-03 14層 6.05 12.20 1.05 29.7 サヌカイト 接合資料 横長剥片

J90CO-03-A ー 14層 3.26 4.67 0.88 13.3 サヌカイト 剥片(接合資料) 横長剥片

J90CO-04 14層 4.50 6.60 1.18 33.3 サヌカイト 接合資料

J90CO-05 14層 5.80 11.15 1.39 22.6 サヌカイト 接合資料 横長剥片

J90CO-06 14層 3.59 6.05 1.68 40.0 サヌカイト 接合資料 横長剥片

J90CO-07 14廓 1.55 3.35 0.54 2.3 サヌカイト 剥片(接合資料) 被長剥片

J90CO-08 14層 2.15 * 2.12 * 0.36 1.2 サヌカイト 剥片(接合資料) 不明

J90CO-09 14層 19.20 6.40 3.57 415.3 磯岩 叩き石(接合資料)

1190CO-I0 14層 5.31 4.95 0.78 14.9 サヌカイト 接合資料
※長さ ・中高・厚さの項目で数値についた*印は欠損をあらわす(長 ・中高・!写の百十社111に影響がない場合は印をつけいてなし、)

※素材国有無の項目でNはネガテイヴ而、Pはポジテイヴ商をあらわす

-90 -

類型 打面形態

A2 線状

Al 線状
A2 不明

A2 単剥離而
A2 単剥離面

A2 単剥離面
A2 不明

Al 剥離時粉砕
Al 単剥離面
B 

B 面剥離面
Al 単剥離面
A2 磯面
A 不明
B 里程面
B 不明

B 不明
A2 単剥離面

Al 単剥離面
Al E壁面

A2 主ji剥離面

Al 点状
Al 機面
B 単剥離面
Al 燦面
Al 剥離時粉砕

A 不明
A2 不明
A2 単剥l離函
A2 一面剥離面

B 単剥離而
A2 点状

B 一商剥離面
Al 単剥離面

B 単剥離面

A 不明

Al 線状

A2 単剥離面
A2 単剥離面

B 単剥離面
Al 単剥離商
B 単剥離商

B 不明

B 不明

B 単剥離面

B 一面剥離面
B 際商
A2 草壁面
A 不明



表10 NG90-62次調査地の石器遺物(その2-2) 

事Ij片末端の形状 欠損状態 欠損部位 素材而有鉦 素材間部位 際面有主正 際l面部位 原語整形状 接合資料

フェザー 完Jf~ O(P) 下部 Jllf 不明
フェザ 完形 O 末端 銀 不明
フェザfー 1/2未満 基部 O ほぽ全面 1/3未満 右辺 不明

ヒンジ 完形 iIIE 不明

円二明 ほ11'完形 末端 O(N) 右jll illf 不明

ごくゆるいヒンジ 完形 全面 円形

フェザf ほほ完形 基昔日(新欠)・末端 O(N) 右辺 主E 不明
フェザー ほ11'完形 基部 主Il 不明
フェザー ほほ完形 左辺 1/3未満 不明
フェザ「 完形 O(N) 全商 無

ヒンシ 完形 O(N) 全面 主If 不明
ゆるいヒンジ 完形 盤 不明
フェザー 完形 O(P) 全面 1/3未満 右辺 亜円つ

不明 1/2以上 基部末端 書Ifi 不明
不明(スT';フ。?) 1/2未満 左辺 O(N) 全面 主E 小明
フェザf 完形 O(N) 末端 品Ir， 不明
ゆるいヒンジ O O ほ11'全国 亜円 J90CO-1 
フェザー 完形 O(N)つ 全面 1/2以上 末端 illi角?

フェザ「ー 完形 O 全面 担E 不明
ステップ 完形 O 全面 却E 不明

J90CO-9 
フェザー 完形 1/3未満 左辺 不明
フェザ「 完形 主E 不明

不明 ほほ完形 末端 O 末端 4旺 不明
フェザ?ー 1/2):)、上 左辺 全面 不明 J90CO-3 
フェザ (直角) 完形 主任 不明
フェザー ほぽ完形 基音1¥ O(N) 全面 主任 不明

不明 1/2未満 右辺 O 全面 無 不明
ごくゆるいヒンン ほほ完形 先端(新欠) O(N) 基音1¥ 指E 不明
フェザfー 完形 ほ11'全而 円形
フェザf 完形 O(P)? 末端 却E 不明

ヒンジ 完形 1/2以上 末端 亜円 J90CO-3 
フェザf 完形 1/2以上 末端 illi円 J90CO-1 
フェザfー 完形 O(P) ほ11'全面 主E 不明
ヒンジ 完形 O 末端 im， 不明

ヒンジ 完形 1/2以上 末端 盟円 J90CO-3 

ヒンジ 4/5以上 基音1¥ 不明

フェザ ほほ完Jr~ 末端(新欠) 全面 亜門

こてゆるいヒンジ ほほ完形 左辺(新欠) O 担t 不明
フェザ 完形 ほぽ全面 亜門つ

ヒンジ 完形 1/2以上 末端 i!E円 J90CO-3 
フェザー 完形 O(N) 末端 illl 不明
フェザー 完形 1/2以上 末端 illi円 J90CO-1 

90CDOI7+073+077+086+ 114+ 133+ 146 
ゆるいヒンジ O O ほぽ全面 illi円 90C0077+ 114 

90C0035+046 
ヒンジ強 全面 不明 90C0013+ 123+ 132+ 137+ 144 
ヒンジ 完形 1/2以上 末端 亜円 90C0132+144 

90C0040+048+068 
ヒンジ強 基部(新欠) O(N) 全而 1町 不明 90C0009+047+056+084 
末端折れ(剥離時) O O 』旺 不明 90C0018+023 
フェザ 完形 O(N) 末端 1/2未満 基部 不明 90C0081 +090 
フェザー 1/2未満 両辺・基部 O(N) 末端 鉦 不明 90C0028+051 

90C0042+052+064+ 119 
90C0029+055+071 
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第3節平安時代前期の長原

1 )はじめに

本書第H章第2節で報告したように、 NG02-9次調査では平安時代E期の遺構・遺物が比較的多

く見つかった。これらは、盛土を行って居住区と水田とを分け、低湿な土地を定住の場としようとし

た人々の努力の痕跡である。同時期の資料が断片的にしか得られていない現状で、掘立柱建物・土墳 ・

溝といった遺構と耕作地および土器などの出土遺物がまとまった集落の形で確認できたことは、この

時期の長原遺跡の動きを理解するうえで重要である。本節ではこの集落を長原遺跡の平安時代を通じ

た開発史のなかに位置づけることによって、その性格を検討するとともに、平安時代前期に相当する

E期をどのように理解するかについてあらためて考えてみたい。

2 )平安時代E期とは?ーこれまでの成果をふまえてー

検討を行うにあたって、まずは平安時代E期とその前後の時期について、これまでに示された理解

を整理しておく。

長原遺跡の台地部を中心とした検討[佐藤1992Jでは、平安時代E期は、平安時代 I期に見られた

建物群や都との近い関係を示す土器 ・瓦などの遺物群が姿を消した後の、活動の形跡が少なく土器も

簡素化する停滞の時期と位置づけた(図53)0 主たる要因には長原標準層序のNG5層による濯蹴シス

テムの壊滅的打撃を挙げている。長原の地が再び開発されるのは平安時代皿期以降のことで、それに

よって完成されるのが、近年まで景観を保っていた条里に基づく地割であった。

その後も台地部では長吉瓜破地区土地区画整理事業施行に伴う発掘調査を中心に多くの成果が蓄積

されたが、こうした理解に対して基本的に変更を迫るような成果は得られていない。しかし、 1995

年から始まった長吉東部地区土地区画整理事業施行に伴う発掘調査では新たなイメージが加えられる

ようになる。長原遺跡、のなかでも東北部の沖積平野部における各所で調査が進んだ結果、遺跡に壊滅

的な被害をもたらした、と考えられてきたNG5層の分布が案外限定されることがわかってきたので

ある[高橋工1999b.村元健一2003bJ。また、喜連東遺跡の建物群をのぞけばあまり多くなかった奈

良時代の土器や瓦、その他の遺物についてまとまった資料が得られ[大阪市文化財協会2004bJ、祭杷

に用いた墨画土器や、多量の瓦、硯、銅銭、鍔帯といった出土資料の性格から、農村とは異なる集落

の存在が想定された[村元2003bJ。東北地区のこれらの集落は、台地部が東除川水系として捉えられ

るのに対して、大和川の当時の本流であった平野川の左岸に形成された「六反自然堤防」に位置するも

のと理解されている。

上記の新たなイメージは、台地部の調査成果をもとにして語られてきた長原遺跡における開発の流

れが、それほど単純で、はないことを明らかにした。しかし、東北地区の集落がこれまでの理解とまっ

たく異なる動きをとったかというと、そういうわけではなく、大きく見ればやはり平安時代 I期の活

況から E 期の停滞、田 ~N期の再開発といった動きのなかに位置づけられそうである 。

つ臼口同d
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第W掌 遺構と遺物の検討

3 )平安時代E期の集落分布

次には、これまで見つかっている平安時代E期の集落についてあらためて検討する。

図54は長原遺跡における平安時代中期の地形復元図[村元2003b] をもとに平安時代 I ~ 田期の集落

の分布を示したものである。集落の数は平安時代H期では限られており、 E期になって一気に増加す

ることが見て取れる。これは以前からの理解のとおりである。平安時代E期の集落について、その前

後の I期 .III期との連続性がどのようなものか、各地点別にみていこう O

①には平安時代 I期~皿期の各時期の建物群がある[大阪市文化財協会1992b]。ただし、 I期では

7棟であった建物がE期では2棟に減り 、皿期になって13棟とまた増えるという変化を見せる O 遺物

の質・ 量もそれに応じたものである。この調査地ではNG5層は存在せず、洪水の被害がI期から E

期への動きにどのように影響を与えたかは明らかでない。

②で、は建物は見つかっていないが、約77mにわたり、両端が南に直角に折れる東西溝が検出されて

いる[大阪市文化財協会1994]。飛雲文軒平瓦を含む瓦が出土するなど、建物群の周囲を方形に区画

する溝であった可能性もある。平安時代E期古段階のものと報告されているが、平安時代I期の遺物

を多く含むため、同期には機能しはじめてH期古段階で埋没したと考えられる。この溝はNG5層の

上位で検出されており、洪水の後につくられたことは明らかである。NG5層が平安時代 I期の集落

の廃絶に大きく係わるという考えに対して否定的な例となる可能性もあるが、平安時代E期に入って

ほどなくして溝が廃絶しており 、NG5層の上での開発が軌道に乗らなかったことを示しているとも

考えられる。

③では500を超える柱穴 ・小穴が密集して検出されており、平安時代 I期と E期の建物群が認めら

れる[大阪市文化財協会1992a.村元2003b]0 II期の遺構には小穴や溝があるが、建物は復元できて

いない。遺構 ・遺物とも E期のものは少なく、都との関係がうかがえる遺物もほとんどない。この調

査地ではNG5層は存在せず、洪水の被害がI期から E期への動きにどのように影響を与えたか明ら

かではない。

④では平安時代E期と 皿期の建物群がある[大阪市文化財協会1983]。これらはNG5層の上位で検

出されている。調査地では I期の顕著な遺構はないが、周辺の調査地では奈良~平安時代 I期の建物

が存在する。皿期の建物は庇付きのものを含み、数も増える。遺物は平安京と共通する土師器皿や施

粕問器などが目立って多くなる。

⑤は本書で報告した集落である。「六反自然堤防」の南辺部に位置し、NG5 ~6A層 に対応する水成

層である第5層や平安時代E期の遺物を含む第4d層の上位に形成されている。I期の遺構はないが、

遺物はE期と同じくらいあり、付近では人々が活動していたことを示す。この集落については、墨書

土器や線刻土器なとなの文字資料が見つかったことで注目された[松本2003]。ただし、形状のわかる

土器は I期から E期前半のものがほとんどであり、唯一の銅銭も和同開弥である。こうした要素はか

なり早い時期に消えているようにみえる。遺物から考えられる下限は平安時代田期であり、町期の遺

構 ・遺物は見られない。
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第W章 遺構と造物の検討

地形の復元をもとに平安時代の集落について考察した村元は、 NG5層の影響が少ない「六反自然堤

防J においては平安時代 I ~ II 期に連続して集落が存在した可能性が高いとする [村元200 3 b] 。 また

同様に高橋の考察では、東北地区は平安時代E期の遺物はやや少ないもののさほど大きな変化は見ら

れず、 NG5層のような洪水の影響を受けずに平安時代I期から引き続き水田経営が可能で、あったと

考えられ、台地部の状況とは合致しないとする[高橋1999b]。

以上の見解は、どちらも集落としての連続性から平安時代 I期と E期との聞に大きな画期をおくこ

とに積極的ではない。しかし、両期の差を単なる遺物の量の多寡で考えてしまうと、両期の遺物がも

っ質的な差を充分に理解できない。平安時代 I期の食器は土師器杯A.皿A.皿B.椀Aおよび須恵

器杯A.杯B.皿といった多彩な構成で、それに数種の査類が加わる土器組成である。また、建物に

も瓦(飛雲文系など)が用いられるといった状況で、都と近い生活様式を示している。それに比べて、

E期の大きな特徴は在地色がより顕在化した土師器椀Aと皿Bおよび黒色土器A類椀といった、きわ

めて単純な組成に変わることであり、そこには当時の都である平安京の土器との共通性がほとんど見

出せない。

平安時代 I期には「六反自然堤防」における広範囲の耕地化が進み、大規模な溝やその他の遺構が増

加するなど、台地部と共通した動向を示している。このことから、 NG5層の洪水で、荒廃した台地部

から比較的安定した沖積平野部へ開発の対象が向けられたとの考えもあり、本書で報告した⑤の集落

は、こうした人々によってつくられた集落と位置づけることもでき ょう。しかし、単に人々が開発の

場を移動させただけならば、平安京の土師器との共通性がないことや施柚陶器や瓦がきわめて少数で

あるといった質的な面での顕著な差は生まれない。開発事業そのものに根本的な転換があったことは

確実で、それが平安時代 I期の集落との聞の大きな落差となっているのである。長原の地で再び開発

が行われ、人々の動きが活発となる皿期の遺物群に平安京との共通性が色濃く見えることも、この落

差をより 一層明らかなものとしている。

4 )むすびにかえて

以上、本書で報告した平安時代E期の集落に係わって、長原遺跡の集落の動向についてみてきた。

くりかえしになるが、平安時代 I期から E期への変化については、単に遺構が継続して見られるかど

うか、遺物量が減るかどうかではなく 、その質的な落差に注目する必要があることをあらためて強調

しておきたい。東北地区を含めて、平安時代E期はやはり停滞の時代であると考えられよう 。

この停滞を起こした要因として、考古資料によるかぎりもっとも蓋然性が高いのはNG5層の洪水

による被害であるといえる。政治的な事情(政権内部での勢力の交替や地方行政の転換など)も加味し

て考えるべきではあるが、濯i既システムの崩壊により中央政権あるいは有力氏族の開発推進力が途絶

え、その結果として都との関係が断たれたと考えれば、先述した遺構 ・遺物の質・量における大きな

落差は無理なく理解することができる。

(佐藤)
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第V章総括

本書は平成14年度と平成18年度に行った長原遺跡東北地区における 2箇所の調査(NG02-9 .06 

-2次調査)の成果である。

近接した位置にある両調査では、後期旧石器時代から近世までの遺構 ・遺物を検出した。

特に、NG02-9次調査で出土した後期旧石器時代の石器遺物は、層序の観察と火山灰分析から 2

万8千年以上も前に遡ることが確実な資料であることがわかった。剥片と石核のみで、石器は出土し

ていないものの、本調査区の南、約1.5kmの地点の同じ層準で出土した石器と共通の製作技法が見ら

れた。これらのことから、両地点で出土した石器遺物は、長原遺跡の中で年代と技法の共通する石器

遺物群として捉えることが可能であり、本遺跡のみならず、近畿の旧石器時代遺跡、を考える上で重要

な資ヰヰとなるものといえよう。

また、本調査地とその周辺は、 NG06-2次調査の自然、流路NR401やNG02-9次調査の厚い水成

層が物語るように、絶えず自然河川が影響を及ぼす地域で、氾i監が一段落しても湿地として残り、長

い問、居住には適さなかった地域である。しかし、飛鳥時代以降には人がこの地に立ち入ったことが

遺物から読取ることができ、積極的に定住を模索し始めるのはNG02-9次調査で、見つかった遺構 ・

遺物が示すように平安時代の前期のことである。その後、水田や畠が営まれた200年近い期間の中で

は、掘立柱建物も存在したことがわかっており、比較的希薄であった平安時代前半の集落の資料に新

たな事例を加えることができた。こうした成果によって、長原遺跡における集落の変遷のようすはいっ

そう明らかなものとなってきている。

平安時代の前半以降になると建物は見られなってしまうが、これはやはり、 自然河川の氾濫などの

影響が大きかったせいであろう。しかし、 NG06-2次調査の鎌倉時代やそれ以降の畠が物語るよう

に、人々がこの土地を利用しようと努力してきたことが看取できる。

このように、長原遺跡の東部地域では、人々は水と戦い、居住により適した環境を求めて場所を変

え、生活してきたことが、今回の両調査から読取ることができるのである。
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別表2 長原遺跡の標準層序

←水田I伺←ー

←ヒトと偶蹄!l'iの足時

←氷山而 一一一一一一一

水田市溝ヒトの足跡

←自伏流時の堤

t~時
石傑

マ石器製作.IiI:

マ土器柑畠

マ竪穴住居貯蔵日

NG12CIM 

'1'位罰的巣穴の化石

←大篠

ノジカの足跡ft石

.ー上菌検出遺構 ↓ 

※なお、 ATの年代については、本当では暦年較正年代による28，000年前を使用している。
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あとがき

ここに長原遺跡の発掘調査報告書を上梓することができました。1978年以来、当協会が

編集 ・発行して参りました『大阪市平野区 長原遺跡発掘調査報告』シリーズとしては第16

番目の刊行となります。この間の30年という年月で、私どもは多くの歴史的事実を明らかな

ものとし、大阪の歴史を復元する作業の重要な役割を担ったものと自負しております。これ

もひとえに関係者 ・関係諸機関、および近隣の皆様の支えとご理解の賜物と、心より感謝し

ております。

今回の調査でも、 2万8千年以上も前の後期旧石器時代前半期に、確実に位置づけること

のできる石器遺物が見つかったことや、本遺跡の集落変遷の中で、今まで資料の乏しかった

時期である平安時代前期の良好な遺構 ・遺物を検出したことなどは、より具体的に歴史的景

観を再現し得る資料として、特筆すべきことでしょう 。

これらの資料を広く一般に活用していただけるよう、努力して参りますので、今後とも皆

様のご協力 ・ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

(積山 洋)
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SB : Building 
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ENGLISH SUMMARY 

Outline of the investigation 

In this Volume， we report results of the 2 excavations at the northeastern sector of the 

Nagahara site in fiscal 2002 (NG02-9) and 2006 (NG06-2)， prior to the development of the 

Municipal Apartmenthouse complex. The both sites are very near by and located at 

Nagayoshi-Rokutan area in the Hirano Ward in the southeastern sector of Osaka city， Japan. 

Results of the investigation 

1. The Late Paleolithic Age 

In the excavation NG02-9， we found the concentration of stone artifacts in the stratum 14， 

which is under Aira TN Tephra stratum which is dated before more than 28，000 years from 

now. 

2. Early Heian Period 

In the excavation NG02-9， we found lots of features and finds. There are remains of agri-

cultural ditches， baulks of wet rice fields， postholes of buildings and pits， which would had 

consisted some part of settlement in early Heian Period. During the early Heian Period (in the 

end of the 8th and the 9th century) the agricultural ditches and wet rice fields were maintained 

while the buildings were not so long time available. The center of this settlement might have 

moved to another place from this area. 

3. Kamakura Period 

In the excavation NG06-2， we also found many agricultural ditches during Kamakura 

Period. 
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